


巻頭言 

３期目を終えるにあたって 

玉川学園高等部 

部長 長谷部 啓 

 

ＳＳＨ３期５年間の取り組みを振り返ってみたい。３期目の研究開発課題の

眼目は「主体性の育成」であった。始めるにあたっての予感は当たっていて、大

きくて深い課題を設定してしまったという感慨を今は抱いている。 

 探究には、意欲や動機などを主な内容とする主体性が必要不可欠である。研究

者にとっては、その内実は様々であれ、明確な動機が存在することは確実だ。と

ころが、将来研究者になるかどうかわからない高校生にとって、探究に取り組む

動機はどこにあるのであろうか。探究と比べて他の教科学習では、主体的に学習

に取り組むための研究はなされ様々な実践事例も報告されている。その知見や

方法論は果たして探究にも転用できるのであろうか。また、教科学習で培った主

体性は探究の場面でも発揮できるのであろうか。 

 このような疑問を抱きながら３期目を始めたが、その多くはまだ解明できて

いないと思われる。しかし、いくつかの成果は出すことができた。 

 まず、主体性育成のための概念モデルを仮説ながら作ることができた。このお

かげで、主体性の構成要件が何か、その要件間の関係も明らかにすることができ

た。その概念モデルは、当校の教員の経験知から見ても合致するものであった。

また、効果測定のために開発した主体性アンケートの結果とも整合するもので

あった。 

次に、主体性育成のために実際の指導において教員がどう関わっていけばよ

いかの見当もついた。探究にはいくつかのステップがあり、そのいずれにも困難

が伴っている。従って、生徒が熱意を持てるテーマを設定する段階以降にも、個

別に様々な場面でサポートする必要がある。そのサポートを受けつつ困難を乗

り越え、自信と自己効力感を醸成していくのである。つまり、探究には主体性が

必要であるが、その主体性は探究の活動の中で育成するしかないということが

より鮮明に認識できた。 

 今後は、個別最適化の方向性で実施している本校の探究に、協働的要素を加味

した時に、主体性をどのように育成したらよいのかが本校の課題となる。 

広くご助言を期待したい。 
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別紙様式１－１ 
学校法人玉川学園 玉川学園高等部・中学部 指定第Ⅲ期目 30～04 

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  

主体性を涵養し、社会的責任を配慮した『社会との共創』を実現できる教育手法の開発 
② 研究開発の概要  
「社会との共創」を推進するため、自らが寄与できる事柄を見出し、そこに意義や社会的責任を予測

した上で、自らの責任において選択実行する主体性を育成する。自らの研究活動がどういう社会的文脈

で寄与し得るか、どういう社会的責任が生じるかを自覚

し、真に社会との共創を実現するイノベーションを起こせ

る人材を育成する教育手法を開発する。なお、主体性の定

義は「自らが見出した寄与できる事柄の意義と社会的責任

を予測し、自らの責任において選択実行する資質」と定め

た。研究活動には、第 2 期目でカリキュラム研究開発の中

心とした「創造力と批判的思考力の育成」とともに、土台

としての主体性の力が必要であると考える。その主体性

は、次の６つの「契機（しかけ）」を有機的に組み合わせ、

自己効力感を上げることにより効果的に育成できるとい

う仮説をたてた。 
【Ⅰ、リフレクション Ⅱ、触れる Ⅲ、リサーチ 
 Ⅳ、発表 Ⅴ、学びあい Ⅵ、活動】 

 ③ 令和４年度実施規模  
中学 1 年生～高校 3 年生（IB クラスを除く)を対象に実施。SSH 対象生徒は 988 人(令和 4 年 1 月現在)。 
高等部 
課   程 

 
学   科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 189 6 182 6 201 7 562 19 
中学部 
課   程 学   科 

 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 
全日制 普通科 148 4 145 4 128 4 421 12 

 

 ④ 研究開発の内容  
〇〇研研究究開開発発計計画画：：上記の教育計画プログラムに関する年次ごとの実践内容・評価方法は以下の通り。 
      教教育育ププロロググララムムにに関関すするる実実施施内内容容  評評価価方方法法  

1 年

次 
 

平成 
30 
年度 

①サイエンスキャリア講座 
・主体性育成のための授業改善 
②データサイエンス ③学びの技 
④自由研究     ⑤理系現代文 
⑥SSH リサーチ   ⑦SSH リサーチ科学 
⑧SSH リサーチ脳科学 
⑨課外系クラブ活動 
・主体性育成のための課題研究改善 

・生徒に対する授業アンケート 
・主体性を測るアンケートの作成と 

実施 
・主体性ペンタゴンに沿ったルーブリッ

ク作成と実施 
・OUTCOME シートの改善と実施 
・批判的思考力スキルテスト（ベネッセ

と京都大学楠見孝教授の協力開発） 
2 年

次 
 

令和 
元 

年度 

①～⑨、授業改善、課題研究改善の実施 
・1 年次の実践を踏まえて改善を図る。 
・1,2 年次の実施において改善点を抽出、次年度 

に反映させる。 
・主体性育成のための授業改善の拡大実施 

1 年次に作成した評価方法の実施 
・生徒に対する授業アンケート 
・主体性を測るアンケートの実施 
・ルーブリック実施 
・OUTCOME シートの実施 
・批判的思考力スキルテスト 
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3 年

次 
 

令和 

2 
年度 

①～⑨（⑧を除く）、授業改善、課題研究改善 
・1,2 年次の実践を踏まえて改善を図る 
・中間評価を行い、改善点を抽出、次年度に反映

させる。 
・主体性育成のための授業改善の実施 

2 年次と同様の評価方法実施 
・生徒の変容調査 

4 年

次 
 

令和 

3 
年度 

①～⑨（⑦、⑧を除く）、授業改善、課題研究改

善を実施 
・1～3 年次の実践を踏まえて改善を図る。 
・中間報告で指摘された 3 年次での取り組みにつ

いて改善を図る。 
・主体性育成のための授業改善の実施 

3 年次と同様の評価方法実施 
・生徒の変容調査 
 

5 年

次 
 

令和 

4 
年度 

①～⑨（⑦、⑧を除く）、授業改善、課題研究改

善の実施 
・最終年度として、5 年間の総括を行い、実践結

果をまとめる。 
・主体性育成に関する授業展開の完成 
・成果と課題を明らかにする。 

4 年次と同様の評価方法実施 
・SSH プログラムの完成年度として、

成果資料やカリキュラム普及に尽力

する。 
・最終的な検証、再評価を行う。 

 
〇〇教教育育課課程程上上のの特特例例  

学校設定科目：「理系現代文（単位数 2）」 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目 単位 対象 

理系現代文 国語・現代文 2 高校 3 年理系選択 
 国語と理科の教科連携において、文章や時事問題の読解を土台に、批判的思考力・言語表現力を鍛え

る授業展開を行っている。学校休校期間もオンラインで統計データの取り扱いや卒業生との意見交換会

を実施し、文章読解の継続性を保つ。生徒自身のバイアスに気が付かせる授業展開をし、思考の言語化

の機会を多く設定する。文章や時事問題の読解を土台に、批判的思考力・言語表現力を鍛える授業展開

を用いることで、主体性ペタンゴンの[Ⅵ、活動]と[Ⅴ、学びあい]を促進する。いずれの学年でも教材

と社会のニュースを結び付ける[Ⅲ、リサーチ]活動を定期的に行い、社会に[Ⅱ、触れる]場所を提供す

る。その体験を通し、自らの思考を言語化することに面白みを感じさせ、どのような事柄についても主

体的に考えることができる生徒を育成する。さらに[Ⅳ、発表]における質疑応答によって思考が深化す

ると考える。  
〇〇令令和和４４年年度度のの教教育育課課程程のの内内容容ううちち特特徴徴的的なな事事項項  

【課題研究に係る取組】 
 生徒自身で課題を設定し、情報を収集し、根拠やその裏付けを特定しながら結論を導く探究型の

課題研究を実施する。ただ疑問に感じていることを解決するだけではなく、質問する力や反論する

力、論文の客観性や公平性の認識に着目している。また、生徒自身で実験計画・結果・考察・振り

返りを徹底し、課題を解決するために必要な主体性を育成する。 
普通科・中学 1 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 
自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 1 年全員 

普通科・中学 2 年生 
実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 2 年全員 
普通科・中学 3 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 
学びの技 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 3 年全員 

普通科・高校 1 年生 
実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究(SSH リサーチ含む) 総合的な学習(探究)の時間 2 高校 1 年全員 
普通科・高校 2 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 
自由研究(SSH リサーチ含む) 総合的な学習(探究)の時間 2 高校 2 年全員 

普通科・高校 3 年生 
実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究(SSH リサーチ含む) 総合的な学習(探究)の時間 1 高校 3 年全員 
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SS 理数探究 理数科 4 高校 3 年理系選択 
〇〇具具体体的的なな研研究究事事項項・・活活動動内内容容  
  目的：主体性を育てることにより社会的責任を視野に入れた研究活動ができる人材を育てる。 
 目標：（ア）創造力と批判的思考力を育てることで研究内容を高めることができるようにする。 

 （イ）批判的思考力を育てることで客観的な自己評価ができるようにする。 
（ウ）自己効力感を育てることで主体性を育むことができるようにする。 
（エ）統計思考力を育成し、責任とリスクを考えさせることで社会貢献ができるようにする。 

グル
ープ 主体性育成のしかけ 実施項目 教科(科目) 単

位 対象 実施予定 

A 

Ⅰ、Ⅱ 

① サ イ エ
ン ス キ
ャ リ ア
講座 

  全員 月 1 回以上 (不定
期) 

授業改善 
理科(中学 3 年・

物理基礎・物理

・化学基礎・化

学・生物) 

２ 全員 通年 

B 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、  
  Ⅳ 

② デ ー タ
サ イ エ ン
ス 

数学(中学)  中学 2
年生 

28 時間  (6・7
月) 

③ 学 び の
技 

総合的な学
習の時間 ２ 中学 3

年生 毎週 2 コマ 

C 

 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ 

④ 理 系 現
代文 

国語（学校
設定科目） 

１
～
２ 

高校 3
年生 毎週 3 コマ 

D 

 
 
 
 
 
 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、
Ⅵ 

⑤ 自 由 研
究 
(SSH リサ
ーチ含む) 
※SSH リ
サ ー チ 科
学(令和 2
年度まで) 

総合的な探
究の時間 ２ 

高校 1
～ 高
校3年 

毎週 2 コマ 

⑥ 科 学 系
ク ラ ブ 活
動 

課外活動  
中学 1
～ 高
校3年 

通年 

  
①①ササイイエエンンススキキャャリリアア講講座座……社会に対して夢や希望を持つための第一歩として、研究者や国際的に活躍 

する社会人の話を聞くことで、研究者に対する憧れと学びに対する学習意欲を向上させる。自分の研 
究が何につながる研究なのか、他の科学分野とどうつながるのか、社会のどういう問題に貢献できる 
のかを考えさせる。 

☆☆主主体体性性育育成成ののたためめのの授授業業改改善善  
  自分の内側に何が変化したか意識させることで、メタ認知能力と自己効力感を獲得させている。  

②②デデーータタササイイエエンンスス……統計的探究の国際的枠組みである、Problem（問題）、Plan（計画）、  
Data（収集）、Analysis（分析）、Conclusion（結論）といった PPDAC サイクルを実践し、統計

的な探究のプロセスの習得を目的とする。   
③③学学びびのの技技……高校１年次からの自由研究の論文作成基礎講座としての位置づけで、探究学習に必要なス

キル（テーマ設定・情報収集・情報の整理・考察・プレゼンテーション・論文等の仕方）を中心に習

得させる。また確かな根拠とその裏付けを論理的に用いて自らの結論を主張することを目指す。  
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④④理理系系現現代代文文……高校 3 年の理系生徒を対象に、理科と国語の教員による TT で、文章読解、小論文作

成、多くのグループディスカッション、プレゼンテーションを通して、批判的思考を育成する。批判

的思考のうち、「推論の土台の検討」と「推論」の部分に焦点を当て、バイアスを排した多面的、多

角的な理解に基づきつつも自らの生活経験や価値観に基づいた主体的な主張の形成を目指す。  
⑤⑤自自由由研研究究((SSSSHH リリササーーチチ含含むむ))……中学 3 年の学びの技を土台として、高校 1～3 年生の約 3 年間で卒業

研究を完成させる。実施方法はカリキュラムの中では総合的な学習の時間に位置付け、時間割に組み

込み、全生徒が参加。生徒各自が各分野の中から、興味・関心に基づいた分野を選択し、個人研究・

グループ研究を進める。社会とのつながりや社会へどのように貢献できるかなど意識させる。この中

で「生物」「化学」「物理」「数理科学」の分野を SSH リサーチと呼ぶ。  
⑥⑥科科学学系系ククララブブ活活動動……化学、生物、物理、情報技術等の分野について、個人テーマを決めて活動する。

小学５年生から高校生までが一緒に活動し、通常授業の枠に収まらない自由な横や縦の人間関係の中

で、自然科学に対する研究心や探究心を育み、主体性を促す。  
☆☆主主体体性性育育成成ののたためめのの課課題題研研究究改改善善……OUTCOME シートの開発と実施、課題研究におけるルーブリッ

ク評価の開発と実施、主体性を評価するアンケートの開発と実施  
☆☆成成果果普普及及のの実実施施……科学コンテスト・学会等への参加、教員研修会「探究の方法」の開催、「探究型学

習研究会（※コロナウイルスの感染拡大防止のためオンラインにて）」「SSH 生徒研究発表会」の

開催、国際性の向上を目指した取り組み  
 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
【A、学外での成果】 
A－１、生徒が参加した研究発表会・学会・コンテストとその結果 
≪参加した研究発表会・学会・コンテスト一覧≫ 
東京都内 SSH 指定校合同成果発表会 
関東近県 SSH 指定校合同成果発表会など 
※詳細は❹関係資料に掲載 
※参加した 32 大会のうち 10 大会で受賞 
≪全国規模の受賞≫ 
日本学生科学賞：入選 
生活コンクール：努力賞 
食の SDGs アワード：審査員特別賞 
坊ちゃん科学賞：入賞  
ロボカップジュニア 2022 
神奈川大学全国高校生 理科・科学論文大賞：優秀賞 
科学技術チャレンジ(JSEC)：入選 2 件 
国際学生科学技術フェア(ISEF)：文部科学大臣特別賞 
TOKYO STARTUP GATEWAY：Tokyo Innovation 賞 
A－２、他校連携・大学連携・地域連携・学会参加など 
≪学会・発表会・研修会など≫ 
・9 月 理科教育学会全国大会 発表 
・11 月 第 26 回全国私立大学附属・併設中学校・高等学校教育研究集会 参加 
≪他校視察・連携≫ 
・7、12、3 月 東京都内 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会及び教員研修 参加 
・10 月 多摩科技オンラインシンポジウム 参加 
・11 月 茗溪学園主催の公開シンポジウム オンライン参加 
≪講師の依頼≫ 
・11 月 奈良教育大学附属中学校 参加教員人数：1 名(国語) 
・11 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課程履修学生に対する講義 
・3 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課程履修学生に対する講義 
≪他校からの SSH 申請に関する相談≫ 
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・神奈川大学附属中学高等学校への助言 
≪大学教員からの指導≫  
・玉川大学脳科学研究所 中高生脳科学教室参加 
・玉川大学農学部教授を招き授業連携を実施した。 
・玉川大学工学部教授を招き授業連携を実施した。 
・信州大学助教を招き、「SSH リサーチ（生物）」において授業連携を実施した。 
・北里大学客員教授から「SSH リサーチ（サンゴ）」において毎週課題研究指導を受けた。 
・明治大学建築学部准教授より高校 1 年生学年全員に講義をしていただいた。 
≪卒業生からの指導（課題研究）≫ 
・玉川大学学部生 6 人（週 1 回）、早稲田大学学部生 1 人（週１回）、帝京大学学部生 1 人（週 1
回）、東京農業大学学部生 1 人（週 1 回）、日本大学学部生 1 人（週 1 回） 
≪企業連携、地域連携≫ 
・ジェトロ（日本貿易振興機構）サンフランシスコ事務所 
・東京都町田市 
・沖縄県久米島町 
・沖縄県伊江島 
・鹿児島県南さつま市 
・日本弁理士会関東会 
・発明推進協会 
・西松建設株式会社 
・株式会社町田新産業創造センター 
・株式会社 Inspire High 
・ソニーミュージック 
・NVIDIA 社 
・株式会社 NOLTY プランナーズ 
≪教員の受賞≫ 
・日本物理学会 物理教育功労賞 1 件 
・神奈川大学理科科学論文大賞 指導教諭賞 1 名 
【B、学内で実施した学外への成果普及】 
B－１、8 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 
B－２、3 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 
B－３、HP での成果公表・YouTube による研究発表の配信など 
○実施による成果とその評価 
 研究開発した主体性を育成するしかけを有機的に組み合わせることで、生徒の学会・コンテスト

・発表会参加数が増加した。特にコロナの影響があったにも関わらず、全国規模のコンテストにお

いての入賞件数の増加がみられた。このような成果を分析するため、これまで以下のような複数の

評価を組み合わせ、検証を行ってきた。ルーブリック：2021 年度まで学内で実施し、積極的に外

部発表を促す構成となっていることから、学外発表の件数が大幅に増加した。2022 年度はこのル

ーブリックを他校、教育関連企業、学会などで紹介し、多くの教育関係者に関心を持ってもらうこ

とができた。すでにいくつかの学校において実施していただいた。 
 OUTCOME シート・主体性アンケート：主体性を可視化するために作成した振り返りシートと

アンケートである。理科教育学会の学会員の指導の下、バンデューラの理論に基づく因果モデルを

構築した。このモデルにより SSH における主体的な探究活動に影響する要因として「他者からの

受容」「達成経験」「自己効力感」の 3 点が明らかになった。この分析に基づき、課題研究におけ

る主体性の向上がみられた生徒および各担当教員に対してインタビュー調査を行ったところ、生徒

の躓きとそれに対する教員の働きかけが明らかとなった。こちらも、ルーブリックと同様に、多く

の教育関係者に関心を持ってもらうことができ、昨年度よりいくつかの学校において実施してもら

うことができた。また、理科教育学会の学会誌『理科教育学研究』へ「SSH における主体的な探

究活動に影響する諸要因の検討―玉川学園高等部における探究活動の取り組みを事例として―」と

いうタイトルで論文(査読あり)として掲載が決まった。 
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○実施上の課題と今後の取組 

課題研究では有効性を実証できた主体性アンケートだが、授業を対象に行った場合に尺度が適し

ていない可能性が授業改善から示唆された。昨年度に引き続き、低く出た評価をいかにして向上さ

せるかについて指導方法を担当者で検討するとともに、授業向けの主体性アンケートの開発と実施

に取り組む。また、本研究は限定的な調査対象や質問項目による単一時点の観察であり、知見の一

般化には慎重さが求められる。今後は、「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」といった

要因への介入が実際に主体的な探究活動を促進するかについて、研究知見を蓄積していく必要があ

る。来年度はバンデューラの理論に基づく因果モデルが、他校においても当てはまるか検証を行う。 
また、昨年度に引き続き批判的思考力と主体性の関連性をみる分析を進めていく。これにはルーブ

リックの数値と OUTCOME シートの数値との関連性について考える必要があり、新たなモデルの

構築が必要になると考える。成果の普及としては、オンラインでの有効な発表会の模索とともに、

更なる外部発表会への積極的な参加を推進する。学内開催の SSH 生徒研究発表会の中学生や文系

も含めた規模を拡大しての探究型発表会・教員研修会開催により成果の普及をさらに充実させてい

く。そのために、HP や SNS の活用方法の改善や、SSH 活動で培った研究開発内容の論文化、SSH
活動 15 年間の活動ノウハウをちりばめた書籍の発行を現在進めている。地域への成果普及として

は、地域住民や玉川学園周辺の児童・生徒を対象に更なる社会との共創を意識した取り組みの企画

と実施を図る。地域や企業と連携し、児童・生徒、地域の市民対象の科学体験プログラムの一環と

して知的財産に関する「発明体験教室」立ち上げの企画と実施を図っている。来年度は他校も巻き

込み、成果の普及を行う。 
 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  
 授業改善における主体性の育成を予定していたが、オンラインや生徒間での接触を控えたグルー

プワーク等の授業実施となった。そのため、本来実施予定であった実験やグループワークが実施で

きなくなり、授業内での主体性を育成する手法を開発することが困難となった。特に、データサイ

エンスは企業の方をお招きした授業展開を模索していたが、来年度に向けた準備にとどまった。 
 課題研究においては学校内での取り組み時間が短くなり、実験の試行回数の不足や生物分野の実

験の縮小を余儀なくされた。特に生物分野においては、生徒が主体となって活動できる機会が激減

したことにより、発表会への参加が例年より大幅に減少した。これに加え、主に学校での探究活動

より家庭でできる基礎学力の向上に注力した生徒の増加により、高校 1 年生における理科の課題研

究を選択する生徒の絶対数が減少した。このような現状から、通常の探究活動が実施が可能となれ

ば、研究発表会・学会・コンテストにより多くの生徒の参加が予想される。 
 教科連携に関しても、これまでの授業形式を大幅に変更することを余儀なくされ、各教科内での

準備が多忙を極めた影響により、実施が理系現代文に限られてしまった。数学体験教室など単発の

イベントは開催できたが、カリキュラムマネジメントの視点から開発・検討ができなかった。 
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別紙様式２－１ 
学校法人玉川学園 玉川学園高等部・中学部 指定第Ⅲ期目 30～04 

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❹関係資料」に掲載。） 
第３期では主体性を育成し、社会の発展に貢献する責任感と実践力を

持った生徒を育成することを目標に掲げている。仮説として以下 2 点

をあげた。 
ア、研究活動には創造力や批判的思考力とともに、土台としての主体

性の力が必要である。 
イ、主体性は、６つの「契機(しかけ)」を有機的に組み合わせること

で効果的に育成することができる。【Ⅰリフレクション、Ⅱ触れる、

Ⅲリサーチ、Ⅳ発表、Ⅴ学びあい、Ⅵ活動】(以下Ⅰ～Ⅵをまとめて主

体性ペンタゴンと記す。)   
（１）主体性育成プログラムの開発とその評価 
ア、主体性育成プログラム（主体性ペンタゴンⅠリフレクション＋各グループによる項目） 
グループ（A）：Ⅱ触れる 
〇サイエンスキャリア…全体を通して、研究者や社会人の話を聞くことや企業訪問を通し、研究者

に対する憧れと学びに対する自己効力感を向上させている。 
〇授業改善…自分の内側に何が変化したか意識させることで、メタ認知能力と自己効力感を獲得さ

せている。 
グループ（B）：Ⅱ触れる、Ⅲリサーチ、Ⅳ発表 
〇データサイエンス…統計的思考力を身につけることによって、多様化している現代の問題に主体

的な態度で解決していこうという意識を高めている。 
〇学びの技…説得力のある議論が展開でき、批判的思考の訓練になる。多様な視点を含んだ資料の

提示、研究支援、学んだスキルの振り返り、手段保有感を高めることで主体性を涵養できる。 
グループ（C）：Ⅱ触れる、Ⅲリサーチ、Ⅳ発表、Ⅴ学びあい 
〇自由研究…SSH 活動により文系課題研究に関しても「自由研究ノート」を活用し、学校全体で 
探究的な授業展開を実施することできた。 
〇理系現代文…「生徒同士が主体性を持って、能動的に考え、話し合い、お互いを受容しあいなが

ら考えを深めていく」ことを重視して環境を整えながら指導することで、生徒個人の主体性を補完

し、論理性や批判的思考力を伸長させることができる。 
グループ（D）：Ⅱ触れる、Ⅲリサーチ、Ⅳ発表、Ⅴ学びあい、Ⅵ活動 
〇SSH リサーチ…試行錯誤し自ら答えを導きだすことの楽しさに気づかせ、達成感を得ながら、

研究に対して主体的に動ける科学技術人材を成長させている。 
〇SSH リサーチ科学…現状をメタ認知させ、研究を見直すことで現象の理解が深化し、研究への

主体性を持たせている。 
〇SSH リサーチ脳科学…知識・実験結果だけで判断するのではなく、これまでに得られた事項を

活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて探究的活動が行えている。 
〇科学系クラブ活動 
A．サイエンスクラブ…日本学生科学賞の中央審査で、サイエンスクラブ初となる「大臣賞」を受

賞したこと、同時に３等に入選したことが大きな成果である。 
B．ロボット…今年度より導入した振り返りシートにより、目標を持って活動するようになる流れ

が顕著であった。また、物理での授業で使用するロボット開発、プログラム開発を行った。 
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C．サンゴ研究…『Coral Research WORK NOTEBOOK』の作成と実施。お茶の水女子大学での

サンゴ研修実施。サンゴ移植プログラムでの企業(西松建設)との連携をスタート。 
イ、OUTCOME シートの開発と実施（Ⅰリフレクション部分）（第 3 章 課題研究改善参照） 
リフレクションには、玉川大学工学部根上明教授が作成した「OUTCOME シート」を用いる。リ

フレクションは、生徒自身の「こうしたい」という気持ちを教員が発見、引き出して、現実の世界

に落とし込めるようにしていく。現在の自分への自己分析を踏まえ、日々の実践などを定期的に書

かせ、教員と対話をすることで、自分がどんな事柄に今、寄与できるかという現実的な自己分析、

自分の価値観や信念に基づき、その実現に向けた継続的な実践力を育成するものである。今回の

OUTCOME シートは根上教授のフォーマットを維持しつつ、主体性の概念モデルに基づき、「先

行要件」、「属性」、「帰結」のそれぞれに該当するよう項目を設けた。これにより、主体性アン

ケートとの相関を取ることが可能となる。OUTCOME シートを用いて、自己の変容を評価してい

く。 
ウ、課題研究におけるルーブリック評価の開発と実施（第 3 章 課題研究改善参照） 
ルーブリック評価による継続的な指導を通して課題研究の展開に合わせて、自分にとっての研究の

位置づけや意義、研究の目的を再構成させることができる。生徒の主体性育成の指標として「触れ

る」、「リサーチ」、「発表」、「学びあい」、「活動」各項目においてルーブリックを作成し、

年間を通して形成的に評価を行う。観点は 1 期目～2 期目にかけて蓄積された、課題研究に必要と

される要素を、IB のルーブリック評価を参考に、教員間で情報共有することによって作り上げた

ものである。また、これらの各観点には批判的思考力の「土台の検討」、「推量」、「明確化」を

図る項目も含まれており、自己効力感の向上に加えて、批判的思考力との関係も見ることができる。 
エ、主体性を評価するアンケートの開発と実施（第 4 章 実施の効果とその評価参照） 
本校設定の主体性ペンタゴンによる主体性評価を裏付けるため、並行して主体性を評価するアンケ

ートを作成し評価した。既存のものがないため独自作成した。授業や課題研究の特徴を困難克服型

と捉え、本校における子どもの主体性の概念を 75 の文献より Rodgers の概念分析によって概念分

析した札幌医科大学の田畑久恵先生の研究を元にすることに決め、田畑先生から幼児と高校生とい

う対象者のずれに関するご意見を頂いた。またアンケート作成にあたっては京都大学の楠見孝先生

から尺度作成上の注意や既存尺度との比較など詳細なアドバイスを頂き、正負あわせて合計３２の

尺度と、本校が設定した主体性の３項目の尺度正負合計６つ、関連する既存尺度２つの４０問のア

ンケートを作成した。プレテスト結果を楠見先生に再度見て頂き修正をし、第１次テストを行いそ

の結果について SSH 運営指導委員会から様々なご指摘を受け、アンケートの有効性を検討し最終

改訂版を完成した。また、主体性ペンタゴンと主体性アンケートや批判的思考力との相関関係など

検証した。 
（２）成果普及（学外実施、学内実施） 
ア、科学コンテスト・学会等での入賞実績の向上  
30 年度は 7 の学会発表、13 の発表会において研究発表を行った。発表形式はポスター、口頭、科

学論文と多岐にわたり、生徒のプレゼンテーション能力も幅広く向上している。日本学生科学賞中

央審査では環境大臣賞、入選 3 等に入り、日本学生科学賞東京都審査では高校生の部優秀賞 2 件

・奨励賞 4 件、中学生の部最優秀賞 1 件・奨励賞 2 件を受賞した。また、World Robot Summit2018
ジュニア競技ホームロボットチャレンジ部門優勝により経済産業大臣賞を受賞するなど全国レベ

ルでの科学コンテストにおける入賞実績が向上している。課題研究に取り組む分野も、物理、化学、

生物、地学と多岐にわたってきているとともに、研究発表会に中学生も積極的に参加している。高

校生の取り組みを見ていることで、自分たちも発表したいという自己効力感の向上に繋がっている

とみられる。 
≪参加した研究発表会・学会・コンテスト一覧≫ 
東京都内 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会 

10



関東近県 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会など 
※詳細は❹関係資料に掲載 
※2022 年度は参加した 32 大会のうち 10 大会で受賞 
≪全国規模の受賞≫ 
日本学生科学賞：入選 
生活コンクール：努力賞 
食の SDGs アワード：審査員特別賞 
坊ちゃん科学賞：入賞  
ロボカップジュニア 2022 
神奈川大学全国高校生 理科・科学論文大賞：優秀賞 
科学技術チャレンジ(JSEC)：入選 2 件 
国際学生科学技術フェア(ISEF)：文部科学大臣特別賞 
TOKYO STARTUP GATEWAY：Tokyo Innovation 賞 
今年度は理系の生徒だけでなく文系分野の生徒も応募し受賞が見られた。また、生徒がそれぞれの

研究を持ち寄って新たな課題を設定して、コンテストに応募した例も見られた。応募するコンテス

ト等に合わせて生徒が主体的に活動する様子が見られた。 
イ、「探究型学習研究会」「SSH/SGH 生徒研究発表会」の開催 
〇探究型学習研究会 
 探究を自校で実施するには、どうすればよいのか、どうカリキュラムを作り、どう指導教員を配

置し、どういう点に留意し、どう活動させ、どう評価するのか。探究を始めるのには、まだまだ多

くの不確定要素があり、各学校でも試行錯誤を重ねている段階である。本研究会は 7 回目を迎えた

が、その都度テーマを替えつつも、上記の現状を踏まえ、基調講演や実践報告を通して、有益な情

報を参加者に提供してきた。今年度は、小学校教員、中学校教員、高等学校教員、大学教員、大学

院生、教育委員会、教育関係民間企業から約 100 名が参加し、統計的手法を活用して探究の精度

を高める試みというテーマを設定した。第 3 期で新設した中学 2 年生対象のデータサイエンスの

担当が「統計的探究プロセスの実践から生まれる主体性」という題目で実践報告を行った。 
〇SSH/SGH 生徒研究発表会 
 SSH/SGH 生徒研究発表会では高学年生徒に加え中学年生徒も参加した。中高一貫で発表会を行

うことにより、中学年生徒は高校生の課題研究レベルを意識することができ、高校生は中学年生徒

にいかに分かりやすく説明するかなど、自分自身を客観的に振り返る機会となった。また、玉川大

学教員、研究員も参加し、科学者からの目線での質問、アドバイスをいただき、生徒自身も課題研

究データを客観的に振り返ることができた。第 2 期からの課題として「文系科目の探究活動をして

いる生徒が参加する発表会に拡大すること」が挙げられていた。今回は、新たに自由研究生徒の「人

文科学」「社会科学」「教育(体育)」「芸術」の分野からの生徒も参加した。 
ウ、国際性の向上を目指した取り組み 
科学技術振興機構(JST)が主催し、アジアから最優秀の高校生を招へいし、日本の最先端の科学技

術やトップの科学者と接するプログラムであるさくらサイエンスプランを実施した。玉川学園での

開催は 2 回目であり、今回は中国、ラオス、コロンビア学生との交歓、共同での実験、文化交流な

どを行った。多面体の構造と強度に関する実験を共同で実施した。この実験は第 2 期目で開発した

「科学英語」の題材に基づいたものである。当日に向けた事前準備では、SGH の生徒が主体とな

り、海外の高校生と楽しくアカデミックに文化交流ができるようなプログラムを企画した。どの国

の生徒も母国語が英語でない状況の中、互いに積極的に交流をはかろうとする主体的な行動が見ら

れた。終盤、実験がうまくいった班に対して、全員から自然と大きな拍手が沸き起こった瞬間には、

プログラムが成功したことを生徒とともに実感できた。国をこえて交流を深める良い機会として今

後も実施していく。 
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（３）「社会との共創」を目指した取り組み 
ア、講話からスタートし、企業訪問による体験実験へ（ロート製薬） 
 サイエンスキャリア講座の一つとして、身近な製品がどのようにできているのかを学ぶプログラ

ムを設定した。ロート製薬株式会社の協力により、任意参加での TED 形式講座では、①基礎研究、

②製品開発について、全校生徒講話では、③経営戦略のお話をそれぞれの立場から聞いた。そのう

えで、ロート社を訪問させていただき、実際にスキンケア商品の実験を行う機会や、生産ラインの

工場を見学させていただいた。基礎研究から開発研究、商品として完成する工程、経営者の経営戦

略と一連の流れを学ぶことにより、研究と社会との繋がりを学ぶことができた。 
イ、課題研究でのつながり 
玉川大学脳科学研究所と連携した「SSH リサーチ脳科学(課題研究授業)」と「SSH 科学(授業連携)」
を実施した。また、探究的授業は中学 3 年生に「ラーニングスキル育成等」を目的として「学びの

技(総合的な学習の時間)」を実施している。また、玉川大学農学部と連携し 8 月に「農学部主催サ

イエンスサマーキャンプ」という高大連携研修を実施している。また、企業との課題研究連携も行

っている。例えば「サンゴ研究」では、環境分析食品検査分析等を行う「(株)環境技術センター」

と連携し、サンゴの最適環境での生育調査飼育等で指導を受け、実験結果を「日本生物教育学会」

等の学会で発表し、優秀賞を受賞するなど実績も出ている。 
○研究成果の普及について 
A－２、他校連携・大学連携・地域連携・学会参加など 
【A、学外での成果】 
≪学会・発表会・研修会など≫ 
・9 月 理科教育学会全国大会 発表 
・11 月 第 26 回全国私立大学附属・併設中学校・高等学校教育研究集会 参加 
≪他校視察・連携≫ 
・7、12、3 月 東京都内 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会及び教員研修 参加 
・10 月 多摩科技オンラインシンポジウム 参加 
・11 月 茗溪学園主催の公開シンポジウム オンライン参加 
≪講師の依頼≫ 
・11 月 奈良教育大学附属中学校 参加教員人数：1 名(国語) 
・11 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課程履修学生に対する講義 
・3 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課程履修学生に対する講義 
≪他校からの SSH 申請に関する相談≫ 
・神奈川大学附属中学高等学校への助言 
≪大学教員からの指導≫  
・玉川大学脳科学研究所 中高生脳科学教室参加 
・玉川大学農学部教授を招き授業連携を実施した。 
・玉川大学工学部教授を招き授業連携を実施した。 
・信州大学助教を招き、「SSH リサーチ（生物）」において授業連携を実施した。 
・北里大学客員教授から「SSH リサーチ（サンゴ）」において毎週課題研究指導を受けた。 
・明治大学建築学部准教授より高校 1 年生学年全員に講義をしていただいた。 
≪卒業生からの指導（課題研究）≫ 
・玉川大学学部生 6 人（週 1 回）、早稲田大学学部生 1 人（週１回）、帝京大学学部生 1 人（週 1
回）、東京農業大学学部生 1 人（週 1 回）、日本大学学部生 1 人（週 1 回） 
≪企業連携、地域連携≫ 
・ジェトロ（日本貿易振興機構）サンフランシスコ事務所 
・東京都町田市 
・沖縄県久米島町 
・沖縄県伊江島 

12



・鹿児島県南さつま市 
・日本弁理士会関東会 
・発明推進協会 
・西松建設株式会社 
・株式会社町田新産業創造センター 
・株式会社 Inspire High 
・ソニーミュージック 
・NVIDIA 社 
・株式会社 NOLTY プランナーズ 
≪教員の受賞≫ 
・日本物理学会 物理教育功労賞 1 件 
・神奈川大学理科科学論文大賞 指導教諭賞 1 名 
【B、学内で実施した学外への成果普及】 
B－１、8 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 
B－２、3 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 
B－３、HP での成果公表・YouTube による研究発表の配信など 
≪国際交流≫ 

さくらサイエンスプラン（科学技術振興機構主催）では 60 名もの生徒・留学生を対象として大

規模に実施できた一方で、入念な事前準備を要し、短い時間での交流となっていた。又、実用的な

国際交流を目指して、今回実施したプログラムでは、数週間滞在する留学生と共に実験材料の準備

をし、グループでのプロジェクトを 1～2 日間の時間を設け、より密な交流を実施することが可能

となった。6 月にプログラムを作り第 1 回を実施し、1 月には異なる生徒が同様の内容で第 2 回

を実施した。本プログラムでは学園の授業を体験してもらうと同時に、留学生に対して自身の研究

内容を伝える機会にもなる。準備から一緒に行うことで、生徒と留学生の間で活発な交流や議論が

行われ、互いに打ち解けている様子が見られた。この取り組みを通して自身の研究や国を超えて伝

えられるようになり、社会貢献につながると考える。 
○実施による成果とその評価 
 研究開発した主体性を育成するしかけを有機的に組み合わせることで、生徒の学会・コンテスト

・発表会参加数が増加した。特にコロナの影響があったにも関わらず、全国規模のコンテストにお

いての入賞件数の増加がみられた。このような成果を分析するため、これまで以下のような複数の

評価を組み合わせ、検証を行ってきた。 
 ルーブリック：2021 年度まで学内で実施し、積極的に外部発表を促す構成となっていることか

ら、学外発表の件数が大幅に増加した。2022 年度はこのルーブリックを他校、教育関連企業、学

会などで紹介し、多くの教育関係者に関心を持ってもらうことができた。すでにいくつかの学校に

おいて実施していただいた。 
 OUTCOME シート・主体性アンケート：主体性を可視化するために作成した振り返りシートと

アンケートである。理科教育学会の学会員の指導の下、バンデューラの理論に基づく因果モデルを

構築した。このモデルにより SSH における主体的な探究活動に影響する要因として「他者からの

受容」「達成経験」「自己効力感」の 3 点が明らかになった。この分析に基づき、課題研究におけ

る主体性の向上がみられた生徒および各担当教員に対してインタビュー調査を行ったところ、生徒

の躓きとそれに対する教員の働きかけが明らかとなった。こちらも、ルーブリックと同様に、多く

の教育関係者に関心を持ってもらうことができ、昨年度よりいくつかの学校において実施してもら

うことができた。また、理科教育学会の学会誌『理科教育学研究』へ「SSH における主体的な探

究活動に影響する諸要因の検討―玉川学園高等部における探究活動の取り組みを事例として―」と

いうタイトルで論文(査読あり)として掲載が決まった。 
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 この理論を構築するにあたり、OUTCOME シートと主体性アンケートの分析を理科教育学会の

会員の指導のもと行っている。調査は玉川学園高等部の 9 年生~12 年生（中 3~高 3 に相当）の 714
名を対象に、2021 年 7 月に実施した。玉川学園高等部では、入学選抜を受けた外部からの進学者

と内部進学者を受け入れており、文系と理系の生徒の割合は 6:4 程度で、幅広い学力層の生徒が在

籍している。また、平成 20 年度より 3 期連続で SSH 校に指定されており、当該事業に関する様

々な取り組みを行っているが、その中でも特に主体性の育成を目的とした「学びの技」、「自由研

究」の実践と相互の関係性が重要となる。 
「学びの技」は、中学校第 3 学年を対象に総合的な学習の時間（週 2 単位）で展開しており、探

究学習に必要なスキル（e.g. テーマ設定、情報収集・整理、考察、プレゼンテーション、論文執

筆）の習得を目指す授業である。これらのスキルの習得を通して、確かな根拠と裏付けを論理的に

用いて自らの結論を主張することができるようになり、後の高等学校で実施されている自由研究の

土台となる。「自由研究」は、高等学校の全学年を対象に総合的な探究の時間（週 2 単位）として

展開しており、3 年間を通して卒業研究を完成させるものである。生徒が各分野の中から、文理の

枠に縛られることなく興味・関心に基づいた分野を選択し、個人研究・グループ研究を進めている。 
 このように、探究に必要な手段を保有させ、自身の興味関心に基づくテーマ設定と教師からの支

援により、主体的な探究活動の実現を志向している。結果、SSH における主体的な探究活動に影

響する要因として「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」の 3 点が明らかになった。 
 これまで、教師の経験を通して作成してきた教材が学的根拠に基づいて説明できることに気づく

きっかけとなった。他校に説明する場合において、どのような効果が見られるか、定量的な説明が

可能となる。また、これとあわせて生徒の反応や記述、インタビューを組み合わせることで、教師

の指導力を組織的に向上させることができると考える。 
 ② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等は「❹関係資料」に掲載。） 

玉川学園は「全人教育」を教育理念として、幼稚園から大学までを一つと捉えた「Ｋ-16 一貫教

育」を行っている。これまで、国際バカロレア教育(以下 IB 教育)を参考にした創造力と批判的思

考力の育成(第Ⅰ～Ⅱ期)、自己効力感を向上させることによる主体性を涵養する教育手法の開発(第
Ⅲ期)により、学内外の研究者や企業・地域との連携が広がり、各生徒が研究内容を深め主体的に

取り組むことができる体制が構築された。一方で、カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一

体化、協働的な学びの更なる改善が必要と考える。また、科学技術人材の育成にあたっては、創造

力と批判的思考力の向上を目指し、主体性を育成する手法を定量的なデータをもって開発すること

ができた。しかし、社会との共創を実現するためには主体性や批判的思考力だけでなく、深い知識

と広い知識をあわせもち、複数の答えを探究していく知の統合ができる人材の育成をより推進する

必要がある。 
○実施上の課題と今後の取組 
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中間評価において、「カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一体化についての研究開発の

具体性がない。」「開発されたプログラムが汎用性を持つと言えない。」「理系の生徒数が少ない。」

「数学と SSH 活動との関係等が分かりにくい。」「数学分野のクラブ活動の後押しも期待される。」

「サンゴ以外の課題研究における外部連携がない。」「成果の普及等に関して、今後一層の改善・

充実が求められる。」といった指摘を受けた。今年度は、これまで開発してきた探究活動の手法に

関する教員研修会を実施することで、開発内容を具体的に他校や教育関係者に示すと同時に、他校

にもこの評価法の普及を図った。また、東京理科大学の秋山仁先生に数学体験教室を実施したこと

により、数学の課題研究においてコンテストの参加などの増加が見られた。さらに、外部連携はサ

ンゴの以外の分野において、東京都町田市、日本弁理士会関東会、発明推進協会、株式会社 竹中

工務店、株式会社町田新産業創造センター、株式会社 steAm、株式会社 Inspire High といくつか

のプログラムの開発を行った。これに加え、開発した評価が学術的にも主体性が育成できている傾

向が確認でき、現在論文化に向けて準備を進めている。しかし、課題研究以外の授業の主体性の育

成、課題研究で開発した評価方法の一般化、成果の普及について以下のような課題がある。 
【授業改善による主体性の育成】 

課題研究では有効性を実証できた主体性アンケートだが、授業を対象に行った場合に尺度が適し

ていない可能性が授業改善から示唆された。昨年度に引き続き、低く出た評価をいかにして向上さ

せるかについて指導方法を担当者で検討するとともに、授業向けの主体性アンケートの開発と実施

に取り組む。現時点においてもコロナの影響により対面での授業時間数が少なく、授業内における

主体性育成の手法の開発と十分な検証ができていない。課題研究においてはコロナ禍にあっても一

定の成果を出すことができたが、来年度は授業においても対面にとらわれない形式でいかに主体性

を向上させるか考える必要がある。 
【課題研究で開発した評価方法の一般化】 
 限定的な調査対象や質問項目による単一時点の観察であり、知見の一般化には慎重さが求められ

る。今後は、「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」といった要因への介入が実際に主体

的な探究活動を促進するかについて、研究知見を蓄積していく必要がある。来年度はバンデューラ

の理論に基づく因果モデルが、他校においても当てはまるか検証を行う。また、昨年度に引き続き

批判的思考力と主体性の関連性をみる分析を進めていく。これにはルーブリックの数値とアウトカ

ムシートの数値との関連性について考える必要があり、新たなモデルの構築が必要になると考え

る。来年度は開発した評価について他校を含め、広い範囲でデータを取得するとともに、より深い

分析が必要と考える。 
【成果の普及】 
 成果の普及としては、オンラインでの有効な発表会の模索とともに、更なる外部発表会への積極

的な参加を推進する。学内開催の SSH 生徒研究発表会の中学生や文系も含めた規模を拡大しての

探究型発表会・教員研修会開催により成果の普及をさらに充実させていく。そのために、HP や

SNS の活用方法の改善や、SSH 活動で培った研究開発内容の論文化、SSH 活動 14 年間の活動ノ

ウハウをちりばめた書籍の発行を現在進めている。地域への成果普及としては、地域住民や玉川学

園周辺の児童・生徒を対象に更なる社会との共創を意識した取り組みの企画と実施を図る。地域や

企業と連携し、児童・生徒、地域の市民対象の科学体験プログラムの一環として知的財産に関する

「発明体験教室」立ち上げの企画と実施を図っている。来年度は他校も巻き込み、成果の普及を行

う。 
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❸❸実実施施報報告告書書（（本本文文））  
❸❸－－①①  「「研研究究開開発発のの課課題題」」ににつついいてて  
研研究究開開発発のの実実施施期期間間                                          
  指定日から令和 4 年 3 月 31 日まで 
 
本本校校のの概概要要                                                 
 
(1)学校名，校長名 

   学校
がっこう

法人
ほうじん

玉川
たまがわ

学園
がくえん

 玉川
たまがわ

学園
がくえん

高等部
こうとうぶ

・中学部
ちゅうがくぶ

      校長名 小原芳明 
 
(2)所在地，電話番号，FAX 番号 
  東京都町田市玉川学園 6－1－1 電話 042-739-8533    FAX 042-739-8559 
    HP アドレス http://www.tamagawa.jp/ 
 
(3)課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

①生徒数、学級数 
  高等部 

課   程 
 

学   科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 189 6 182 6 201 7 562 19 
  中学部 

課   程 学   科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 148 4 145 4 128 4 421 12 
 

②教職員数 

  高等部・中学部 
校長 副校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 事務職員 計 

1 3 101 37 3 2 6 2 
 
 
研研究究開開発発課課題題                                                  
主主体体性性をを涵涵養養しし、、社社会会的的責責任任をを配配慮慮ししたた『『社社会会ととのの共共創創』』をを実実現現ででききるる  
教教育育手手法法のの開開発発  
  
研研究究開開発発課課題題テテーーママとと実実践践内内容容                       
■■研研究究開開発発のの概概略略  
「社会との共創」を推進するために、自らが寄与できそうな事柄を見出し、そこに意義や社会的責任を

予測した上で、自らの責任において選択実行する主体性を様々なレベルでの対話を通じて育成する。自

らの研究活動がどういう社会的文脈で寄与し得るか、どういう社会的責任が生じるかを自覚しつつ、真

に社会との共創を実現するイノベーションを起こせる人材を育成する教育手法を開発する。 
SSH 第 2 期は、創造力と批判的思考力を育成することを中心としたカリキュラムの研究開発を行っ

た。終了時点での本校の課題として、「更なる主体性の育成の必要性」が浮かび上がった。第 3 期では、

主体性を育てることにより社会的責任を視野に入れた研究活動ができる人材を育てることを目的とし

た。「主体的な生徒とはどういう生徒か」という本校教員へのアンケート結果を分析した結果、主体性に

は目的意識が伴うとの考察を得た。目的意識は個人的な動機に基づくものでもかまわないが、研究開発

の対象とする以上、仕掛けが必要である。そこで社会的文脈を利用したい。たとえば、ローカルとグロ

ーバルな社会的文脈の中に自らの研究を置くことで、社会貢献につながる研究の目的を浮かび上がらせ
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る。何のために研究するのかという目的意識が研究の方向

性と連動するので、主体性のある生徒は自らの目的にそぐ

わない取り組みを拒否することもありうる。自らの目的に

そぐわない取り組みを選択せず、場合によっては拒否でき

ることから、主体性のある取り組みには、選んだ責任が生

じる。この選択の自由とそれに伴う責任を併せて学ばない

と、不十分である。自分の研究によって生じるリスクとそ

れに対する責任を自分で考える習慣を身につけないと、将

来的により大きな社会的な責任が生じるような研究を担

い「社会との共創」を実現できる研究者の育成につながら

ない。 以上のことから、主体性の定義を以下のように定め

た。  
主主体体性性のの定定義義：：  

自自ららがが見見出出ししたた寄寄与与ででききそそううなな事事柄柄のの意意義義とと社社会会的的        
責責任任をを予予測測しし、、自自ららのの責責任任ににおおいいてて選選択択実実行行すするる資資質質  
  

主体性があれば、自ら目標や目的を設定するので、この力が土台にないと、どういう方向性で創造力や

批判的思考力を活用してよいかが定まらない。意欲もわかないので、活動自体も低調になる。従って、

創造力・批判的思考力と主体性は、研究活動のための両輪となると考える。そこで、第２期の目標とし

て掲げていたア、イを継続するとともに、第３期では新たに主体性を育成するための目標としてウ、エ

を設定した。 
 
ア、創造力と批判的思考力を育てることで研究内容を高めることができるようにする  
イ、批判的思考力を育てることで客観的な自己評価ができるようにする  
ウ、自己効力感を育てることで主体性を育むことができるようにする  
エ、統計思考力を育成し責任とリスクを考えさせることで社会貢献ができるようにする 

 
主体性を支えるエネルギーは、知的好奇心や探究心、自己効力感から発する。知的好奇心や探究心は、

創造力を伴って研究を進める原動力となる。また、自分にはできるという自己効力感は、過去の成功体

験の積み重ねだけではなく、評価が肝要である。さらなる意欲を刺激するような他者からの評価を、研

究の様々な段階で、効果的に組み込むようにする。他者からの評価は、批判的思考のたまものであり、

多面的に分析し、本質をつかむ批判的思考も育てる。 
これら主体性は、次の 6 つの「契機（しかけ）」を有機的に組み合わせることで効果的に育成すること

ができると仮説をたてた。 
【主体性ペンタゴン】 
Ⅰ、リフレクション Ⅱ、触れる Ⅲ、リサーチ Ⅳ、発表 Ⅴ、学

びあい Ⅵ、活動 
中心に「Ⅰ、リフレクション」を設定し、Ⅱ～Ⅵの５つの契

機(活動)を終えるたびに、絶えずリフレクションを通すことで、

自身の変化変容を感じさせ、自己効力感を育てつつ、先人や教

員や先輩や友人からの多くの刺激を咀嚼しながら自らの価値

観や将来像を作り上げる。次第に固まっていく価値観や将来像

が今後取り組んでいく研究の目的や意義を生み出し、主体的に

研究を進めることができるようになる。ⅠからⅥの契機は、学

年進行に合わせて用いることを基本としつつも継続すること

が必要である。リフレクションには、玉川大学工学部根上明教

授が作成した「OUTCOME シート」を修正・改良したものを用いる。また、生徒の主体性育成の指標

としてⅡ～Ⅵの各項目においてルーブリックを作成し、年間を通して形成的に評価し、検証する。 
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■■契契機機((ししかかけけ))にによよるるねねららいい・・方方法法  
Ⅰ、リフレクション 
「リフレクション」は、6 つの契機の要になるしかけであ

る。リフレクションは、生徒自身の「こうなりたい」という

気持ちを教員が発見、引き出して、現実の世界に落とし込め

るようにしていくために「OUTCOME シート」を用いる。

現在の自分への自己分析を踏まえ、なりたい将来の自分と

いう長期の目標、当面の目標、目標達成に障害となるもの、

日々の実践などを定期的に書かせ、教員と対話をすること

で、自分がどんな事柄に今、寄与できるかという現実的な自

己分析、自分の価値観や信念に基づいたキャリアデザイン

力、その実現に向けた継続的な実践力を育成するものであ

る。 
継続的な指導を通して課題研究や自由研究の展開に合わせて、もう一度新たに位置づけることで、自

分にとっての研究の位置づけや意義、研究の目的を再構成させることができる。 
Ⅱ、触れる  
「触れる」は、様々な科学的研究の種類や内容を知ることによって、知的好奇心を刺激し、モチベーシ

ョンを高めることに貢献する。また、「知る」ことで学んだ知識は、関連する自分の経験すべてに照らし

合わせながら、自分の経験の中でその知識がどのような効用があるのかを認識し、自分の一部として取

り込むことができる。そこで、自らが参加し実現していく社会に対して夢や希望を持つための第一歩と

して、研究者や国際的に活躍する社会人の話を聞くことで、研究者に対する憧れと学びに対する学習意

欲を向上させることができると考え「サイエンスキャリア講座」を設定する。多くの研究者にふれる機

会を設けることは、生徒自身のキャリアを考える上で有効である。  
また、科学的な内容に限らず、他の分野の研修にも参加させることで、環境問題や貧困問題など世界の

諸問題に目を向けさせたい。このことが、自らの研究テーマやその目的の設定に寄与する。自分の研究

が何につながる研究なのか、他の科学分野とどうつながるのか、社会のどういう問題に貢献できるのか

を考えさせたい。この中で、自分の研究の目的を意識させ、その目的に沿った主体的な研究活動に向か

うよう仕向ける。 
Ⅲ、リサーチ 
「リサーチ」は、研究活動の本体である。SSH 課題研究活動に加え、高校 1 年以上の全校生徒が取り

組む「自由研究」も対象とする。創造力と批判的思考力が両輪となってはじめて独りよがりではない、

より説得力のある研究になることは第２期の成果として明らかになっており、第３期では、引き続き創

造力と批判的思考力の育成を続けながら、リフレクションや他の契機（しかけ）を加え、より強力に研

究を進めることができると考える。 
【課題研究(計画、仮説、実験・観察、考察、まとめ)】 
生徒自身で課題を設定し、情報を収集し、根拠やその裏付けを特定しながら結論を導く探究型の課題

研究を実施していく。ただ疑問に感じたことを解決するだけではなく、質問する力や反論する力、論文

の客観性や公平性の認識に着目している。 
また、生徒自身で実験計画・結果・考察・振り返りを徹底し、課題を解決するために必要な主体性を育

成するための授業展開を実施する。 
課題研究テーマ設定において、身近なところで感じる疑問を解決するテーマ設定を継続するとともに、

その解決が社会とのつながりや社会へどのように貢献できるかなどを考えさせていく。「OUTCOME シ

ート」に加えてルーブリックを用いて形成的評価を行う。 
さらに、大学教員からアドバイスを受けることにより客観的評価を受け、改めて実験方法などを考え

直し、自ら計画を見直すなど、生徒自身が責任を持って活動するように仕向けることで、主体性の育成

を下支えする。データ収集と適切な処理をさせることで、結論を導き評価し改善させる手法を学ばせる。 
Ⅳ、発表 
「発表」は、発表者と聞き手の両者にとって大事な学びの場である。発表者は、聞き手の質問や反論を

想定することで、自らの研究過程や内容に対して事前に批判的思考を発動させることができる。聞き手

も、発表内容を鵜呑みにせず、多角的な観点から検証し、質問や反論を考えるので、批判的思考の訓練

になる。発表の機会が多ければ多いほど、批判的思考は深まる。この「発表」は主体性の原動力である

自己効力感にとって重要な局面であることを強く留意しなければならない。 
そこで、学内においては、指導教員外と異種グループ間による中間発表会、「学びの技」「自由研究」で

の全生徒によるポスター発表、口頭発表を設定する。学外では、SSH 発表会や学会発表に積極的に参加

できる契機(しかけ)を設定する。 
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中間発表会、課題研究成果をポスター発表・口頭発表を行うことにより、プレゼンテーション能力・コ

ミュニケーション能力を育成する。また、口頭発表・ポスター発表を行う前に実験結果の考察・発表準

備を行うことにより、これまでの課題研究の仮説・方法などの設定の見直しを行う機会が与えられる。

その過程において生徒自身が課題研究データや成し遂げた状況を客観的に考える必要性を養うことも

目的としている。 
Ⅴ、学びあい 
「学びあい」は、リフレクションと同様、第 3 期の契機（しかけ）の要となる部分である。正式な舞台

での「発表」とは異なり、不定期に行われる性格を持つ。「学びあい」はまず自問自答から始まらなけれ

ばならない。自分が接している事柄を“自分の中でどれだけ詳しく想定できているか”、“そこから見える

問題点は何か”が明確でないうちは「学びあい」はあまり意味がない。それができた上で重要なのは、単

なる検証で終わらせるのではなく、その場にいる生徒や教員が、話題になっている研究の構造や本質を、

対話を通して互いのビジョンを交錯させることで、今後の研究の道筋を共に考えていくことである。他

の生徒や教員との創造的なビジョンの交流は、自己効力感を強め、意欲を持って研究に打ち込むことが

できる。そこで、各グループ内でのディスカッション、他グループ同士とのディスカッションを不定期

に設定し、自己の学習活動、研究活動を振り返ることで、身についた資質・能力を自覚したり、共有し

たりすることができ、次につなげる主体的な学びを実現させることができると考える。 
Ⅵ、活動  
「活動」は、実地研修、実地調査、社会貢献活動、奉仕活動などを通して直接社会に触れ、社会とつな

がる場である。科学研究が閉じたものではなく、社会に開かれたものであると実感できれば、その社会

的文脈に自らの研究を置き、自らの研究の社会的意義を思い描くことができる。課題研究における学内

の「学びあい」や「リフレクション」での教員との対話を通して、地域との連携や企業の協力、NPO 団

体への働きかけへと具体的に生徒自身が発展させていくことや、研究成果を英語で公表して研究を進展

させていくことが、自己効力感に大きくフィードバックしてくる。 
 この 6 つの契機(しかけ)を適切な時期に有機的に組み合わせ、継続して繰り返し実施することで、研

究の質を高めつつ主体性を育成できると考える。 
■■主主体体性性育育成成ののたためめのの契契機機（（ししかかけけ））とと実実施施項項目目  
グル
ープ 

主体性育成のしかけ 実施項目 教科(科目) 
単
位 

対象 実施予定 

A 

Ⅰ、Ⅱ 

①サイエンスキャリ
ア講座 

  全員 不定期 

授業改善 
理科(中学 3年・物理

基礎・物理・化学基

礎・化学・生物) 

２ 全員 通年 

B 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

②データサイエンス 数学(中学)  
中学 2
年生 

28時間  
(6・7月) 

③学びの技 
総合的な学習の
時間 

２ 
中学 3
年生 

毎週 2コ
マ 

C 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ 

④理系現代文 
国語（学校設定
科目） 

２ 
高校 3
年生 

毎週 3コ
マ 

D 

 
 
 
 
 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、
Ⅵ 

⑤自由研究 
(SSHリサーチ含む) 
※SSH リサーチ科学
(令和 2年度まで) 

総合的な探究の
時間 

２ 
高校 1
～ 高
校 3年 

毎週 2コ
マ 

⑥科学系クラブ活動 課外活動  
中学 1
～ 高
校 3年 

通年 

実施項目の具体的な活動内容については、「3－③研究開発の内容」に記載する。 
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研研究究組組織織のの概概要要                                              
（1） SSH 実行委員会(研究担当者) 

  委員氏名 所属・役職 

1 渡瀬 恵一 学校法人玉川学園 理事（初等・中等教育担当） 

2 後藤 健 学園教学部長 

3 片野 徹 学園教学部事務部長 

4 長谷部 啓 教育部長（6-12 担当） 

5 中西 郭弘 担当部長（6-12 担当） 
6 川﨑 以久哉 教諭・教務主任（6-12） 
7 遠藤 英樹 教諭・教務主任（6-12） 

8 小林 慎一 教諭・理科・学年主任 分掌ＳＳＨ 

9 田原 剛二郎 教諭・理科・学年主任 分掌ＳＳＨ・自由研究 
10 矢崎 貴紀 教諭・理科 ＳＳＨ主任・自由研究(学びの技) 

11 鳥海 豊 教諭・社会科 分掌ＳＳＨ・自由研究 

12 後藤 芳文 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究(学びの技) 

13 小林 香奈子 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究 

14 河村 朋美 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究(学びの技) 

15 市川 信 教諭・社会科 分掌ＳＳＨ・自由研究・学園展 

16 東條 輝正 教諭・社会科 分掌ＳＳＨ・自由研究・学園展 

17 木内 美紀子 教諭・理科主任 分掌ＳＳＨ 
18 今井 航 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 
19 森 研堂 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 
20 渡辺 康孝 教諭・理科 分掌ＳＳＨ・入試 
21 吉澤 大樹 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 
22 名取 慶 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 
23 前野 木綿子 教諭・数学科主任 分掌ＳＳＨ 
24 鈴木 孝春 教諭・数学科 分掌ＳＳＨ・行事 
25 岡田 有子 学園教学部 学園教学課長（中央校舎担当） 
26 酒井 康弘 学園教学部 学園教学課長 
27 須藤 繭子  学園教学部 学園教学課長補佐 
（2）運営指導委員  

委員氏名 所属・役職 
飯田 秀利 東京学芸大学教育学部 生命科学分野 名誉教授 
大森 隆司 玉川大学 名誉教授 
小野 正人 玉川大学学術研究所 所長 
加藤 研太郎 玉川大学量子情報科学研究所 教授 
中山 実 東京工業大学工学院 教授 
根上 明 玉川大学工学部マネジメントサイエンス学科 教授 
平田 大二 神奈川県立生命の星・地球博物館 館長 
星野 あゆみ 玉川大学大学院教育学研究科教育学専攻 教授 
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１ 

33－－②②  研研究究開開発発のの経経緯緯                                                          
11 年年間間のの流流れれ  
  各研究開発の状況は下の表の通りである。詳細は各研究開発の内容において述べるが、コロナの影響

で実施できなかった項目を赤字で示した。また、サイエンスキャリア講座、データサイエンス、学びの

技に関しては、コロナの影響により予定していた年間計画を状況に応じて柔軟に変更して実施した。理

系現代文は今年度、国際弁理士の渡邉知子氏による知財に関するグループワークが実施できた。科学系

クラブ活動のコンテスト・発表会・学会等の参加については❹関係資料に一覧表として載せるが、自由

研究を履修している運動部所属の生徒などもコンテスト・発表会・学会等に積極的に参加している。 

  

①サイエンス
キャリア講座

②データサイエンス ③学びの技 ④理系現代文 ⑤自由研究 ⑥科学系クラブ活動

4月
年間計画の提示
※コロナの影響で不定期
開催となった

テキストとワークシートに
よる授業

・卒業生メッセージ視
聴
・関心のあるキーワー
ド収集
・文献調査方法の授業
・調べた文献を記録し
ておく方法の授業(エビ
デンスブックの活用)

・文章読解演習
・グループワーク

・高1　ガイダンス
※昨年度優秀者の発表
※新入生のみ学びの技で
学ぶ探究スキルの授業
・高2～高3　研究計画を
立てる

・年間計画を立てる

5月

東京工業大学 理学院数
学コース 修士1年　前田
英汰　氏「運を掴むため
に」

テキストとワークシートに
よる授業

・問い(テーマ)の決定
・証拠収集の方法の授
業
・ミニ探究学習の体験
・データベースの活用

・作文テスト
・小論文テスト

・高1　各研究分野を巡
り、所属先の研究室を選
ぶ
・高2～高3　訪ねてきた
高1への説明・研究活動

・各クラブでコンテスト、
発表会、企業連携・地域連
携に向けて活動

6月

信州大学工学部水環境土
木工学科　2年　二宮
瞳子　氏　「私から高校
生へ」

ポスター作り練習

・論文の構成作成(探究
マップ)
・情報収集
・証拠収集シート作成

・文章読解演習
・グループワーク

・高1　所属先の研究分
野を決定、テーマを考え
る
・高2～高3　研究活動
・ルーブリック評価、ア
ンケートの実施

・ISEF出場
・各クラブでコンテスト、
発表会、企業連携・地域連
携に向けて活動

7月
ジェトロサンフランシス
コ事務所と打ち合わせ

夏休み課題ガイダンス
・マインドマップ作成
方法の授業

・作文テスト
・小論文テスト

研究活動
・SSH生徒研究発表会
・東海フェスタ

8月 夏季休暇 夏休み課題 ・マインドマップ作成 夏休み課題 夏休み課題 ・SSH生徒研究発表会

9月

早稲田大学 創造理工学
部 社会環境工学科 (国
際コース)　4年　花木
冬芽　氏　「理系現代文
がどう役立ったか」

ポスター発表

・スライドの作成
・プレゼンテーション
方法の授業
・プレゼンテーション
の練習

・小論文テスト
・パワーポイント作成
・パワーポイント添削
・中間発表

・研究活動

・WRS(World Robot
Summit)出場
・論文コンテスト応募
※詳細は❹関係資料

10月

NVIDIA社自律走行車開発
部門シニアソフトウェア
エンジニア　岡田　謙之
氏　「現在の自分から17
歳の自分に伝えたいメッ
セージ」

上智大学総合グローバル
学部総合グローバル学科
3年　大谷　理歩　氏
「玉川からつながる大学
での学び～学びの技の魅
力～」

明治大学 理工学部 建築
学科／大学院 理工学研
究科 建築・都市学専攻
准教授　門脇 耕三　氏
「第17回ヴェネチア・ビ
エンナーレ国際建築展
日本館キュレーターでの
経験」

コロナの影響により中止
・発表動画を収録
・互いに発表動画を評
価

・発表
・文章読解演習
・グループワーク
・卒業創作発表会

・研究活動
・グループワーク

・論文コンテスト応募
※詳細は❹関係資料

11月 10月に先行実施 企業連携の模索

・反論、反論の反論に
ついての授業
・自身と反対の立場に
立った「逆探究」実施
・論文の書き方の授業

・作文テスト
・小論文テスト

・研究活動
・グループワーク

・集まれ理系女子科学研究
発表会
・科学の甲子園東京都大会
出場

12月
株式会社NOLTYプラン
ナーズとの打ち合わせ

企業連携の模索 ・論文の執筆
・グループワーク、演
習

・研究活動
・グループワーク
・発表準備

・日本学生科学賞中央審査
進出

1月

INPITと発明推進協会と
打ち合わせ

特許商標ﾃﾞｻﾞｲﾝ事務所Ｓ
ＨＩＧＥ　弁理士　山下
滋之　氏「知財はオモシ
ロい」

来年度に向けた授業計画
・論文の修正
・アブストラクト執筆
・発表スライドの修正

・「エッセーを書く」 ・分野内発表
・東京都私立学校協会生徒
理科研究発表会

2月
日本電子株式会社との打
ち合わせ

来年度に向けた授業計画

・データ分析ソフト活
用に関する授業
・「自由研究」への接
続に関する授業
・発表会の説明
・発表練習

・分野を超えた発表
・優秀発表者の選定
・学園祭での発表準備

・学園祭での発表会準備

3月 次年度の計画作成 4月の授業準備 ・発表会の実施 ・学園祭での発表会
・各学会へで発表
※詳細は❹関係資料
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２ 

主主体体性性のの評評価価方方法法のの開開発発  
第３期では主体性を育成し、社会の発展に貢献する責任感と実践力を持った生徒を育成することを目

標に掲げている。まず、主体性について独自に定義し、その育成のための枠組みである「主体性ペンタ

ゴン」を設定し、探究のプロセスを重視した指導と評価を行った。主体性を育成するための仮説として

以下 2 点をあげた。 
ア、研究活動には創造力や批判的思考力とともに、土台としての主体性の力が必要である。 
イ、主体性は、６つの「契機(しかけ)」を有機的に組み合わせることで効果的に育成することができる。

【主体性ペンタゴン：Ⅰリフレクション、Ⅱ触れる、Ⅲリサーチ、Ⅳ発表、Ⅴ学びあい、Ⅵ活動】 
Ⅰリフレクションを設定し、Ⅱ～Ⅵの契機を終えるたびに、OUTCOME シートを通すことで自身の変

化変容を感じさせ、自己効力感を育てることで取り組んでいく研究の目的や意義を生み出し、主体的に

研究を進めることができるようになった。また、第 3 期主体性育成の指導のポイントとして以下の点を

意識して実施した。 
・全理科教員が各自の取柄を最大限発揮できるようにした。（指導のあり方を自由にした。） 
・目的を主体性育成の一点に絞った。 
・主体性ペンタゴンのⅡ～Ⅵの契機の入口はどこからスタートしてもよい。 
・評価基準（共通見解）を最大限緩和した。 
・年に 2 回以上校外の発表会やコンテストに参加し、フィードバックを受ける。 

これにより、生徒の主体性育成に向上が見られただけでなく、理数教科を越えて高校 1 年～高校 3 年

までの全生徒を対象にした自由研究での実施と評価を可能とした。 
主体性育成の成果分析法として【ルーブリック】【主体性を測るアンケート】【OUTCOME シート】

を開発した。それぞれの開発と改善に関して、以下に記す。 

 
【【ルルーーブブリリッックク】】※※詳詳細細はは❹❹関関係係資資料料をを参参照照  
  第 2 期 SSH 指定以降、課題研究履修生徒の増加に伴い生徒の自己コントロール(計画性・主体性・自

己認識力・発表姿勢)のばらつきが顕著に表れるようになった。そこで、理科で共通の評価項目を設け、

最低限必要な「課題研究を進めるルール」が作れないか模索するところから始まった。IB のルーブリッ

ク評価を参考に理科教員が何度も議論を交わし、実施と検証を繰り返しながら 4 年間かけて形にしたも

のである。開発の 1 年目は IB の課題論文のルーブリック評価を参考にし、「知識・理解」「意欲・態度」

「処理・評価」「コミュニケーション」の 4 つの観点で作成し評価を行った。2 年目は理科だけでなく数

学の研究も評価できるよう、実験に代わって証明などを評価できる部分を追加した。3 年目は SSH3 期

目の主体性ペンタゴンの「触れる」「リサーチ」「発表」「学びあい」「活動」の 5 観点での評価に作り直

し、課題であった生徒の自己コントロールの向上を目指して、分かりやすく工夫したシートを作成した。

開発 4 年目は、実施と改善を繰り返す中で生じた重複する部分を削除することで、内容をシンプルにす

ると同時に、様々な分野の研究内容でも使えるルーブリックとして完成した。加えて、Benesse 教育総

合研究所の方や京都大学の楠見教授のご協力のもと、批判的思考力を測る項目も導入している。これに

より、Benesse と共同開発した批判的思考力テストとの相関や OUTCOME シートの記載内容との関連

性なども評価することが可能である。また、細かいルーブリックの文言などについては生徒に協力して

もらい、生徒自身も自己評価として研究を振り返りやすい評価表を作ることが出来た。これにより、教

員の評価と生徒の評価の比較も可能となっている。開発 5 年目は、文系の課題研究の生徒にも拡大して

実施した。開発 6 年目の本年度は、他校でも活用できるよう、評価および分析用のエクセルシートを作

成し、以下のようなレーダーチャート、批判的思考力分析を簡単にできるよう作成した。 
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３ 

 
 
ルーブリック評価と批判的思考力の関係 

 

規規準準  基基準準  批批判判的的

思思考考力力  触触れれるる  観観点点  発発表表、、講講演演、、研研修修、、書書籍籍、、論論文文ななどどかからら情情報報をを得得よよううととししてていいるる。。  

    

6～7 発表会、講演会、研修会などに参加し、それについてまとめたものを 5 つ以上提出している。  

4～5 発表会、講演会、研修会などに参加し、それについてまとめたものを 3 つ以上提出している。  

2～3 発表会、講演会、研修会などに参加し、それについてまとめたものを 1 つ以上提出している。  

0～1 発表会、講演会、研修会などにまったく参加していない。  

リリササーー

チチ  
観観点点 11  自自身身のの研研究究にに対対すするる適適切切なな調調査査・・実実験験ががででききてていいるる。。  ①①  ままたたはは  ②②  どどちちららかかででつつけけるる    

  

① 

6～7 研究課題に対して論文や書籍など関連性のある適切な資料を選択できている。 

推推論論  

明明確確化化  

4～5 研究課題に対して現状で関連していそうな論文や書籍を調べ、参考にしている。 

2～3 研究課題に対して、関連がありそうな論文や書籍を調べている。 

1 参考資料を何も選択できていない。 

② 

6～7 関連研究・先行研究の知識が豊富で、それらの根拠と結論を踏まえ資料から必要な情報を取捨選択している。 

推推論論  

明明確確化化  

4～5 関連研究・先行研究の知識があり、それらの根拠か結論を踏まえて資料を活用している。 

2～3 関連研究・先行研究の知識があり、それらを活用している。 

1 関連研究・先行研究の知識がほとんどない。 

    

観観点点 22  研研究究方方法法にに優優れれたた工工夫夫ががななさされれてていいるる。。    

  

6～7 統計的な分析を行うなど、結果の裏付けが明確になされた研究方法となっている。 
土土台台のの

検検討討  
4～5 統計的な分析を行うなど、結果の裏付けができるよう意識した研究方法になっている。 

2～3 分析は行っているが、結果の裏付けができるよう意識した研究方法になっていない。 

    

観観点点 33  考考察察がが非非常常にに優優れれてていいるる。。  ①①  ままたたはは  ②②  どどちちららかかででつつけけるる    

① 

6～7 筋の通った議論が研究内容から展開され、結論は分析・証明の結果を反映している。 

推推論論  4～5 筋の通った議論が研究内容から展開され、結論は分析・証明の結果の一部を反映している。 

2～3 筋の通った議論が研究内容から展開されているが、分析・証明の結果を反映していない。 

② 

6～7 一貫した論理展開がわかりやすくまとめられており、矛盾が見られない。 

推推論論  4～5 論理展開はわかりやすくまとめられている。 

2～3 論理展開がわかりやすくまとめられているが、一部に矛盾が見られる。 

    

観観点点 44  実実証証がが非非常常にに優優れれてていいるる。。  ①①  ままたたはは  ②②  ままたたはは  ③③  どどれれかかででつつけけるる    

① 6～7 データの処理・分析が的確で、研究課題にしっかりと焦点が合っている。 
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４ 

 
 
 
【【主主体体性性アアンンケケーートト、、OOUUTTCCOOMMEE シシーートト】】※※詳詳細細はは❹❹関関係係資資料料をを参参照照  
本校では、課題研究における主体性を困難克服がある事象への主体性と捉え、札幌医科大学の田畑先

生の研究をもとに、京都大学の楠見教授にご意見ご指導を頂きながら独自に主体性を測定するアンケー

トの尺度を作成し、既存尺度との整合性を令和１年度に確認した。昨年度は正負対になった尺度 40 項

目のうち正負の逆相関関係が弱かった 3 つの尺度を改良して年度途中に中間評価をして改善を確認し

た。昨年度より理科教育学会において動機づけの分析を行っている方に分析を手伝っていただいたこと

により、開発したアンケートからどのような因果モデルが構築できるか検討した。これにより、主体性

育成に関連した質問のみを残し、このモデルに適したアンケートを作成および実施・分析を行った。さ

らに主体性の主観的評価として本校付属大学の根上教授が作成した振り返りシートである OUTCOME
シートを 2020 年度本校の主体性育成評価用に作り変えた。さらに年度途中にそれを用いて中間評価し

その有効性を確認し、自己効力感をより抽出できるようにさらに修正した。2020 年度よりこれら独自

の主体性アンケートと OUTCOME シートについて対象を全自由研究に広げ、高校１年生と高校２年生

の全生徒に拡大した。年度途中と年度末の 2 回実施し『芸術』『人文科学』『理工・理科』の分野で主体

性育成が確認できた。OUTCOME シートから主体性の様々な知見が得られたが「やる気がでたきっか

け」について全教員に研修会という形でフィードバックし、年度後半の取組に反映させた。外部の運営

指導委員の先生や京都大学の楠見教授のご助言を頂き、OUTCOME シートの主観的評価を数値化する

基準を作成し数値化することで主体性アンケートとの整合性も確認した。自校の主体性の定義に関して

はアンケートで確認し、さらに客観的な評価として、生徒の課題研究の発表数を増加させている。 

 

規規準準  基基準準  批批判判的的

思思考考力力  発発表表  観観点点 11  優優れれたた発発表表ででああるる。。  ①①  ままたたはは  ②②  ままたたはは  ③③  どどれれかかででつつけけるる  

  

① 

6～7 原稿を見ないなど、聞き手に伝わるよう配慮した発表となっている。 

  4～5 聞き手に伝わりやすい発表となっている。 

2～3 聞き手に伝わりにくい発表である。  

② 

6～7 研究テーマの内容に沿った発表となっている。 

明明確確化化  4～5 研究テーマの内容に概ね沿った発表となっている。 

2～3 研究テーマの内容に沿った発表となっていない。 

③ 

6～7 研究課題の目的が明白で、主張が一貫している。 

明明確確化化  4～5 研究課題の目的が明白であるが、主張が一貫していない部分がある。 

2～3 研究課題の目的が明白であるが、主張が一貫していない。 

    

観観点点 22  説説明明すするるススキキルルがが身身ににつついいてていいるる。。    

  

6～7 質問に対して的確な返答ができている。 

明明確確化化  4～5 質問に対して返答はできているが不十分な部分がある。 

2～3 質問に対して返答はしたが間違っている。 

学学びび

ああいい  

観観点点  質質問問すするるススキキルルがが身身ににつついいてていいるる。。    

    

6～7 他校の発表に対し新しい考え、発表では触れなかった観点を相手から引き出すことができている。  

4～5 他校の発表に対して発表内容から疑問に思ったことを質問している。  

2～3 他校の発表に対して的外れな質問をしている。  

活活動動  観観点点  社社会会ととののつつななががりりをを意意識識ししたた活活動動ととななっってていいるる。。    

    

6～7 
分野に関連する社会(高等部以外の場所)を意識した具体的な活動を行っており、新奇性のあることに挑

戦して開拓し、社会との共創をはかった内容である。 

 

4～5 
分野に関連する社会(高等部以外の場所)を意識した具体的な活動を行っており、新奇性のあることに挑

戦し、社会との共創をはかろうとした内容である。 

 

2～3 分野に関連する社会を意識した活動を行い、新奇性や社会との共創を意識した内容である。  
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❸❸－－③③  研研究究開開発発のの内内容容                                        

■■主主体体性性育育成成ののたためめのの契契機機（（ししかかけけ））とと実実施施項項目目にに従従っってて次次ペペーージジよよりり記記述述  

グル
ープ 

主体性育成のし
かけ 

実施項目 教科(科目) 
単
位 

対象 
実施予
定 

A 

Ⅰ、Ⅱ 

①サイエンスキャリア講座   全員 不定期 

授業改善 
理科(中学 3年・物理

基礎・物理・化学基

礎・化学・生物) 

２ 全員 通年 

B 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

②データサイエンス 数学(中学)  
中学 2
年生 

28時間  
(6・7
月) 

③学びの技 
総合的な学習の
時間 

２ 
中学 3
年生 

毎週 2
コマ 

C 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、
Ⅴ 

④理系現代文 
国語（学校設定
科目） 

２ 
高校 3
年生 

毎週 3
コマ 

D 

 
 
 
 
 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、
Ⅴ、Ⅵ 

⑤自由研究 
(SSHリサーチ含む) 
※SSH リサーチ科学(令和 2
年度まで) 

総合的な探究の
時間 

２ 
高校 1
～ 高
校 3年 

毎週 2
コマ 

⑥科学系クラブ活動 課外活動  
中学 1
～ 高
校 3年 

通年 

 
【内容の見方】 

1. 内容は以下の項目に分けて記述する。 
[[概概要要]]          ・・・・・・開開発発内内容容にに関関すするる要要約約  
[[  aa..仮仮説説]]          ・・・・・・実実施施計計画画書書にに基基づづくく仮仮説説  
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]      ・・・・・・[[  aa..仮仮説説]]のの検検証証ののたためめにに行行っったた具具体体的的なな取取りり組組みみ  
[[  cc..対対象象・・形形態態・・運運用用・・指指導導体体制制ななどど]]  ・・・・・・一一年年間間のの流流れれ、、授授業業のの形形態態・・運運用用、、指指導導体体制制等等  
[[dd..評評価価手手法法・・教教科科連連携携]]      ・・・・・・主主にに課課題題研研究究ににおおけけるる評評価価方方法法・・教教科科連連携携  
[[  ee..既既存存のの教教科科・・科科目目ととのの関関連連]]    ・・・・・・学学校校設設定定科科目目ににおおけけるる既既存存のの教教科科・・科科目目ととのの関関連連  
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]]      ・・・・・・研研修修やや他他校校へへのの視視察察、、成成果果のの共共有有、、ノノウウハハウウのの継継承承  
[[  gg..そそのの他他]]        ・・・・・・そそのの他他配配慮慮ししたた事事項項やや問問題題点点  

2. 研究開発内容によっては項目[[  aa..仮仮説説]]～[[  gg..そそのの他他]]に該当がなく、省略する場合がある。 
3. ⑤自由研究は昨年度まで実施していた SSH リサーチ、SSH リサーチ科学で開発された内容を全体

へ普及して実施している。そのため、自由研究の中でも理系分野にあたる物理・化学・生物・地学
はそれぞれ分けて記述する。 

4. ⑥科学系クラブ活動についてはサイエンスクラブ、サンゴ研究部、ロボット部の活動をまとめて記
述する。 
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❸❸－－③③－－AA①①  ササイイエエンンススキキャャリリアア講講座座                          
【【55年年間間をを通通じじたた取取りり組組みみのの概概要要】】  
 第３期では主体性を育成し、社会の発展に貢献する責任感と実践力を持った生徒を育成することを目
標に掲げている。そこで、生徒が自身の社会人像を具体的にイメージする一助となるべく、社会で活躍
している科学者・研究者・学生より、直接お話を伺う機会を設けたいとこの講座シリーズを立ち上げた。
高校生が将来的なキャリアを考える上で、研究者の仕事内容、またそれに至った経緯などの話は参考に
なる。生徒にとって大切だと考える、「思考のプロセス・考える力・アプローチの方法、研究者のワクワ
ク」等、講演者が培ってきた極意等を中心に伺う。例えば、生徒達が感じている実験の難しさ、失敗の
数々、しかしその失敗が次の課題に繋がる事など、実際に研究や専門職に従事している方々と共有でき
る体験も多くあると思われる。この様な共通点がある事に気づく事が、生徒達の自信にも繋がり、次の
ステップにも繋がると考える。 

 
 
 
 

実施項目 日程 講演者 講演タイトル

2018年6月21日
ロート製薬株式会社基礎研究開発部
佐藤 康成 氏

「研究」を仕事にする～理科好き学生が研究開発で社
会貢献するために～

2018年9月27日
ロート製薬株式会社　スキンケア製品開発部
小島 愛未 氏

ゼロから創り上げる～化粧品の開発のやりがいと醍醐
味～

2018年10月11日
玉川大学脳科学研究所研究員、玉川大学教育学部教育学科非常勤講師
山田 徹志 氏

AI×教育 文理融合の最前線

2018年11月15日
首都大学東京 理学研究科 物理学専攻
松田 達磨 准教授

玉川学園から研究者になって

2018年12月3日 ロート製薬株式会社　ＲＶＫ研究所 ＲＶＫ研究所研究所の見学および技術者との交流

2019年6月10日
外務省 国際機関人事センター
中野 美智子　氏

国際機関への就職を目指すには

2019年7月5日
早稲田大学基幹理工学部2年
天野 大輔　氏

理工系大学に進む～大学2年生から高校生へ伝えたいこ
と～

2019年7月17日
国連児童基金（UNISEF）東京事務局
佐々木 佑　氏

世界のこどもたちのストーリーを読む

2019年11月8日
明治大学農学部生命科学科2年
都築 寛源　氏

自分に合った「進路選択」

2019年11月29日
公益財団法人　がん研究会 がん化学療法センター基礎研究部部長
片山 量平　氏

基礎研究でがん患者さんに希望を～患者さんの検体を
用いたがん研究の実際～

2020年1月24日
玉川大学　農学部　生産農学科
吉川 朋子 教授

『留学』のすすめ～文系理系の立場から～

2020年1月28日
上智大学ボランティアサークル難民支援グループ（ＳＲＳＧ）
ガブリエラ 中野　氏

日本の難民とは～国内避難民への支援活動を通して～

2022年3月28日
竹中工務店　代表取締役社長
佐々木 正人　氏　ほか20名

竹中工務店技術研究所の見学および技術者との交流

2023年1月28日
特許商標ﾃﾞｻﾞｲﾝ事務所ＳＨＩＧＥ　弁理士
山下 滋之　氏

知財はオモシロい

2018年6月14日
日本IBM株式会社クラウド事業本部データサイエンス・テクニカルセールス
SPSS ITスペシャリスト
西牧 洋一郎 氏

データサイエンスが社会にもたらす価値

2018年10月17日
ロート製薬株式会社代表取締会長兼社長
山田 邦雄　氏

私の経営の源

2018年11月19日
玉川大学工学部
岡田 浩之　教授

AIって何？ロボットと暮らす未来の社会

2018年10月29日
玉川大学工学部 ソフトウェアサイエンス学科
相原 威　教授

どうして工学と脳科学の道へ～記憶とやる気の脳科学
～

2018年12月17日
玉川大学脳科学研究所　大学院脳科学研究科
松田 哲也　教授

大学で何を学ぶか？研究者から言えること

2018年11月26日
グーグル株式会社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ　Women Will ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 兼務
山本 裕介 氏

10 things of my life

2019年6月11日
日本IBM株式会社クラウド事業本部データサイエンス・テクニカルセールス
SPSS ITスペシャリスト
西牧 洋一郎 氏

統計の利用方法

2019年10月28日
ブライトパス・バイオ株式会社管理部知財マネジャー
芳賀 直美　氏

薬学部出身者のキャリアの1例

2019年12月2日
玉川大学農学部
佐治 量哉　教授

人間はどう眠っているのか～「赤ちゃん」から「みな
さん」までの眠りの話～

2022年5月16日
東京工業大学 理学院数学コース 修士1年
前田 英汰　氏

運を掴むために

2022年6月20日
信州大学工学部水環境土木工学科　2年
二宮 瞳子　氏

私から高校生へ

2022年9月9日
早稲田大学 創造理工学部 社会環境工学科 (国際コース)　4年
花木 冬芽　氏

理系現代文がどう役立ったか

2022年10月24日
上智大学総合グローバル学部総合グローバル学科　3年
大谷 理歩　氏

玉川からつながる大学での学び～学びの技の魅力～

2022年10月31日
明治大学 理工学部 建築学科／大学院 理工学研究科 建築・都市学専攻
門脇 耕三　准教授

第17回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展 日本館
キュレーターでの経験

全校
学年
学級
授業
等

主体的に
生徒が

参加する
形式
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[[aa..仮仮説説］］  
 社会に対して夢や希望を持つための第一歩と
して、研究者や国際的に活躍する社会人の話を聞
くことで、研究者に対する憧れと学びに対する学
習意欲を向上させる。自分の研究が何につながる
研究なのか、他の科学分野とどうつながるのか、
社会のどういう問題に貢献できるのかを考えさ
せ、自己効力感を向上させる。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
 サイエンスキャリア講座は昼休みや長期休暇
期間中に不定期に開催される企業や大学による
講演会である。本年はコロナの影響で実施できな
かったが、例年は特別活動(LHR)における講演会
においても実施している。［a.仮説］を検証するた
め、できる限り多くの分野・職業の方を招待し、
講演会においてはアンケートを実施し、生徒のキ

ャリア教育にどの程度の影響があるか調べる。ア
ンケートの結果は事項の表のとおりである。生徒
は自身の希望する進路と比較して、講演内容がど
のようにかかわっているか考えていることが読
み取れる。また、参加した講演はルーブリック評
価において年間の課題研究の評価として反映し
ている。詳細は自由研究で記述する。 
  [[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：中学３年生～高校３年生(選択制) 
形態：月 1 回程度の開催(長期休暇などを除く) 
指導体制：担当教員が講演者を持ち回りで招待 
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]]  
 講演者を持ち回りで招待することで、担当教師
は責任をもってキャリア教育に携わる。生徒のア
ンケートなどからも、今回の講演会が生徒にどの
ような影響をもたらすか考えるきっかけとなる。  

実施項目 日程 講演者 講演タイトル

指定なし
国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)
渡辺 美代子　氏　ほか4名

動画公開セミナー「進路でどう変わる？理系で広がる
私の未来2020)」

2020年11月8日
カリフォルニア工科大学
下條 信輔　氏

サブリミナル・マインド～無意識のこころを科学する

2021年2月7日
東京工業大学　地球生命研究所
廣瀬 敬　教授・所長

"Life"in the 21st century 21世紀の「生命」研究

2020年5月31日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
西原 明法　氏（東工大名誉教授）

第1回インターネットとIEEE

2020年6月7日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
鈴木 拓央　氏(愛知県立大)ほか6名

第2回未来を変えるのは俺達だ！Post COVID-19,
Let’s create the new world!!

2020年6月14日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
高野 泰朋　氏 (東京大学特任研究員)

第3回自分がやりたいことを見つけるには「研究」をし
よう！

2020年6月18日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
阪口 啓　氏（東工大工学院教授）

第4回5Gって何だろう？何が出来るのか？ 

2020年7月4日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
西宮 康治朗　氏（青学助教）ほか2名

第5回未来のエジソン君たちへ

2020年8月5日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
近藤 豊　氏(Preferred Networks エンジニア)

第6回ロボットにできること あなたにしかできないこ
と

2020年9月12日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
野田 夏子　氏（芝浦工大）

第7回ソフトウェア工学って何？

2020年10月29日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
高村 誠之　氏(日本電信電話株式会社)

第8回情報圧縮技術のすゝめ

2020年11月25日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
渡辺 雄貴　氏(東京理科大学)

第9回オンライン授業を効果的にする7つの方法

2020年12月28日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
汲田 祐　氏 (南山大学修士2年)以下3名

第10回えっ・・・もしかして私たち学会活用しす
ぎ！？

2021年2月18日
IEEE Japan Council Live Webinar Series
IEEE Engineer Spotlight
武内 一晃 　氏(株式会社オリィ研究所)

第11回「将来の夢がわからない」―不安を捨てて未来
をつくろう！

2021年5月28日
日本ポリグル株式会社
小田　兼利　氏

「途上国の水問題から環境まで、
　　世界を変えるポリグルの挑戦」

2021年6月25日
前 電気通信大学　アドミッションセンター 特任教授
柏木　隆良　氏

「SSHの活動から学ぶ科学技術教育」

2022年1月31日
竹中工務店 技術研究所 地球環境グループ
北野　雅人 氏

「希少な野生動物の保全と、人と生きものの共生」

2022年2月3日
竹中工務店　技術研究所　構造　施工法グループ
田邊　裕介 氏

「安全・快適な空間を実現する建築構造の研究開発」

2022年2月7日
竹中工務店　技術研究所
畔上　泰彦 氏

「将来の気候危機を見据えた竹中工務店の取り組み
　～気象災害に負けない建物とまちづくり～」

2022年2月9日
竹中工務店　技術研究所　高度空間制御グループ
安藤　邦明 氏

「Twitterの感情分析による まちの魅力の見える化」

2022年10月29日
NVIDIA社自律走行車開発部門シニアソフトウェアエンジニア
岡田 謙之　氏

現在の自分から17歳の自分に伝えたいメッセージ

オンライン
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[[  gg..そそのの他他]]  
以下、4 項目に分けて実施した。 
１、生徒が主体的に参加する TED形式講座 

２、全校または学年生徒が参加する講話形式 
３、企業訪問による施設見学、実験体験 
４、Zoomによるオンライン講演会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
企企業業訪訪問問にによよるる施施設設見見学学、、実実験験体体験験  
生徒研修後感想① 
企業に対して普段私たちが目にするのは「製品」
で、反対に私が研修前に興味を持っていたのは
「研究」でした。今回は研究開発のみではなく、
製造・物流までの一連の流れを見学させていただ
いたことで研究がどう応用されて製品につなが
り、社会に出ていくのかを知ることができまし 
た。研究のことだけを知ってもこの繋がりは見え
てこなかったと思います。 
（生徒研修後感想②） 
再生医療の知識を始め、目薬充填の工場見学など
貴重な時間を過ごせたことをうれしく思います。
社会の中で研究者がどのような考え方を持って
いるのか、自分の進路に繋がるような研修になり
ました。私は普段、物理系の研究を行っているた
め今回の見学を通して全く異なる分野の最先端
研究を体験し学際的な見方を持つことが出来ま
した。この機会を今後の活動にも生かそうと思い
ます。 

 

 

 
 

 
 

 
サイエンスキャリア講座のアンケート集計 
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竹中工務店の講演会に参加した生徒のアンケート結果 
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❸❸－－③③－－AA  授授業業改改善善【【物物理理、、化化学学、、生生物物】】                          
【概要】 
 入学の時期が小学校、中学校、高等学校と異なるためか幅広い学力層の生徒が混在しており、特に数
学との親和性の高い物理は学力に格差が生じやすく、これまでは早い段階であきらめてしまう生徒が多
くみられた。SSH第 2 期指定以降、構成主義的授業による授業改善を行っており、教員と生徒の双方向
的授業展開から生徒自身の既存知識と学習した知識を関連させて新しい知識を組み立てさせ、自分の内
面がどのように変化したか意識させることで、メタ認知能力と自己効力感を獲得させている。科学の研
究活動には創造力や批判的思考力とともに、土台として主体性の力が不可欠であり、どのような課題に
対しても自己効力感をもって取り組めるように授業を展開する必要がある。しかし、多くの生徒は初見
問題に対して不安や恐怖をもつため、自己効力感を持てないまま主体性が発揮されないことが多い。そ
こで SSH第 3期では、「問題演習の答えを再解釈させる取り組み」、「具体化する実験」、「内発的な取り
組み」を最先端科学に目を向け、科学的良心と畏敬の念を持たせることと共に実施している。特に物理
においては「物理を通して万能感を持てるようにさせる」ことで自己効力感・思考力を育成しようと考
えた。この取り組みにより、知識計算テストと思考力テストの結果に相関がみられ、日々の小テストを
思考力につなげることに成功し、早期にあきらめてしまう生徒が減少した結果、授業中に生徒間で活発
に議論が交わされる環境を作ることができた。今年度はオンライン授業においてもこの取り組みができ
るよう試行錯誤した結果、昨年度と同様に思考力に結び付く授業ができている傾向がみられた。 
[[aa..仮仮説説］］  
 日常に結び付くと思える授業展開の中で、思考
するための基礎知識が身につけば自ら考えたく
なると仮定する。そこで、日常に結び付く題材を
出発点として、基本的な知識・理解→関心・思考・
判断→応用の順に授業を構成することで自己効
力感が芽生え、主体的に授業に取り組むようにな
り、その結果、思考力も向上する。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
 昨年度に引き続き本質的な問いを軸とした①
問題演習の答えを再解釈させる、②具体化する実
験、③内発的な取り組みを中学 3年生～高校 3年
生の 4 学年にわたって実施した。授業の構成は図
の通りである。生徒の素朴概念から本質に結び付
けるために、「本質的な問い」を作る。「本質的な
問い」とは様々な生徒が興味を持てるよう複数の
問いから構成されており、興味のある問いを出発
点として、複数の問いについて考えることで本質
へとたどり着くしくみとなっている。これらの問
いは知識計算テスト、記述テスト、実験のレポー
ト、協働学習用のワークシート、問いを立てるワ
ークシートなど、様々な教材を使ってアプローチ
することで、常に異なる視点から考えられるよう
になっている。昨年度と同様に、オンラインでも
実施できるよう、Google の Classroom、Meet、

Formsなどの機能を活用して同様の学習が可能と
なるように教材を作成し実施した。 

  
実施した授業のしくみと実験のしくみ。 

[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：中学３年生～高校３年生(理科の授業) 
形態：各授業内で実施(※教育課程表参照) 
指導体制：各担当教員が各授業で実施 
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]]  
 この授業改善を理科教育学会において発表し、
教育関係者の方々に様々なご意見をいただくこ
とで、さらなる改善に向けて取り組んだ。  
[[  gg..そそのの他他]]  
 授業改善における主体性の育成を予定してい
たが、オンラインや生徒間での接触を控えたグル
ープワーク等の授業実施となった。そのため、本
来実施予定であった実験やグループワークが実
施できなくなり、授業内での主体性を育成する手
法を開発することが困難となった。 
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【【物物理理】】  
「問題演習の答えを再解釈させる取り組み」、「具体化する実験」、「内発的な取り組み」を授業で実践

していく。また、これと同時に最先端科学に目を向けること、科学的良心と畏敬の念を持つことも社会
の発展に貢献するためには必要であると考える。主体性を支えるエネルギーは、知的好奇心や探究心、
自己効力感から発する。自己効力感をもって取り組めるように授業を展開することが主体的な学習につ
ながる。  
[[  対対象象学学年年  対対象象人人数数］］  
中学 3 年生 理科履修生徒 
高校 1 年生 物理基礎履修生徒 
高校 2 年生 物理履修生徒 
高校 3 年生 物理演習履修生徒  
[[  内内容容・・方方法法  ]]  
① 問題演習の答えを再解釈させる 
一般的に問題演習は知識や経験をもとに計算

をして答えを出し、その解法を新たな知識とし
て学習する。しかし、この方法で学習を進めて
いくと、未知の課題に直面したとき、解法の知
識のない状況に対する不安や恐怖感がより強ま
ると考えられる。そこで、問題の解答を自身の
経験に結び付けて再解釈させ、知識で終わらず
日常の経験として学ぶような授業を行う。例え
ば、速度や加速度の計算練習だけでなく、「速度
と加速度の違いを例を挙げて説明しなさい。」等
のように、答えを式だけでなく言葉に置き換え
再解釈させる。このような授業展開にすること
で、答えに対して思考する習慣が身につき、ま
たこれまでの経験を学習に結び付けていくこと
で、未知の課題に対する不安の発生を軽減する
ことができる。 

 
速速ささ・・速速度度・・加加速速度度のの違違いいがが分分かかるるよよううにに説説明明ささせせたた資資料料 
② 具体化する実験 
授業では、与えられた状況を認識し、実験の

計画を立てさせ、観測・測定を行い、結果を見て
判断し、実験を見直して検証するといったサイ
クルを行い、検証する方法を学ばせる。このと
き、観測・測定においては、自らの研究活動に責
任を持たせるために、実験データの信頼性を向

上させる取り組みも必要である。つまり、統計
的な手法を用いると同時に、実験方法から予想
される「失敗とみなす実験」を実験前に定めて
おき、これ以外のデータは必ず結果に加えるよ
うにさせる。すなわち、実験データの誤魔化し
を抑える方法を学ばせ、データの真偽を明確に
し、思考してから行動に移す姿勢を身に着けさ
せる。これにより、提示する結果に責任を持つ
ことを学ばせることができ、複雑な課題に対し
ても自己効力感を持てるようにする。 

 
失失敗敗ととみみななすす実実験験のの設設定定 

③ 内発的な取り組み 
一方で、未知の課題に対して挑戦してみよう

かと思わせる仕組みも重要であると考える。そ
こで、経験にないような複雑で難しいと思わせ
るような課題を授業中に与え、協働的に取り組
む対話的な学習や、能動的な態度を育てる自主
的な学習をさせるような授業を展開していく。 
また、問題演習の答えを再解釈させる取り組

みにおいて、生徒が記述した具体的な例を取り
上げ、定期試験に思考力を問う問題として出題
する。生徒は自ら記述した内容で問題が作られ
ていることで、難しいと感じながらも、できる
ようになる必要があると実感し、主体的に学習
に向かうことができる。 
[[結結果果・・評評価価方方法法]]  
小テスト、記述テスト、アクティブラーニン

グなどを行いながら授業内容を模索し、主体性
を育むための授業展開を構築することができた。
授業の構造の構築で示す通り、授業、演習、小テ
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スト、記述テスト、アクティブラーニングを効
果的に取り入れる授業展開となっている。 

 
アアククテティィブブララーーニニンンググでで使使用用ししたた資資料料のの一一部部 

 
生生徒徒がが記記述述ししたた資資料料かからら作作成成さされれたた問問題題  

 これによって、生徒の自己効力感を高め、主
体的な学びに向かうよう促していく。また、こ
の授業を行うことで、学年末の評価 4 観点のう
ち、知識・理解、思考・判断、関心における点数
の向上がみられた。知識・理解では点数の低い
生徒が少なくなり、関心においては全体的に点
数の伸びがみられ、思考・判断においては高得
点を記録する生徒の層が増えた。また、過去問
の正答率の低かった設問に対して、アクティブ
ラーニング形式の授業を実施し、生徒どうし協
働して取り組ませた。その結果、得点率が一人
で解いた時と比較して、33％→77％向上した。
この取り組みによって、「難しい問題でも全く手
が付けられないわけではない。」と認識させるこ
とができたと考える。 

  
22001188度度とと 22001199度度のの 44観観点点のの学学年年末末評評価価のの比比較較  

  

授業内の各課題が思考力にどの程度相関があ
るのか調べると同時に、批判的思考力の向上が
みられているSSH課題研究履修生徒と履修して
いない生徒の比較を行った。以下が分析した結
果である。まず、授業改善前(現高 3が高 1 の頃
の成績)と授業改善後(今年度実施した高 1 の成
績)の生徒で同様の条件で実施した知識計算テ
ストと思考力テストの相関を取ったところ、授
業改善後では知識計算テストと思考力テストの
間に相関がみられた。この結果から、授業改善
前は実施していた知識計算テストが積み重ねの
学習として意味をなしていなかったことが明ら
かとなった。つまり、ただ小テストを実施して
いるだけでは思考力に結び付けることは難しく、
効果的な授業構成にしておくことが重要である
ことがわかった。 

 
知識計算テストと思考力テストにおける授業改善を

行う前の生徒と行った後の生徒との比較。 
 

一方で、成績が上位の生徒とその他の生徒で、
知識計算テストを振り返るワークシートを実施
したところ、その他の生徒の約 3 割が基本的な
内容を理解できないまま授業に参加しているこ
とがアンケートによって明らかとなった。また、
SSH の課題研究を履修している生徒は、学力と
の相関がある批判的思考力テストの点数が高い
傾向がこれまでの開発で確認できたことから、
今回の授業改善の分析においても未履修の生徒
との比較検証を行った。今回比較した生徒は高
2 から授業改善を実施した学年であるため、高 1
の時点では、今回構築した授業改善は実施して
いない。まず、知識計算テストの得点率を時系
列で並べると、SSH 課題研究履修生徒は得点率
の変動が小さく、日々学習している様子が伺え
るのに対し、履修していない生徒は得点率の変
動が激しくなっていることがわかった。また、
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応用力および思考力に関しては履修生徒が未履
修の生徒に大きく差をつけていくことが明らか
となった。このことから SSH の取り組みの中で
得た知識を応用力や思考力が問われる課題に対
して活用する意識を持つことができるようにな
っていると推測できる。 

 
高 1~高 2 にかけての応用力・思考力の推移 

 
 2019 年度、知識計算テストと思考力テストの
相関を取ったところ、授業改善後では知識計算
テストと思考力テストの間に相関がみられてい
た。2020度の高校 3年生におけるオンライン期
間での学習時と授業が通常に再開された対面授
業期間での学習時において、この相関を比較し
たものが右図の通りである。この結果から、オ

ンラインによる学習においても思考力を向上さ
せる仕組みが機能していると推測できる。 

 
知識計算テストと思考力テストとの相関 

  
 構築した授業のしくみを導入して実施したと
ころ、知識の定着が思考力に結び付く結果を示
すことができた。この仕組みの授業において生
徒が活発に議論している様子も見られ、自己効
力感の向上も期待できる。また、SSH の課題研
究履修者は未履修の生徒と比較して基本的な知
識・計算を応用問題や思考問題に活かすことが
できていることが明らかとなり、課題研究改善
で培った手法を取り入れた今回の授業改善が来
年度の思考力・応用力の向上に活かされること
が期待される。 

【【化化学学】】  
中学 3 年生と高校 1 年生にはアクティブラーニングを多く取り入れ、高校 1・2 年生は定期テストの

問題に思考問題を取り入れることで、基礎基本の定着と思考力・判断力を養うことができ、未知な状況・
問題にも取り組む主体性へとつながる。新型コロナウイルス感染症の影響下においては４月当初～５月
末、1 月中旬～２月中旬の期間、Google meet を利用したオンライン授業を行った。生徒が主体的に学
習に取り組むように、オンデマンド型と同時双方向型を併用しながら進めた。 
[[  対対象象学学年年  対対象象人人数数  ］］  
中学 3 年生 理科 
高校 1 年生 化学基礎 
高校 2 年生 化学 
高校 3 年生 化学演習 
[[  内内容容・・手手法法  ]]  
①基礎・基本、継続した学習姿勢の定着 
 基礎基本を定着させるためには、定期テスト
前だけでなく、日頃から継続した学習姿勢を定
着させる必要があると考え、小テストを導入し
た。２～３週間ごとに実施し、不合格者に対し
ては合格点に達するまでの追試も実施した。 
 また、成績上位クラスに対しては、授業時間
の最初５分程度を利用した「モルドリル」を実
施した。これは、既習内容の復習となっており、
定期テストに選択問題としても出題した。 

②思考力・表現力を養うために実験課題につい
て見直した。SSH1・2 期目から「実験デザイ
ン」や「ルーブリック評価」は取り入れてお
り、生徒が自主的に取り組む様子は見られてい
たが、一方で、同じ班の生徒に頼ってしまう姿
も見られた。そのため、実験課題はレポートだ
けでなく、実験後に「実験テスト」を実施し、
実験の原理・結果の処理・考察についてテスト
形式の課題も追加した。 

 ググルルーーププワワーークク後後にに実実施施ししたた実実験験テテスストト  

モモデデルルをを使使っってて考考察察  
（（ググルルーーププワワーークク））  
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そのため、実験デザインだけでなく、実験後・実
験テスト前にも、グループワークの時間を増や
すようにした。 
③未知・複雑な状況への挑戦（定期テスト） 
 日頃の授業で育んだ知識と思考力を試す場と
して、定期テストにおいて、思考力・判断力を問
う問題の配点をあげて出題した。 
④オンデマンド型オンライン授業 
音声付きパワーポイントで授業動画を作成し、

配信した。授業動画には実験映像も含めた。授
業動画と Google フォームを用いた課題を同時
に配信して、動画を見た後に課題に取り組み、
生徒が学習に取り組めているかどうかのチェッ
クをするようにした。動画と配信課題は１週間
分の授業を週の初めに配信し、週末を課題の締
切日に設定した。 
⑤同時双方向型オンライン授業 
生徒に直接声かけをする機会を持つため、週

１回、同時双方向
型のオンライン授
業を実施した。な
るべく週の初めに
実施し、前の週の
復習や課題の確
認、今週の内容に
ついての紹介を入
れるようにし、質
問を直接受ける時間も持つようにした。 
[[  結結果果・・評評価価方方法法  ]]  
 主体性アンケート（2月・高１に実施）では、
「生徒の対処をサポート」が高い値であった。
小テストや実験課題などの日頃の指導の成果だ
と考えられる。 
また、「帰結」が比較的高い値となっているた

め、今回の授業改善により、生徒は自己肯定感
やプラスの体験を感じていると考えられる。 
 オンデマンド型については、生徒は動画を途
中で止めたり、聞き逃したところを再度見直し
たりして、自分のペースに合わせて学習を進め
ることができた。ほとんどの生徒が期日までに
課題を提出しており、日常的な家庭学習の習慣
が乏しい生徒の主体的な取り組みへと繋がった。 
 同時双方向型では、生徒同士も顔を合わせる

ため、良い刺激になっていた。生徒に発言させ
たり、質問を受けたりすることで、生徒の取り
組みを把握することにも繋がった。 

オンライン授業後の小テストでは、生徒の点
数は二極化した。成績が上位層の生徒は特に問
題なく取り組めていたが、学習を苦手としてい
る生徒の点数は、例年よりも低くなってしまっ
た。そのような生徒には、同時双方向型をもっ
と取り入れ、学習状況の詳細を把握し、アドバ
イスをしていく必要があると考えられる。また、
極めて少数ではあるが、課題に全く取り組まず、
授業に全くついてこられなくなった生徒もいた。  
 小テストの不合格者は、回を重ねるごとに減
少した。これは、継続した学習姿勢の定着へと
繋がったと考える。実験テストを課したことで、
実験課題における積極性がさらに向上し、グル
ープワークを通して考察における思考力の向上
が見られる生徒もいた。 
  実験テストを実施し、基本的な実験の原理を
見落としている生徒が多いことも分かった。ま
た、定期テストで出題した思考力・判断力を問
う問題は空欄が目立ち、取り組まない生徒が多
かった。これらを改善していくことが今後の課
題である。 
また、主体性アンケートで値の低かった部分

に関しても、検討が必要だと感じている。 
今後の主体性アンケートの結果を継続的にみな
がら、今年度取り組んだ授業改善に関する評価
をしていきたい。 

 
 
 
 

つながり 0.13

承認感/尊重される 0.29

達成感/できた体験 0.42

安心感 0.08

生徒なりの理解/イメージ 0.20

あこがれ 0.08
独立性/自己統制/自らの判断で対処 0.14

主役という感覚・自発性 0.27

自らのペースで行動 0.21

気持ちのコントロール 0.27

知的好奇心 0.18

自我・自己肯定感・自尊感情 0.48

プラスの体験/満足・達成 0.44
手段保有感/自信/自ら対処する力 0.37

生徒の対処をサポート 0.86

生徒の安心・自由を促す場つくり 0.14

先行
要件

属性

帰結

周囲の
働きかけ

同時双方向型オンライン授業の様子 
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３ 
 

①大変興味深かった ②興味深かった ③普通 ④あまり興味を感じない
65% 30% 5% 0

①大変興味深かった ②興味深かった ③普通 ④あまり興味を感じない
71% 24% 5% 0

①大変強くなった ②やや強くなった ③普通 ④やや弱くなった
53% 33% 14% 0

①大変役立った ②やや役立った ③普通 ④あまり役立たなかった
40% 30% 25% 7%

①強くそう思う ②そう思う ③あまり思わない ④まったく思わない
62% 34% 3% 0

4 本日の講演から進路や将来のビジョンをイメージするのに

5 本日の講演を聞いて、生物学との接点を感じる(イメージする)ことができた

1 本日の講演テーマは

2 本日の講演内容は

3 本日の講演内容から生物学への興味関心は

【【生生物物】】  
SSH 第 2 期指定以降、構成主義的授業含め授業改善を行っている。生徒自身の既存知識と学習した知

識を関連させて新しい知識を組み立て、生徒自身で変化を意識させメタ認知能力や自己効力感を育成す
る。授業内で「チェックリスト」「記述問題」「高大連携と授業」の 3 本柱を用いて授業改善を行った。 
主体性を発揮する生徒は、未知の課題に対して積極的にかかわり、得た知識を活用して思考し、解決

できる力を持っている。どのような課題に対しても常に、自己効力感をもって取り組めるように授業を
展開することが必要である。しかし、多くの生徒は自己効力感を持てないまま主体性が発揮されないこ
とが多い。それを解消するため生物分野では、「現状認識の確認」「記述問題」「単元ごとに関連した講演
会」を取り入れ授業で実践していく。探究心、自己効力感を育み、生物学を学ぶ価値を上げる授業展開
を行う。そのような授業を展開することにより、生徒自身が主体的な学習を行えると考える。 
[[対対象象学学年年  対対象象人人数数］］  
高校 2 年生 生物 選択履修生徒(41 名) 
[[  内内容容・・方方法法  ]]  
① 各単元のチェックリスト 
 生徒自身で変化を意識させる
ために、学習した知識を確認す
るために「チェックリスト」を生
徒に配布した。 
②記述問題 
 主体的に学習するために、インプット中心では
なく、既存知識と学習し
た知識を用いて各現象に
ついて記述させることを
取り入れた。得た知識を
活用して思考し、解決で
きる力を身につけさたいと考える。 
 
③高大連携と授業 
従来の高大連携の取
り組みはキャリア教
育の面が強かった
り、最先端の研究紹介だったりと授業との関連性
が薄いこともあった。今回は高大連携と授業とし
てあらたな取組みを行った。今回の連携では単発
のイベントとせず、具体的に生物の各単元の学習
と大学の先生方の最新の研究内容をリンクさせ
ることを目指した。教科書の内容に沿った講義の
ため、授業の先にある最先端の研究を具体的にイ
メージしやすいと考える。この授業改善を行うこ
とによって、生徒が生物への興味や関心を高め、
学ぶ価値や意義を感じながら「もっと学ぼう」と
思う契機にできると考えている。大学の研究者と
つながれば、生徒が探究を深めることも期待する。

この連携により、生徒より主体的に学習すると考
える。 
[[  検検証証評評価価とと成成果果］］  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
以下のような講演会を実施した。 
・講演者：玉川大学脳科学研究所 鮫島和行教授 
講演タイトル：脳科学者は普段なにを考えているのか 

・講演者：玉川大学農学部 有泉高歴教授 
講演タイトル：卵はどのようにして親になるのか 

アンケート結果から、質問項目 1～2 に関して大
変興味深かったと解答している。質問項目 4 に関
しては普通と解答しているが、質問項目 5に関し
てはプラスの解答が上昇している。つまり、今回
の講演はキャリア教育ではなく生物学との接点
を感じていると考えられる。 

各単元ごとに、既習事項を
説明・確認できる
チェックリストになっている

図 1 各単元チェックリスト  

各単元の知識を利用し、
生命現象を考えさせる記述
問題を解かせる

図 3 高大連携と授業の関係イメージ  

大学研究

最先端研究と授業を関連づける

生物授業

生徒自ら生物学について主体的に学習する

点と点を結ぶ

大学等を知る

つながり 00..55

承認感/尊重される 00..55

達成感/できた体験 00..44

安心感 00..44

生徒なりの理解/イメージ 00..55

あこがれ 00..22

独立性/自己統制/自らの判断で対処 00..22

主役という感覚・自発性 00..44

自らのペースで行動 00..33

気持ちのコントロール 00..33

知的好奇心 00..44

自我・自己肯定感・自尊感情 00..66

プラスの体験/満足・達成 00..66

手段保有感/自信/自ら対処する力 00..55

生徒の対処をサポート 00..88

生徒の安心・自由を促す場つくり 00..33

自らが見出した寄与できそうな事柄 00..33

意義と社会的責任を予測 00..22

自らの責任において選択実行する 00..55

2
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けけ

自自
校校
主主
体体
性性図 2 記述問題   

   表 1 主体性アンケート 

主体性アンケート値を
から「生徒の対処をサポ
ート」の項目が高い結果
となった。「チェックリス
ト」「記述問題」を通して
生徒への対処をしている
と考えられる。先行要件・
属性と比較し「帰結」の項
目が数値が高い結果とな
っている。今回の授業改
善により「自己肯定感」
「プラスの体験」を感じ
ていると考える。 

表 2 高大連携授業 講演後のアンケート  
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❸❸－－③③－－BB②②  デデーータタササイイエエンンスス【【数数学学：：中中学学】】                  

【概要】 
 数学の授業を通じて、それぞれの学齢に応じた、統計に関する基本的な概念や原理・法則の理解をさ
せる。また、統計的に分析するための知識や技能を身につけ、日常生活や社会生活、学習の場面におい
て問題を発見し、必要なデータを集めて表やグラフに表し、統計量を求めることで、現状を把握したり、
2 つ以上の集団の分布傾向を比較したりして、問題解決や意思決定につなげることができるようにする。
データの収集方法や統計的な分析結果などを合理的に判断し、統計的な表現を用いて説明する力、また、
それらの分析結果などを多面的に吟味したりする批判的な考察ができるようにすること。そして、これ
らの学びの中から、不確定な事象の考察や問題解決に主体的に統計を活用しようとする態度、データに
基づいて予測や推測をしたり判断したりしようとする態度の育成を図る。 
[[aa..仮仮説説］］  
 統計的探究の国際的枠組みである、Problem（問
題）、Plan（計画）、Data（収集）、Analysis（分
析）、Conclusion（結論）といった PPDACサイク
ルを実践し、統計的な探究のプロセスの習得を目
的とする。数学の学習の大部分が演繹的な思考を
中心に取り組む場面が多い。数学で証明された法
則（定理）は常に正しく例外はない。それに対し
て統計は帰納的な活動である。観測や実験から
「たぶんこうであろう」という推論を導くための
ものである。数学教育においてデータサイエンス
で生徒に身につけさせたい資質や能力は、こうし
た不確定要素を持っている複数のことがらがあ
るときに、それぞれのデータの傾向や特徴を把握
して、選択したり活用したりするなどの批判的思
考力である。統計的思考力を身につけることによ
って、多様化している現代の問題に主体的な態度
で解決していこうという意識が高まると考える。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
次の表は、データサイエンスの指導計画である。 
内容 時間 形態 
データサイエンス講話 １ 学年全体 
テキストとワークシー
トによる授業 

１２ 習熟度別 

ポスター作り練習 ５ 個別学習 
まとめ ３ 習熟度別 
夏休み課題ガイダンス １ クラス 
ポスター発表① １ クラス 
ポスター発表② １ 学年全体 
詳細は事項のシラバスを参照 

問いを解決するための調査（実験）方法を議論し、
実験、集計を通して、結果を 1 枚ポスターにまとめ
る。統計グラフコンクールの作品例を見せながら説
明する。授業中に行ったポスターを作る練習を基に
して、自分でテーマを決める。発表を聞いて用意さ
れた評価表に記入する。グループ一人ひとりの評価
表を基にグループの代表者を選出しクラス発表を実
施する。 
 課題学習や自由研究の成果が説得力をもつた
めには、ものごとを探究し結論や結果をまとめる
プロセスが論理的であること、また、主張や判断
が客観的な事実にもとづいていることが必要で
ある。それを実現するのが統計的な探究プロセス
である。統計的に探究し、問題を解決する練習を
行っている。そのため、学びの技や自由研究にお
いてグラフの扱い方やデータを示すことができ
る。 
[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：中学 2年生全員 
形態：24時間（1単位 50 分）の授業で実施 
指導体制：中学 2年数学担当教員で実施 
  [[  gg..そそのの他他]]  
 課題学習や自由研究の成果が説得力をもつた
めには、ものごとを探究し結論や結果をまとめる
プロセスが論理的であること、また、主張や判断
が客観的な事実にもとづいていることが必要で
ある。それを実現するのが統計的な探究プロセス
である。統計的に探究し、問題を解決する練習を
行っている。一方で、データサイエンスは企業の
方をお招きした授業展開を模索していたが、来年
度に向けた準備にとどまった。 
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(1) データサイエンス講話 
「データサイエンスが社会にもたらす価値」とい
うタイトルで、日本アイ・ビー・エム株式会社ク
ラウド事業本部、データサイエンス・テクニカル
セールス SPSS ITスペシャリストの西牧洋一郎
氏を招いて講話を開催した。 
(2) テキストとワークシートによる授業 
【自作テキスト】 
令和 3年度から実施される中学校新学習指導要

領の内容以外にも統計的思考に有用なグラフを
取り入れた。内容は次のとおりである。 
第 1部 データサイエンスの基本 

(１) データサイエンスとは 
(２) データサイエンスの方法 
(３) データサイエンスの活用 
(４) データの種類（質的データと量的データ） 
(５) グラフの種類（基本的なグラフ） 

第２部 データの収集（調査） 
(１) 全数調査と標本調査 
(２) 実験・調査の計画 
(３) オープンデータの活用 

第３部 データの集計と分析 
(１) 累積度数 
(２) 質的データの集計と分析 
(３) 量的データの集計と分析 
(４) 代表値 
(５) 四分位数と箱ひげ図 
(６) 散布図と相関 

第４部 データサイエンスの実践 
最初に、中学 1年次の内容の振り返りワークシー
トに取り組む。 

 

 

次に偏差→偏差平方和→分散→標準偏差の順
で、それぞれの統計量とその意味を学ぶ。 

 

そして、最大値、最小値、四分位数から箱ひげ
図ができることを知らせ、箱ひげ図を用いていく
つかのデータを比較する。 
また、散布図のかき方について学習し 2 つのこ

とがらの相関についての見方を知らせる。相関係
数について、今は触れない。 
課題学習や自由研究の成果が説得力をもつために

は、ものごとを探究し結論や結果をまとめるプロセ
スが論理的であること、また、主張や判断が客観的
な事実にもとづいていることが必要である。それを
実現するのが統計的な探究プロセスである。 
この先、生徒個々の課題学習や自由研究が統計的

探究プロセスを意識した活動になるようにするには、
モデルケースを利用した練習が何度か必要になる。
ここでは、自分たちが中学 1 年時に測定した、身長・
体重・握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・
50ｍ走・立幅跳び・ハンドボール投げ・持久走のデ
ータを利用して、問を設定し統計的に探究し、問題
を解決する練習をおこなう。 
(3) ポスター作り練習 
これらの体格測定と体力測定の結果を発表するた

めに、1 枚のポスターにまとめる。表やグラフが書
きやすいように方眼付きの A3 用紙を使う。テーマ
や問がよく見えるようにするとよいことや色やイラ
ストを使ってもよいことなど、統計グラフコンクー
ルの作品例を見せながら説明する。 
(4) 夏休みの課題 
・課題用紙は縦に使用。 
・上部の幅２cm にクラス、出席番号、氏名を記入。 
・ルーブリック（自己評価）をポスターの裏に貼
って提出。 
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・統計グラフコンクールの過去の入賞作品を参考 
・参考文献 
 ポスターを作成するために使った本、新聞、Web
サイト、インタビューさせてもらった人の名前な
ど参考文献として必ず記入。Web サイトは日時
も記入すること。 

(5) ポスター発表 
クラスで 5～6 人のグループに分かれてポスター

発表を行う。発表を聞いて用意された評価表に記入
する。評価項目は次のとおりである。 
・興味深いテーマだったか。 
・仮設や予測から結果まで順序良くまとめてあるか。 
・目的に合ったデータを収集できているか。 
・適切なグラフを選択できているか。 
・データを用いて正確なグラフがかけているか。 
・見やすいようにレイアウトや色使いできているか。 
・グラフをわかりやすく示しているか。 
・次の課題点、問題点についてふれているか。 
グループ一人ひとりの評価表を基にグループの代表
者を選出しクラス発表を実施する。クラス発表の際
は大型のモニタを使う。同様にクラス全員が評価表
に記入して、クラスの代表者を選出する。別日に学
年発表を行う。発表者はパワーポイントを利用して
プレゼンテーションするため練習指導もする。 

 
グループ発表 

 
クラス発表      学年発表 
 

この授業によって、自由研究や、「学びの技」な
ど他教科の探究活動の中で、統計的思考力を活用
した内容になっているか検証した。表は「学びの
技」の論文作成のために利用された統計資料の数
を 3年間追跡調査したものである。 

 
論文 1件当たりに利用している統計資料が増加

していることがわかる。また、2019 年度は 3つ以
上の統計資料に関連性を持たせていることがう
かがわれる。 
 1 つのテーマに対して複数のデータを取捨選択
して自身の意見を述べることができるようにな
ったため、批判的思考力が向上できた。 

  

 

 

 

論文数
統計資料の

数

論文1件当た
りの統計資料

数

2017年度 129 217 1.68

2018年度 133 349 2.62

2019年度 143 447 3.13
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❸❸－－③③－－BB③③  学学びびのの技技【【総総合合的的なな学学習習（（探探究究））のの時時間間】】          
【概要】 
 高校 1 年生から始まる自由研究（総合的な探究の時間）の基礎講座として 1 年を通して、テーマ設定、

リサーチ、情報の整理と考察、プレゼンテーション、論文等の仕方について学ばせている。テーマ設定

は自分の興味関心に応じて自分で設定させ、その後の展開も主体的に取り組むよう活動を促している。

今年度も何度かオンラインでの授業展開があったが、昨年度の経験によりスキルの習得ができ、手段保

有感につながる教育活動ができた。若干例年のプログラムを修正し、割愛したものもあったが、中間発

表のプレゼンテーションや研究の仕上げとしての論文作成は例年と遜色ない仕上がりになった。 
[[aa..仮仮説説］］  

主体性の核となる手段保有感を持たせるため

に、スキルの習得に力点を置く。探究活動には中

学校教育過程での教科学習において指導されて

こなかったスキルの習得が欠かせない。自分の研

究の展開に併せてその都度必要なスキルを紹介

し、自分でそれを使って自分の使えるスキルにし

ていく。それをオンラインでどう指導できるのか

が問われる一年であった。オンラインでもスキル

の習得ができ、手段保有感につながる教育活動が

できる、という仮説を設定した。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
[問いの生成] 
 探究学習は、テーマ設定が研究の成否の鍵を握

ると言われている。自身の興味関心や身近な日常

で感じた疑問を掘り起こし、キーワードを上げさ

せることで問いの生成に結びつけた。 

 
興味関心を整理するマインドマップ 

[リサーチ] 
 リサーチの際には情報がネットなどに偏らな

いよう、分類して収集させている。収集した資料

の保管は、例年ノートに貼らせていたものを、今

年は Google ドキュメントに画像を貼り付ける形

を採用した。出典の記録は例年通り「まいれふ」

というアプリを使用した。リサーチの進捗をチェ

ックしながら、資料の量と質を確保している。 

 

リサーチするときの分類 

 
探究マップの例 
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[発表と学びあい] 
 収集した資料の整理と結論や根拠を考察する

ためのワークシート「探究マップ」の活用を軸に

研究の骨格をまとめさせた。スライド作りの指導

は、対面で実施できたが、中間発表としてのポス

ターセッションが対面では実施できず、オンライ

ンとなった。スライドに音声をつけて動画とし、

配信できるようにした。１週間の公開の期間を設

け、中学２年、３年、高校１年、２年、教員、保

護者に公開をし、コメントを寄せてもらった。寄

せられた疑問、質問、アドバイスをもとに、追加

の資料収集をし、ワークシートを用いて論文の構

成を考えさせた。論文作成は Google ドキュメン

トを用い、コメントをつける形で指導した。 
[検証・評価] 
 仮説に関係する項目は「問いの生成」と「リサ

ーチ」である。昨年度の時点で、OUTCOME シー

トおよび主体性アンケートから得られた成果と

して以下のようなものがあった。 
 OUTCOME シートでは「最も身についたスキ

ルは何か」の項目で「多角的に考える力」と答え

た生徒が存在した。これは「具体的にどう成長し

たか」の生徒のコメントからも伺われる。「やる気

がでたきっかけは何か」では、「発見や自分の成長

を感じたこと」が、次のステップでの主体性獲得

への大きな要素となると考えられた。また、スキ

ル獲得は、次のステップでの手段保有感につなが

るので、この点でも成果があった。 
 主体性アンケートにおいては、中学 3 年生とし

ては難しい課題に取り組んで、ポスター発表や論

文執筆を成し遂げた体験が影響し、「手段保有感・

自信・自ら対処する力」の結果から、次の年度の

自由研究への先行要件になったと判断した。 
 今年度は新たに構築したバンデューラの理論

に基づく因果モデルにより、他者受容が達成経験

および自己効力感につながっていることから、ス

キルの獲得は重要と考える。この因果モデルは学

びの技の生徒のアンケート結果を反映している

ことから、オンラインでもスキルの習得ができ、

手段保有感につながる教育活動ができていると

判断する。 
 

[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：中学 3 年生全員 
形態：総合的な学習(探究)の時間において実施 
※詳細は事項のシラバスを参照 
指導体制：国語科・数学科・英語科・理科・社会・

情報科の教員および司書教諭がティーム・ティー

チングの形式で授業を運営している。1 クラス当

たり異教科 2 名で担当するようにしており、授業

を進める中で生じた問題点などは毎週担当教員

が一堂に会する「学びの技打ち合わせ」にて共有

する。 
[[dd..評評価価手手法法・・教教科科連連携携]] 
 学びの技は玉川学園の課題研究の中核となる

高校 1 年生から始まる自由研究（総合的な学習の

時間）の基礎講座として位置付けているため、❸

－②の研究開発の経緯にて説明した「主体性アン

ケート」「OUTCOME シート」にて評価している。

このため、学びの技を履修した生徒と、他校受験

により学びの技を履修せずに入学してきた生徒

を自由研究において比較している。この点につい

ては❸－③－D⑤自由研究で詳しく述べるが、結

論として、履修した生徒と履修していない生徒で、

アンケート結果に有意な差が認められたことか

ら主体性育成に非常に効果的である。 
 また、今年度は英語科の後期期末テストの初見

問題として学びの技の内容が出題され、探究型の

学習内容と英語の知識技能を統合し、他教科との

連携を図った。この学びの技の初見問題の正答率

は 39.6%〜88.6%であった。既習の教科書問題に

おいても正答率が 20%未満のものが多数あった

ことを踏まえると、比較的高い正答率であったと

言える。このことから、学びの技の授業を通して

獲得した背景知識が英文を理解する上でも活用

され、英語への理解度が上がることで生徒のモチ

ベーション向上にもつながった。 
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[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
 前述したが、毎週担当教員が一堂に会する「学

びの技打ち合わせ」において互いの授業で実施し

ている手法も共有している。この打ち合わせ内容

は書記の司書教諭がまとめており、いつでも振り

返りができるように共有フォルダに保存されて

いる。また、毎年年度末に年間を通した授業を振

り返り、来年度のテキストの改訂を行っている。 
  [[  gg..そそのの他他]]  
 学びの技は書籍化を行っており多くの学校、大

学の探究スキル向上用の教材として使用されて

いる。来年度に、これまで「学びの技打ち合わせ」

において改善してきたものを、改訂版として出版

予定である。 

【英語の定期試験で出題された学びの技の問題】 

 陸は「玉川学園で給食を導入すべきか」という問いで学びの技の発表をしています。次の発表原稿やスライドを元にあとの
問いに対して適切な答えを選び、番号をマークしなさい。 
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過去 3 カ年の論文中
の統計資料の活用数
を調べた。平成 29 年
度は、まだ 8年次の統
計学習は実施されて
おらず、実施は平成 30
年度からになる。棒グ
ラフの下の段は、「基
本知識や問題の背景」
の章での統計資料の

数を表し、上の段は根拠に用いた統計資料の数を
表している。この数値の伸びに、強い根拠を意識
して生徒が取り入れた成果が現れている。 
（全数調査：論文数H29年度 129、H30年度 133、
R 元年度 143） 
【主体性アンケート】から 

 

 
 

先行要件で「達成感・できた体験」は中学２年生
での自由研究の経験を踏まえている。その値と帰
結の「プラスの体験・満足・達成」を比較すると、
0.2 ポイント上昇している。その上昇の原因は、
周囲の働きかけの「生徒の対処をサポート」の 1.0
の値からわかるように、授業担当者のサポートを
受けて、中学 3年生としては難しい課題に取り組
んで、ポスター発表や論文執筆を成し遂げた体験
がある。ただし、属性の「独立性・自己統制・自
らの判断で対処」が 0.4 の低い値からわかるよう
に、教師の主導で探究活動がなされてきたという
感覚を生徒は持っている。しかし、帰結の「手段
保有感・自信・自ら対処する力」が 0.6 の値から
わかるように、次の年度の自由研究への先行要件
になったと判断する。 
仮説に関係する項目はオンラインで授業を実

施していた「問いの生成」と「リサーチ」である。
だが、リサーチに関しては多くの生徒が成果とし
て挙げている。ただし「高 1での不安なこと」と
して「テーマ設定」を挙げている生徒が多い。ま
た「最も身についたスキルは何か」の項目で「多
角的に考える力」と答えた生徒が 7％いたことが
意外だったし、うれしかった。これは「具体的に
どう成長したか」の生徒のコメントからも伺われ
る。「やる気がでたきっかけは何か」では、「発見
や自分の成長を感じたこと」が、次のステップで
の主体性獲得への大きな要素となると考えられ
る。また、スキル獲得は、次のステプデの手段保
有感につながるので、この点でも成果があった。 
仮説では想定していなかった点として、対面の

プレゼンを諦めて、動画配信にした際、対面の時
よりも聞き手の評価用紙への記入が格段に量・質
ともにアップした点が挙げられる。対面の際は、
短い時間で書かなければならなかったが、動画配
信を自宅で視聴し、時間を掛けてアドバイスを書
いてくれた人が多かった点は、この評価を受け取
った生徒にとっては、モチベーションを上げるき
っかけとなった。 

 

つながり 0.6

承認感/尊重される 0.4

達成感/できた体験 0.6

安心感 0.5

生徒なりの理解/イメージ 0.5

あこがれ 0.6

先先行行要要件件のの平平均均  ((--11..55～～11..55)) 00..55

独立性/自己統制/自らの判断で対処 0.4

主役という感覚・自発性 0.6

自らのペースで行動 0.6

気持ちのコントロール 0.5

知的好奇心 0.5

属属性性のの平平均均  ((--11..55～～11..55)) 00..55

自我・自己肯定感・自尊感情 0.6

プラスの体験/満足・達成 0.8

手段保有感/自信/自ら対処する力 0.6

帰帰結結のの平平均均  ((--11..55～～11..55)) 00..66
生徒の対処をサポート 1.0

生徒の安心・自由を促す場つくり 0.3

11..77

自らが見出した寄与できそうな事柄 0.6
意義と社会的責任を予測 0.4

自らの責任において選択実行する 0.6

玉川SSHの
主体性独自定義

先先行行要要件件

属属性性

帰帰結結

周周囲囲のの働働ききかかけけ

主体性アンケート値(-4.5～+4.5)
先行要件の平均＋属性の平均＋帰結の平均
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❸❸－－③③－－CC④④  理理系系現現代代文文  【【高高校校 33 年年理理系系必必修修】】                
【概要】 
 国語と理科の教科連携において、文章や時事問題の読解を土台に、批判的思考力・言語表現力を鍛え

る授業展開を行った。学校休校期間もオンラインで統計データの取り扱いや卒業生との意見交換会を実

施、文章読解の継続性を保った。生徒自身のバイアスに気が付かせる授業展開をし、思考の言語化の機

会を多く設定した。 
[[aa..仮仮説説］］  
文章や時事問題の読解を土台に、批判的思考

力・言語表現力を鍛える授業展開を用いることで、

主体性ペタンゴンの[Ⅵ、活動]と[Ⅴ、学びあい]を
促進する。いずれの学年でも教材と社会のニュー

スを結び付ける[Ⅲ、リサーチ]活動を定期的に行

い、社会に[Ⅱ、触れる]場所を提供する。その体験

を通し、自らの思考を言語化することに面白みを

感じさせて、どのような事柄についても主体的に

考えることができる生徒を育成する。さらに[Ⅳ、

発表]における質疑応答によって思考が深化する

と考える。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
[内容・方法] 
１、[Ⅵ、活動]と[Ⅴ、学びあい] 
 理系の生徒に向けて精査した自主教材と筑摩

書房『科学評論選』を多用し、多くの研究者たち

の文章を読み込ませた。大学の過去入試問題も活

用しながら、言語の四技能、「読む」「聞く」「話す」

「書く」を、左記の順で並べた授業を展開し、「知

識あっての思考育成である」と示唆を重ねた。 
2、[Ⅱ、触れる] [Ⅲ、リサーチ] 
 前期はインターネットにおける情報リテラシ

ー力を鍛え時事問題に広く触れさせた。教材を一

つ読解するたびに関連する分野についてスクラ

ップ活動を行った。良質な記事を生徒へ広くフィ

ードバックすることで、情報を取捨選択する目を

養う必要があると気が付かせることを意図した。

後期は政府主導の「スマートシティ構想」から柏

の葉スマートシティとさいたま市スマートシテ

ィの 2つを舞台に新しい業態のイノベーションを

起こす班活動を行った。 
3、[Ⅳ、発表]と[Ⅴ、学びあい] 
 質疑応答に力点を置いた。教員がよりファシリ

テーターに徹し、生徒主体の授業形態を進めた。

教材読解の際にもオープンクエスチョンを多く

発問し、生徒が思わず話し合いをしてしまうよう

な仕掛けを重ねた。後期のスマートシティ構想に

おいてイノベーションを起こすという発表では、

実際の社会の中で収益を上げていく点にも言及

し、授業内ではあるが活発に議論が展開された。 
４、下位学年への授業展開 
 高校 2 年現代文の授業内では、批判的思考力の

うち「多面的に思考する力」に焦点を絞った。与

えられたテーマに対する賛否を論じる練習、スク

ラップした新聞記事から論点を見つけ出す練習

とその論点についてスピーチを行い、質疑応答を

重ねる練習など、社会と教室内活動が乖離しない

ように時事問題に多く触れさせる授業を通年展

開した。 
５、企業連携 
 2021 年度は発明推進協会と連携して、国際弁

理士で横浜国立大学客員教授の渡邉知子氏と知

的財産に関する授業を実施した。本授業は 1 月下

旬に 3 回にわたって知財に関する授業、グループ

ワーク、発表を行った。 

 
６、卒業創作の予算を勝ち取ろう 
 2022 年度は管理機関の職員や教員に向けて創

作企画のプレゼンを通して予算を獲得すること

を想定した発表会を実施した。３～４人の班ごと

にプレゼンテーションを行っている。狙いは①予

算を獲得する、という枠組みによって、生徒の主
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体性を最大限発掘し、②「夢（創造性）」から考え

る仕掛けによって、イノベーションに向き合う姿

勢を身につけさせ、③夢を叶えるためのスキルを

検討することによって、自分の成長あるいは人材

育成の過程をメタ認知させ、④玉川の全人教育の

「富」と向き合い、研究者として活躍するのに必

須な「資金獲得」の経験をさせる。管理機関に参

加してもらい様々なアドバイスを頂いた。 
[検証] 
 過去からの継続で全活動を１つの自作ルーブ

リック評価基準 A~C,各 10 点を用いて評価し

た。規準 A：思考(含：批判的思考)、知識、内容

理解、規準 B：形式、文章の構成、規準 C：言

語の活用力 
[[  cc..  対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：高校 3 年生 理系 
形態：学校設定科目として実施  
※詳細はシラバスを参照 
指導体制：国語科・理科の教員がティーム・ティ

ーチングの形式で授業を運営している。1 クラス

当たり国語・理科の教員 2 名で担当している。 
[[ee..既既存存のの教教科科・・科科目目ととのの関関連連]] 
 理系現代文は既存の国語・現代文に置き換えて

実施している。文系で行っている現代文では評論

教材においては、各段落の要旨を的確に読解し、

筆者の意図を正確に把握できる読解力をつけさ

せる。また、批判的思考力を養い、各期に設定さ

れた単元名を意識しながら、知識を体系化してい

く。理系現代文においては理系に進む生徒に特化

した内容として設定しており、理系の評論教材の

読解だけにとどまらず、理系で必須となるプレゼ

ンテーション、論文執筆に役立つ小論文執筆を通

して、理系に特化した批判的思考力を身に着けさ

せることができる。成果としては履修生徒の 65％
が小論文などを利用して理系大学へ進学した。 
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
 理系と文系の教員で授業を作っているため、互

いの教科の指導方法を深く知ることができ、理科

は小論の添削方法を、国語は理系の文章読解方法

をそれぞれ学ぶことができる。また、担当者を毎

年変えることで、多くの国語と理科の教員にノウ

ハウを広めることができている。 

テーマ一覧 

 

 

発表の様子 

 

 

管理機関からのコメント 
 

モモンンガガーータタMMÅÅNNGGAATTAA〜〜ククルルミミ。。ををププロロデデュューースス～～

大大豆豆をを穂穂木木、、タタババココをを台台木木ととししてて接接ぎぎ木木をを用用いいたた新新種種のの大大豆豆苗苗をを作作成成すするる

玉玉川川学学園園のの未未来来

玉玉川川学学園園でで““おお祭祭りり””をを開開催催ししたたいい！！！！

VVRRでで修修学学旅旅行行

玉玉川川学学園園ににタタイイムムカカププセセルルをを咲咲かかせせよよううププロロジジェェククトト

玉玉川川学学園園ををテテーーママととししたたゲゲーームムをを作作るる

カカジジノノ

GGIIFFアアニニメメ・・モモザザイイククアアーートト

記記念念ググララウウンンドドででフフェェススをを行行うう

奈奈良良池池復復活活計計画画～～パパンンフフレレッットトのの裏裏表表紙紙をを飾飾ろろうう～～

仮仮装装大大賞賞

すすごごろろくくゲゲーームム

健健康康なな生生活活をを実実現現すするるたためめのの都都市市計計画画のの考考案案ととモモデデルル化化

アアイイドドルル衣衣装装をを作作っっててラライイブブををすするる

映映画画製製作作

アアニニメメ制制作作

日日本本刀刀作作っっててみみたた

玉玉川川学学園園紹紹介介ムムーービビーー作作製製

映映画画ややアアニニメメななどどのの非非現現実実的的ななここととをを最最新新のの編編集集技技術術をを駆駆使使しし再再現現ししててみみるる
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生徒へのアンケート・・・生徒の成長が読み取れる 

 

 

印象に残った言葉は何ですか。（印象に

残った文章や作家、できごとなどでもいい

です）

4月の時点の自分と現時点の自分を比較して

OUTCOMEシートへ記入しました。その時

に、この授業を通してこんなことが変化した、
と気が付いたことがあったら教えてください。

「理系現代文の授業を通して考えた、

自分がこれから習得するとよい！」と

いうことを教えてください。

今or ５、１０、・・・年後、授業で学んだことがどんな場面で活かせそうで

すか。（記入例：～～の場面：こんな内容が、こんなふうに生かせそう）

人間は知性がある 10月の発表で質問をされた際、それに答

えられなかったので、自分が思ってる以上

に考えてもいなかったタイプの質問が来る

ことを想定してもっと調べておくことが大

切だと気づきました。

正しく推論する力 小中高では、問題などに何かしら答えがあってそれを求めるだけの

授業が多かったが、大学では必ずしもそうだということはなく、自

分の意見を持つということも重視されると思うので、そういう意味

では理系現代文をやっていた人は周りよりも有利になるのではない

かと思います。

人工知能はどのようにして「名人」に勝っ
たのか

自分の中であっていると思っていたという

ことが結局間違っていた

他人の価値観を理解する 大学のレポートや論文にいかせそう

視覚障害者について自分が考えた店を発表

したこと。

物事をこれだと決めつけて考える癖があっ

たのだと気づくことができた。その中で発

表するときに相手に明確に伝えることがで

きるようになっていたと感じた。

視野を広く、そして多様性を持って考

えられるようにしたい。

もし仕事でプレゼンターなどをする際にこの授業で大切なことで

あった、明確に伝える、だらだら喋らないことということをまなび

ました。それが活かせると感じました。

人間はAiをこえれる 自信を持った発言をすることができるよう

になった。

文章の速読、精読をすること。 就職の時に字を綺麗に書くこと。

昆虫の目線になると言う考え方 理系と文系の違い、ただ勉強の得意不得意

で決めただけでわないことがわかった。

発表力、多面的な思考を持ちたい。 ディスカッションなどの時相手の立場を考えて意見を言える。

和算は汎用性は低いが計算方法はしっかりし
ている

文系と理系の違いで、なぜ自分が理系を選

んだのか改めて理解できた。また1歩下

がって視野を広く、物事を多角的に見れる

ことが増えるようになった。

文字、文章を綺麗に書くこと。特には

み出しには注意

就職面接の場面で、文章の構成と自分の意見がしっかりしていれ

ば、相手に伝わりやすいので理系現代文で学んだ作文テストが活か

せそう。

・私たちがきれいな野菜を手に取り食べら

れている裏には、数多くの昆虫たちの犠牲

があること。

自分が考えた意見に対して、反論・反駁を

考えやすくなったと感じた。自分の考えを

聞いて、他の人がどのように考えるかも予

想しやすくなったと感じている。

反論・反駁を考える能力

イノベーターになろうの場面：誰もが見やすいスライドを製作した

り、聞き手に分かりやすいようなプレゼン内容を考えることは、大

学や社会に出てからあるであろうプレゼンの時に活かせるのではな

いか。また、現時点で課題研究活動を行っている生徒は、理系現代

文で学んだことをすぐに反映させることができると考える。

私が印象になっている言葉は「学」です。
言葉は色々な言葉に言い換えることができ、そ
れはつまり言葉には色々な意味が含まれてい
るということです。このことを考えさせてくれた
のが「学」という言葉でした。

物事の本質を考える癖がついたと思いま

す。また、反駁を考えることで他の立場と

考えれるようになりバイアスの檻から抜け

出しやすくなったと思います。

正しく推論する力を持ちそれをわかり

やすく伝えれるようにする能力。

今後の大学生活では論文を読む機会が増え、また、書く機会も増え

ます。それらに理系現代文は活かせるのではないかと思います、

理系と文系で着眼点が異なること 4月はただ文章を書くのが得意だったけれ

ど、今はパラグラフライティングや反論・

反駁を意識した文章を自然と書けるように

なった。

たくさんのデータから文章にまとめる

こと。

誰かと話し合いになった時に、相手を納得させながら喋ることが出

来そう。

たくさん調べたほうがいいと言われたこと 思考する力がついた 相手の意見と自分の意見が異なった場

合の対処法

人に意見を言ったり考えてから実行したりする力

データ解析における天文学と文化の違い

で、学者によって考え方が違うのが色々な

視点から見れたことが驚きで印象に残って

いる。

理系現代文が自分の小論文課題を助けてく

れたので、プラスに捉えられるようになっ

た。

小論文のスキルをより磨きたい。 反論反駁などが様々な意見交換の場所で役立つと考える。会話の中

でも頭の中でそれを考えることができるならより理論的な話ができ

る他考えた。

｢感化を受ける｣ことは自発的なもの 相手の意見を受け入れることができるよう

になった

教養 会議 : 物事を多面的に見る事が議論を円滑に進めることに役立てそ

う

いろいろな科学者の羊の話 相手がわかりやすいような文章の作り方

構成がバラバラで言っていることの意味が

わからないと言われることが多かったけ

ど、論理の展開の仕方がわかったので、最

近は理解できないと言われることが少なく

なった。

語彙力 プレゼンテーションなど、誰かに話をする時

AIにはふなっしーみたいなキャラクターを

考えられない

授業を受ける前は点数とかの事だったけ

ど、今は作文の内容が上手くいったとかに

なった

語彙力をつける→読書する 大学、大学院での卒論

知識があっても常識が必要 自分でより考えるようになった 自分の考えをまとめる プレゼンの場面:自分の考えを共感できるように伝えられる

素直であれ 自分の意見や考えを批評された時、4月時

点ではそれを簡単に受け入れることができ

なかったが、今となっては、批評されると

新しい意見が聞けて嬉しくなる。

具体的に行動に移すこと プレゼンテーションの場面:バイアスを取り除き、様々な視点を取

り入れた発表をすることで、閲覧者が納得しやすいプレゼンができ

そう。

結果が良ければ全てが正当化される より具体的に推論するようになった 様々な経験を重ねること 社会に出た際に色々な方と出会う。その時色々な意見を聞いたり述

べたりする時に自分中心の考えだけでなく、バイアスを除くといっ

た批判的思考力が大切だと気づくだろう

わからないという一つの言葉でも意味が違

うということ。(理系と文系の違い)
グループワークをたくさんしたので多角的

に物事を考えられるようになった。

周りの意見に流され過ぎず、自分の意

見もしっかりと持てるようにするこ

と。

大学入学後、みんなで話し合う時に傾聴したり、発表したりする時

に役立ちそう

４月当初の自分と、現在の自分とでは経験

値が全く違うでしょう。

評価はそれぞれだったでしょうが、自信を

もって、でも自己添削は忘れずに、今後も

多くの書き物に対して立ち向かってほしい

と思います。

800字程度の小論文なら意識せずに書いて

も、構成がしっかりするようになった。

日本語の表現のバリエーションをもっ

と増やす、色々な漢字を正確に書ける

ようにする

将来、自分が論文を書くときにとても役立ちそう。

頭のいい人は恋愛ができない。

発表時なぜか、発表の準備をしていない=
ノー練(?)の人をおだてる男子軍。

小論文最後まで書き切れる。 理系文系関係なくやっぱり語彙力,金
言...知識は習得するべき　人間性を豊か

にする。世界の見方が変わる。

アイディアなど意見を求められた時、論文を書く時。

問題文から鶴亀算を使って人に解法を伝え

ること

さまざまな観点から物事を視ることを意識

するようになった

物事を本質から考える 人のプレゼンテーションなど意見を聞く場面

小学生に教えると仮定して授業をしたグ

ループワークで、自分にはない考え方に驚

いたのが印象に残っています。

前よりも反対意見を考えられるようになっ

た。

お題に対していろんな立場や物事を絡

めて深く考えられるようになりたい。

話し合いの場面:相手の話をしっかりと聞き、自分の意見との共通

点や相違点を見つけることで互いを尊重しながら円滑に話し合いが

進められそう。

天文学者と物理学者と生物学者と数学者と

のヒツジの話

昔は細かいところまでわからなくて抽象的

な表現だったが、今では具体的な内容や理

由をかけるようになった。

本質を理解する力と読解力 全ての授業:批判的思考力が将来、物事を見極めたり、騙されそう

なときに生かせると思う。

森博嗣 語彙力は上がったし、批判的思考力も以前

よりは変化したと思います。

課題文の意図を読み、それを踏まえて

文章を構成する力が足りないので習得

したいです。

人前に出て何かを発表することが多かったので、今後自分の研究内

容を発表するときに活かせると思います。

理系と文系の違いとは？ グループワークの授業を通して一つの視点

だけでなくあらゆる視点で物事をかんがえ

ることができた。

コミュニケーション能力 社会に出た時自分の意見をしっかり持てそう。
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❸❸－－③③－－DD⑤⑤  自自由由研研究究  【【総総合合的的なな学学習習（（探探究究））のの時時間間】】                
【概要】 
 高校 1 年生から 3 年前期まで 2 年半のプログラムである。５つのカテゴリー（人文科学・社会科学・

教育・芸術・理工）のうち生徒はいずれかに属し、その中で自分の研究テーマを個別指導してもらいつ

つ中間発表として、トピック別の小さな集団やカテゴリー別でのスライドによる口頭発表をはさみ、最

終的には A4 用紙 10 枚の以上の論文にまとめる。この自由研究の基礎講座の「学びの技」では主に文献

調査の手法を学ばせたが、この自由研究では文献調査に留まらず、実験やフィールドワークなど自らの

手でつかんだ第一次資料を用いて結論の根拠の裏付けとする指導を展開している。今年度は、昨年度に

引き続きコロナの影響で授業数が少なかったが、実施した主体性アンケートと OUTCOME シートの分

析により、バンデューラの理論に基づく因果モデルを構築することができた。 

 
実実施施ししてていいるる自自由由研研究究のの分分野野一一覧覧

[[aa..仮仮説説］］  

 
学びの技から自由研究の接続  

昨年度、中 3 の「学びの技」での活動の土台が

あったことと自由研究担当者が、主体性向上に向

けて一致団結したことが、主体性をはぐくむこと

が示唆された。しかし、玉川独自の主体性定義の

アンケートの値が、「理工」よりも「その他」が低

いのは、担当者の指導のあり方に問題があること

が見えてきた。この点に関して、作成したアンケ

ートがどのようなモデルに基づいているのか明

らかになれば、指導の指針が立てられると考える。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
［テーマの設定］※テーマ一覧は❹関係資料参照 
 ５つのカテゴリー（人文科学・社会科学・教育・

芸術・理工）内の各トピックから、自身が 3 年間

かけて研究したい分野に属し、その中でテーマ設

定してトピック担当の教師に個別指導してもら

う。高校 1 年次はガイダンスのあと 4 月～5 月に

かけて関心のある分野を巡り、担当教員やそこで

研究している先輩と意見を交わしながらテーマ

を見つけていく。この 2 か月内は自由に様々なト

ピックを巡ることができるので、じっくりと自身

にあったテーマを模索することができる。 
［研究の進め方］ 
 各担当教員が 3年次での論文執筆を目標に定め、

研究を指導する。研究には自由研究のテキストを
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用いる。高校 1 年～3 年の全生徒が毎週金曜日 7
～8 時間目に各担当教員の下で研究を行う。高校

1 年生は先輩の研究を見ながら自身の研究を進め

ることができる。この自由研究の基礎講座の「学

びの技」では主に文献調査の手法を学ばせたが、

この自由研究では文献調査に留まらず、実験やフ

ィールドワークなど自らの手でつかんだ第一次

資料を用いて結論の根拠の裏付けとする指導を

展開している。 

 
自由研究のテキスト 

[発表] 
 中間発表として、高校 1 年生は 1 月～2 月にか

けてトピック別の小さな集団やカテゴリー別で

のスライドによる口頭発表を行う。高校 2 年生は

3 月に実施の学園展において全員が口頭発表をポ

スター形式で実施する。高校 3年生は前期中にA4
用紙 10 枚以上の論文にまとめる。高校 1～2 年生

の優秀発表者には奨励賞、高校 3 年生の優秀論文

執筆者には金賞、銀賞、奨励賞が授与される。 
[検証] 
 ルーブリック、主体性アンケート、OUTCOME
シートにより多角的に生徒の課題研究を評価す

る。これにより、[a.仮説］の検証を行う。 
[[  cc..  対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：高校 1 年～3 年全生徒 
形態：総合的な探究の時間において実施 
単位数：高校 1～2 年(2 単位)、高校 3 年(1 単位) 
指導体制：全教科の教師がそれぞれのトピックを

持っており、そこに所属する生徒を指導する。教

務の自由研究部会がこれを統括しており、年間の

予定や発表会の設定、学内教員研修会などの企

画・運営を行っている。 
[[dd..評評価価手手法法・・教教科科連連携携]] 
 独自に作成したルーブリック、主体性アンケー

ト、OUTCOME シートに加え、自由研究担当部

会の教員によるインタビューによって評価する。

また、理系分野にあたる理学工学分野に所属する

生徒は全体での発表とは別に、生徒研究発表会を

実施している。このとき、数学、理科、情報、学

びの技の担当教員が連携して発表会を運営する。 
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
 年度当初に自由研究を始めて指導する教員向

けに研修会を実施している。また、年度末には担

当教員が一堂に会して、年間の振り返りを行う。 
[[  gg..そそのの他他]] 
 昨年度に引き続きコロナの影響により、理系分

野以外は対面での発表会が中止となり、発表会は

各トピック内でのみ実施された。各トピック内の

最優秀の生徒のみが 3月に実施された学園祭にお

いて、オンライン発表を行った。また、教員研修

会も 2 月に実施予定のものが中止となった。 
■■ススケケジジュューールル  

 

１月：課題研究パワーポイント提出 
２月：分野別発表会 
３月：SGHSSH 生徒研究発表会発表会 
理数系課題研究以外も、文系理系問わず、口頭発

表・ポスター発表を行った。 
■■使使用用教教材材  

SSH「学びの技」で

利用している冊子、

SSH「課題研究」で利

用している冊子を融

合し、総合的な学習の

時間「自由研究」探究

するための冊子に利

用する。１０年間

SSH 活動で蓄積し

た、課題研究活動につ

いての情報を、文理全体に波及することができた。 
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■■ルルーーブブリリッックク  

 

 

正確な自己分析、自分の価値観や信念に基づいた

キャリアデザイン力、その実現に向けた継続的な

実践力を育成する。生徒自身で課題を設定し、情

報を収集し、根拠やその裏付けを特定しながら結

論を導く探究型の課題研究を実施する。ただ疑問

に感じてことを解決するだけではなく、質問する

力や反論する力、論文の客観性や公平性の認識に

着目する。また、生徒自身で実験計画・結果・考

察・振り返りを徹底し、課題を解決するために必

要な主体性を育成するための授業展開を実施す

る。そのためのルーブリックを作成した。 

 

 
OUTCOME シートの「やる気が出たきっかけ」

インタビュー 
 
 
 

理
工

理
工

そ
の
他

そ
の
他

10 11 10 11
つながり 0.5 0.4 0.7 0.7

承認感/尊重される 0.5 0.7 0.5 0.6

達成感/できた体験 0.8 0.8 0.8 0.9

安心感 0.5 0.7 0.6 0.6

生徒なりの理解/イメージ 0.8 0.6 0.7 0.8

あこがれ 0.6 0.5 0.6 0.7

先行要件の平均 00..66 00..66 00..77 00..77
独立性/自己統制/自らの判

断で対処 0.4 0.4 0.5 0.5

主役という感覚・自発性 0.8 0.8 0.8 0.8

自らのペースで行動 0.7 0.6 0.8 0.9

気持ちのコントロール 0.7 0.7 0.6 0.7

知的好奇心 0.9 0.7 0.8 0.8

属性の平均 00..77 00..77 00..77 00..77
自我・自己肯定感・自尊感

情 0.8 0.8 0.8 0.9

プラスの体験/満足・達成 1.0 0.7 0.9 1.0
手段保有感/自信/自ら対処

する力 0.7 0.8 0.7 0.8

帰結の平均 00..88 00..88 00..88 00..99
生徒の対処をサポート

1.2 1.1 1.0 1.1
生徒の安心・自由を促す場

つくり 0.5 0.7 0.5 0.7

22..11 22..11 22..22 22..33

自らが見出した寄与できそう
な事柄 0.9 1.0 0.5 0.6

意義と社会的責任を予測
0.6 0.5 0.4 0.5

自らの責任において選択実
行する 0.7 0.8 0.8 0.8

玉川SSHの
主体性独自

定義

先行要件

属性

帰結

周囲の働
きかけ

主主体体性性アアンンケケーートト値値　　((--44..55～～++44..55))

先先行行要要件件のの平平均均＋＋属属性性のの平平均均＋＋帰帰結結のの平平均均
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❸❸－－③③－－DD⑤⑤  自自由由研研究究  理理学学工工学学  ((旧旧 SSSSHH リリササーーチチ))            
【概要】 
 生徒の興味関心に基づいて物理的な視点からテーマを決め進める課題研究の方法において、研究に関

連した活動を記録した月報を提出する手法により日々の研究の振り返りと計画を繰り返す。これにより、

短期間で結果を得て論文や発表で外部評価を受けて自己効力感を感じさせ、次の課題設定に主体的に向

かわせ主体性ペンタゴンを回すことが出来ると考えた。定期的に中間発表、課外の研究発表会・論文作

成も行うようにした。実施過程で生徒同士や指導教員、大学等の研究者とディスカッションを行い、研

究内の本質、今後の研究の道筋を考えさせ、目標設定させる。このような体験を繰り返すことで、試行

錯誤し自ら答えを導きだすことの楽しさに気づかせ、達成感を得ながら、研究に対して主体的に動ける

科学技術人材を成長させていく。今年度は ISEF において文部科学大臣特別賞 1 件、高校生科学技術チ

ャレンジにおいて入選 2 件、日本学生科学賞において入選 1 件、生活コンクールにおいて努力賞 1 件、 
坊ちゃん科学賞において入賞 1 件、神奈川大学全国高校生 理科・科学論文大賞において優秀賞 1 件、

の受賞があった。  
[[aa..仮仮説説］］  
生徒の興味関心に基づいて研究内容を決めて

いくことで、責任をもって課題研究を進めること

ができる。また、活動を月報にまとめることを習

慣化することで、短期間で結果を得て論文や発表

ができ外部評価を受けられ、自己効力感の向上が

期待される。このサイクルを高 1→高 2→高 3 と

繰り返すことで、次の研究へと向かうことができ

主体性ペンタゴンを回すことが可能と考えた。課

題研究を行いながら、生徒の主体性評価を行うた

めに、【OUTCOME シート】【課題研究ルーブリ

ック】【主体性アンケート】の３つを用いた。正確

な自己分析、自分の価値観や信念に基づいたキャ

リアデザイン力、その実現に向けた継続的な実践

力について生徒の育成ができると考える。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
 第３期 SSH 課題研究では、新たなルーブリッ

クを作成して形成的評価を用いて主体性を育む

こととしている。年間を通して、【OUTCOME シ

ート】【課題研究ルーブリック】【主体性アンケー

ト】の３つの結果から生徒の主体性について検証

した。なお 3 つのシートについては本報告書❸-
②研究開発の経緯内において記載してある。生徒

の興味関心に基づいてテーマを決め進める課題

研究の方法において、研究に関連した活動を記録

した月報を提出する手法により日々の研究の振

り返りと計画を繰り返す。 
 主体性アンケートとルーブリックの結果を見

ると、双方ともに学びの技や理系分野以外の課題

研究と比較して高得点となっている。また、ルー

ブリックに関しては、コロナの影響が多少みられ

るが、バランスよく各観点が評価されている。 
※分析の詳細は❸-④実施の効果とその評価参照 

 
主体性アンケートとルーブリックの結果 

［連携］ 
≪大学教員からの指導≫  
・信州大学助教を招き、「SSH リサーチ（生物）」

において授業連携を実施した。 
・慶応大学理工学部専任講師から「課外活動（サ

イエンスクラブ）」において研究指導を受けた。 
・北里大学客員教授から「SSH リサーチ（サンゴ）」

において毎週課題研究指導を受けた。 
≪卒業生からの指導（課題研究）≫ 
玉川大学学部生 6 人（週 1 回）、早稲田大学学部

生 1 人（週１回）、帝京大学学部生 1 人（週 1 回）、

東京農業大学学部生 1 人（週 1 回）、日本大学学

部生 1 人（週 1 回） 
≪企業連携、地域連携≫ 
西松建設株式会社、株式会社 竹中工務店、日本ポ

リグル株式会社 

他他
者者
受受
容容

達達
成成
経経
験験

自自
己己
効効
力力
感感

主主
体体
行行
動動

憧
れ

3.4 3.2 2.9 3.0 3.0

主体性アンケート1～4
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［主な成果］※成果の詳細は❹関係資料参照 
SSH 生徒研究発表会：物理工学部門全国 2 位、生

活をテーマとする研究作品コンクール：優秀賞 1
件、東京理科大学坊っちゃん科学賞：入賞 3 件、

佳作 2 件、「地域の伝承文化」に学ぶコンテスト：

佳作(全国 3 位)、日本学生科学賞東京都：化学分

野奨励賞 
[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：高校 1 年～3 年 自由研究(総合的な探究の

時間)理工学分野選択生徒 
形態：総合的な探究の時間において実施。 
単位数：高校 1～2 年(2 単位)、高校 3 年(1 単位) 
指導体制：数学・理科の教員が生徒の希望するテ

ーマに合わせ、分担して指導している。 
[[dd..評評価価手手法法・・教教科科連連携携]] 
 独自に作成したルーブリック、主体性アンケー

ト、OUTCOME シートに加え、自由研究担当部

会の教員によるインタビューによって評価する。

また、理系分野にあたる理学工学分野に所属する

生徒は全体での発表とは別に、生徒研究発表会を

実施している。このとき、数学、理科、情報、学

びの技の担当教員が連携して発表会を運営する。

生徒のテーマ一覧と大会・コンテスト等の結果の

詳細は❹関係資料を参照のこと。 

 
プラネタリウムの映像 

 課題研究を教科の授業に活かした事例として、

中学 3 年生の理科・第 2 分野(天文)において自由

研究天文学の生徒が作成したプラネタリウムの

番組を用いて授業を進めた。3 次元的な空間把握

が必要な天文の授業において、プラネタリウムを

活用することが有用であることは 2019 年度の報

告書に記載した。今年度はこれに加え、宇宙とい

う日常から離れた世界の話を、高校生らしい興味

関心に基づいた研究内容を中学生に紹介するこ

とにより、生徒が主体的に学ぶきっかけを作るこ

とができた。 

  [[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
 月に 1～2 回の頻度で、担当教員で打ち合わせ

を行い、ノウハウの継承と指導力の向上を図って

いる。年間計画の確認からはじまり、生徒のテー

マの共有、発表会・学会・コンテスト等の共有、

各分野で使用している実験装置の掌握を兼ねた

担当教員による装置の使用方法の研修などを実

施している。また、校内における研究成果の共有

として 30分程度のSSHの取組についてまとめた

動画を作成した。この動画は生徒が各分野の研究

を取材したものを統合したものとなっており、学

内の共有サーバーだけでなく、文化祭などでも広

く紹介された。 

 

 

 
動画の様子 

[[  gg..そそのの他他]] 
 昨年度に引き続きコロナの影響により、対面で

の発表会が少なかった。理系分野以外は対面での

発表会が中止となり、発表会は各トピック内での

み実施された。各トピック内の最優秀の生徒のみ

が 3 月に実施された学園祭において、対面で発表

を行った。一方で、教員研修会も 2 月に実施予定

のものが中止となった。 
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生生徒徒がが記記入入ししたた OOUUTT  CCOOMMEE シシーートト

 

 
批判的思考力 

 
  

 
 

 
各分野の主体性ペンタゴン。 

 
  

2019年度 土台の検討 推論 明確化

生物 5.4 5.6 5.6
物理 5.0 5.5 5.1
化学 5.2 5.6 5.6
サンゴ 4.4 5.5 5.3
全体 5.0 5.5 5.4
2020年度 土台の検討 推論 明確化

生物 4.0 4.5 3.6
物理 5.5 4.8 4.0
化学 5.0 5.3 4.9
サンゴ 3.5 4.2 4.3
全体 4.5 4.7 4.2
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～物理分野～ 
生徒の興味関心に基づいて物理的な視点からテーマを決め進める課題研究の方法において、研究に関

連した活動を記録した月報を提出する手法により日々の研究の振り返りと計画を繰り返す。これにより、

短期間で結果を得て論文や発表で外部評価を受けて自己効力感を感じさせ、次の課題設定に主体的に向

かわせ主体性ペンタゴンを回すことが出来ると考えた。これまでこの枠で活動した生徒は、東京理科大

学坊っちゃん科学賞において 6 名、日本学生科学賞において 4 名、神奈川大学高校生理科・科学論文大

賞において 3 名、第 1 回 Change Maker Awards において 1 名、日本物理学会 Jr セッションにおいて

2 名、東京家政大学生活をテーマとする研究作品コンクールにおいて 3 名、電気学会高校生みらい創造

コンテストにおいて 1 名が受賞を果たした。今年度は 21 名が活動しており、日本学生科学賞において

1 名、東京都高等学校理科研究発表会において 1 名、高校生科学技術チャレンジにおいて 1 名が受賞し、

日本物理学会 Jr セッションに 4 名、電気学会 U-21 学生研究発表会に 5 名、情報処理学会に 1 名が参

加予定である。 
[[仮仮説説］］  
生徒の興味関心に基づいて研究内容を決めて

いくことで、責任をもって課題研究を進めること

ができる。また、活動を月報にまとめることを習

慣化することで、短期間で結果を得て論文や発表

ができ外部評価を受けられ、自己効力感の向上が

期待される。このサイクルを高 1→高 2→高 3 と

繰り返すことで、次の研究へと向かうことができ

主体性ペンタゴンを回すことが可能と考えた。 
[[対対象象学学年年］］  
高校 1 年生～高校 3 年生  
[[内内容容・・手手法法]]  
 テニスにおけるラケットの振動やコートの違

いによるボールのはね方の違い、水泳で造波抵抗

をどれくらい抑えて泳ぐことができるか、弓道と

アーチェリーの弓の違いなど部活動で生じた疑

問やから行う研究や、ルアー釣りにおけるアクシ

ョンの違いにおける釣果、河川の堤防決壊、コン

クリートの強度など趣味や関心に基づいた研究

など一人一人が独自性のある内容に取り組んだ。

生徒の興味関心を出発点として、どのようにした

ら定量的な測定が可能となり、新奇性のある研究

につなげることができるのか、引用する文献の調

査方法、研究月報に基づいた研究の進め方、人に

伝わる発表資料の作り方、研究論文の書き方など

を指導した。月報はその月に行った研究に関連す

る活動全てを記入させており、来月の予定も含め

て研究の進捗を確認する指標とした。研究成果の

発表資料はスライド、論文のそれぞれの形式で作

るように指導しており、外部発表を意識したもの

を作成させた。研究論文は「目次」を最も重要視

し、タイトルと目次を読んだだけで研究の内容を

ある理解できるものを作らせた。また、他学年が

同じ時間、同じ場所で活動していることを利用し

て、先輩が後輩に指導したり互いに議論をしたり

する場を設けることで、研究のブラッシュアップ

を行うようにした。ルーブリック評価に基づき、

積極的に学外の講演会や外部発表、論文コンテス

トに参加するようになっているため、自身の研究

内容にあった学会や発表会に生徒が積極的に応

募することで、学外からのフィードバックを受け

ることができた。 
興味関心の中でどのような研究ができるか取

捨選択をしながら、研究の過程を外化させ、その

研究の過程を含めて学外で発表し、フィードバッ

クを受ける手法により、題材に対する研究姿勢の

主体性からすると「先行要件」→「属性」→「帰

結」→・・・という回り方を想定している。 
【【成成果果】】 
生徒の興味に基づいた研究を行い、積極的に学

外の発表会やコンテストに応募させたところ、多

くの学会で成果を収めることができた。また、課

題研究ルーブリック、OUTCOME シート、主体

性アンケートの結果から、この取り組みにより主

体性と批判的思考力の向上が示唆された。東京理

科大学坊っちゃん科学賞において 1 名、東京家政

大学生活をテーマとする研究作品コンクールに

おいて 3 名、神奈川大学高校生理科・科学論文大

賞において 2 名、日本学生科学賞において 1 名、

電気学会高校生みらい創造コンテストにおいて 1
名、サイエンスキャッスル関東大会において 3 名

が受賞し、日本物理学会 Jr セッションの選考に 5
名が通過した。また、OUTCOME シート、主体性

アンケート、ルーブリックの結果から、学年が上

がるとルーブリックの値(批判的思考力)を向上さ

せることに成功した。また、主体性は課題研究を

行っている生徒が周囲から影響を受けて変化す

る傾向がみられた。 

 
テニスラケットの振動・ルアーの動きの研究 
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～化学分野～ 
化学分野の課題研究を設定し、生徒各自が各分野の中から、興味・関心に基づいた分野を選択し、個

人研究・グループ研究を進めている。生徒自らが研究テーマを設定する。生徒は自ら指導教諭のアドバ

イスを受けたりすることが多い。定期的に中間発表、課外の研究発表会・論文作成も行うようにした。

実施過程で生徒同士や指導教員、大学等の研究者とディスカッションを行い、研究内の本質、今後の研

究の道筋を考えさせ、目標設定させる。このような体験を繰り返すことで、試行錯誤し自ら答えを導き

だすことの楽しさに気づかせ、達成感を得ながら、研究に対して主体的に動ける科学技術人材を成長さ

せていく。 
[[仮仮説説］］  
課題研究を行いながら、生徒の主体性評価を行

うために、【OUTCOME シート】【課題研究ルー

ブリック】【主体性アンケート】の３つを用いた。

正確な自己分析、自分の価値観や信念に基づいた

キャリアデザイン力、その実現に向けた継続的な

実践力について生徒の育成ができると考える。 
[[対対象象学学年年］］  
高校 1 年生～高校 3 年生  
[[内内容容・・手手法法]]  
第２期 SSH では、課題研究評価について、４

観点【知識理解・意欲態度・処理評価・コミ 
ュニケーション】のルーブリックを用いて、批判

的思考力の向上を目指した。第３期 SSH 課題研

究では、新たなルーブリックを作成して形成的評

価を用いて主体性を育むこととしている。この

New ルーブリックでは仮説内で言及した５観点

を意識して、年間の授業計画を立てた。 
年間を通して、【OUTCOME シート】【課題研

究ルーブリック】【主体性アンケート】の３つの結

果から生徒の主体性について検証した。なお 3 つ

のシート系については本報告書第２章研究開発

の経緯内において記載してある。 
[[授授業業概概要要]]  
１．授業時間数 
毎週金曜日の７～８時間目授業として 設 

定(15:25～17:30)。年間計 49（＋25） 時間であっ

た。 

 
 

〇授業テーマ  
 履修初年度者 既履 

修者 
4/12 ガイダンス 課題

研究 
4/19,26,5/10 課題研究ﾃｰﾏ設定と予備実験  
5/17,31 課題研究  

6/7,14,21   
7/5 前期データ完成、簡易ﾎﾟｽﾀｰ作成  
9/6   

9/20,9/27 課題研究ﾃｰﾏ振り返り  

10/4,18,25   

11/1,8,15,22,2
9 

中間発表１・ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ作成  

12/13,20 ２次実験・データ処理  
1/10,17,24,31 ポスター作成・中間発表２  
2/5,19 自由研究発表会  

 
２．授業担当者 化学 木内美紀子、渡辺康孝 
■令和元年度 課題研究テーマ 

・ わさびの抗菌効果　・ヨウ素溶液を用いたビタミンCの測定方法

・ 化学的観点からみたペクチンの性質
・ フッ素とヒドロキシアパタイトの結合を利用した研究
・ グルテンの特性による製菓への影響
・ 食品添加物であるソルビン酸を応用した研究

・
アルギン酸ナトリウムとキトサンを用いた複合ゲルカプセルの調製
とその特性評価

・ 野菜切断面の白い液体と変色の関係
・ ゴーヤのビタミンCの滴定
・ 日焼け止めの効果とその応用
・ セスキ炭酸ソーダで汚れは本当に落ちるのか
・ 唐辛子のカプサイシンの抗菌効果
・ 緑茶中のタンニンの測定
・ お肉を柔らかくする方法  

■研究発表会実績 
・SSH 東海フェスタ 
・集まれ！理系女子 
・探究型学習研究会 
・日本学生科賞学東京都大会表彰 
・多摩サイエンスフェア 
・東京都内 SSH 生徒研究発表会 
・首都圏オープン生徒研究発表会 
・令和元年度関東近県ＳＳＨ校合同発表会 
・化学クラブ研究発表会 
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～生物分野～ 
生物分野の課題研究を設定し、生徒各自が各分野の中から、興味・関心に基づいた分野を選択し、

個人研究・グループ研究を進めている。生徒自らが研究テーマを設定する。生徒は自ら指導教諭・大

学の研究者からアドバイスを受けることが多い。定期的に中間発表、課外の研究発表会・論文作成も

行うようにした。実施過程で生徒同士や指導教員、大学等の研究者とディスカッションを行い、研究

内の本質、今後の研究の道筋を考えさせ、目標設定させる。このような体験を繰り返すことで、試行

錯誤し自ら答えを導きだすことの楽しさに気づかせ、達成感を得ながら、研究に対して主体的に動け

る科学技術人材を成長させていく。OUTCOME シート、課題研究ルーブリック、主体性アンケートを

用いて主体性育成を評価する。 
[[仮仮説説］］                    実験活動報告書  
  課題研究活動場所は、

高等部理科実験室で行

うが、玉川大学農学部先

端食農学科の教員や研

究員と連携し、研究内容

などアドバイスや結果

についてディスカッシ

ョン等を行う。大学の先生から直接研究指導を受

け、本物に触れる経験を積み、課題研究内容が社

会とどのように関係しているか創造させる。また、

課題研究の過程においても、自分の仮説と検証方

法を、指導教員や大学の先生等に意見をいただく

ことが、研究の軌道修正をすることに繋がる。学

外のコンクールや発表会へ参加できることを目

指し、目標設定させる。発表会で発表し、生徒自

身から発信する経験を積み重ね、他者からの評価

や意見を得ることで、自分の考えを見直す機会に

させる。このような体験を繰り返すことで、試行

錯誤して自ら答えを導きだすことの楽しさに気

づかせ、達成感を得ながら、研究に対して主体的

に動ける科学技術人材を成長できると考える。 
  [[対対象象学学年年］］  
高校 1 年～高校 3 年生履修希望生徒 
  [[内内容容・・方方法法]]  
■研究テーマ決定について 
テーマ設定に関して、下記事項を重視した。 

 ・植物分野中心の課題を設定する 
 ・課題研究で社会にどのように貢献できるか 

考える 
・論文を読み、疑問に感じたことから探す 

 ・課題研究経験生徒の課題研究テーマを参考に 
生徒自身から客観的に判断させ、教員は疑問点

などを投げかける授業展開を実施し、生徒自身で

解決させることを徹底した。 
■実験の振り返り(活動報告書) 

毎回の授業終了後に「活動報告書」として、振

返りを徹底した(図 1)。また、プリント配布以外に

も、『Classi』のアンケート項目に活動報告書を履

修生徒に配信し、ネット通信を通して活動報告書

を記載する場合も設定した。活動報告書を記載す

ることにより、生徒自身の振り返りになる。以下

の項目を記載させる。 
１：今日の授業で行ったこと(決定したこと、得ら

れたデータなど)を簡潔にまとめてください。 
課題研究内容に関連する論文や書籍、ホームペー

ジなどを読み確認したことも記載することを促

した。読み確認することにより、生徒自身の研究

方法に取り入れることを期待した。 
２：今後の研究スケジュール(予備実験の予定、回

数、本実験の開始の目途についても記入してく

ださい) 
■授業最初に行う全体ミーティング 
１：課題研究活動を行う前に【全体連絡】【個人別

コメント】について共有した。生徒教員間で学

び合いを行い、研究内容・計画性・先の見通し

など全体を把握を行った。 
■研究発表会実績 
・集まれ！理系女子  
 第１０回女子生徒による科学研究発表交流会 
・第 7 回探究型学習研究会 
・第 10 回坊ちゃん科学賞授賞 
・東京都内 SSH 生徒研究発表会 
・首都圏オープン生徒研究発表会 
・植物生理学会 
【【成成果果】】  

生徒一人ひとりが課題研究を通して、生徒自身

が疑問に感じていることを考え、テーマを決定し、

実験計画・実験方法・結果考察・次への課題など

研究の一連の流れ生徒自身が主体的に活動して

いる。ルーブリックからも同様なことが言える。 
 

その他、連絡事項

授業で行ったことを記載する
(決定したこと、得られたデータ等)
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～サンゴ～ 
 自由研究の生物学サンゴ班はコロナ禍の影響により、サンゴ生態系の観察を行うフィールドワーク

（沖縄研修）の実施や研究指導者の協力が困難となった。そこで、オンラインでも実践可能な、また、

研究指導者がいなくても臨機応変に生徒の実験指導を行うことのできる環境づくりを行う必要性があ

った。今年度は、上記 2 点の課題解決に向けた方針を立て、一部先行実施を行った。次年度は、コロナ

禍が開け、行動制限が緩和されると予想されるが、これらの活動は教員の指導力向上にもつながると考

え、実施していく予定である。 
[[背背景景］］  
自由研究の生物学サンゴ班（以下、自由研究サ

ンゴ）は、高校 1 年から 3 年を対象とした「総合

的探究の時間」を利用して行われる授業の１つで

ある。自由研究サンゴに属している生徒は、サン

ゴ部（小学部 6 年生から高等部 3 年生まで）にも

所属することができ、自由研究サンゴとサンゴ部

を合わせて、サンゴ研究部と名付けている。自由

研究サンゴでは、サンゴ部とともに夏休みの沖縄

研修に参加することができる。沖縄研修では、ス

ノーケリング、体験ダイビングによるサンゴの移

植活動、地元民との関わり、そして、研究施設や

水族館の見学を通して、サンゴ生態系の地球にお

ける重要性や保全活動の必要性を実感するとと

もに、そこから得た気付きや発見を課題研究に生

かすことができる。 
自由研究サンゴでは上記の沖縄研修をもとに

課題研究を行う場合が多いため、4 月から 7 月ま

での自由研究では、各自研究テーマを設定して、

担当教員や研究指導者の指導のもと、海洋生物の

生態研究を進めていくことが大半であった。特に、

元 JAMSTEC（国立研究開発法人 海洋研究開発

機構）の研究員で北里大学客員教授の丸山正氏か

ら対面で指導をいただけたこともあり、生徒の研

究活動が積極的に進められていった。しかしなが

ら、コロナ禍に入り、対面での活動が困難となっ

たこともあり、自由研究の根幹が崩れてしまった。

ここで挙げられる課題は 2 つある。1 つ目はオン

ライン環境での授業提供方法の確立、そして、2 つ

目は研究指導者がいなくても積極的に生徒が研

究活動を実施できる環境づくりである。そこで、

現在は以下の 2 つの取り組みを行っている。1 つ

目は、オンライン環境でも授業提供を可能にする

ため、サンゴ保全活動の意義を論文等から学習し、

その意義を科学的に証明するための手法を考え

ることをテーマとした授業の開発である。2 つ目

は、研究指導者がいない場合でも研究活動が活発

になるように、本学で実践可能な実験系をマニュ

アル化し、生徒がそれらを組み合わせて自由に実

験を行えるような環境をつくることである。そこ

で、以下のような仮説を立て、生徒の自己効力感

の向上に努めた。 
[[aa..仮仮説説］］  
上記のようなバックグラウンドから自由研究

サンゴでは、2 つの授業実践に努めている。1 つ

目は、サンゴ保全活動の意義を論文などを利用し

て学び、それを科学的に証明する方法を考える授

業を実施すること。2 つ目は、本学で実現可能な

実験系をマニュアル化し、生徒が自由に実験系を

組み立てられる環境づくりを行うこと。これらの

授業により、主体性ペンタゴンの[Ⅲ、リサーチ]が
伸び、[Ⅲ、リサーチ]を基点として、他の主体性ペ

ンタゴンが育成されるという仮説を設定した。 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  

以下に記載した内容は、今年度に設計し、一部

を先行実施している。したがって、次年度より実

施していく予定であることを留意して欲しい。 
内容・方法①：オンラインでも実施可能なサンゴ

保全活動を主軸とした授業設計 
自由研究サンゴに所属する生徒は、中学部の頃

からサンゴ保全活動を実施しているサンゴ部の

生徒だけでなく、高等部から入学してきた生徒も

いるため、サンゴ保全活動とは何かをメディア等

で知る程度の生徒もいる。また、サンゴ部の生徒

においては、活動がマンネリ化することにより、

意識が低下している場合がある。そこで、他者が

サンゴ保全活動をどのように捉えているのかを

客観的に再認識するために、以下の指針 1)、英語

論文 2)を用いる。英語論文に対しては、読み方の

指導も行い、ウェブサイトの翻訳ツールである
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DeepL 翻訳やライフサイエンス辞書の利用方法

を指導し、英語学習のためではなく素早く日本語

で内容を理解するように促す。これらの内容の理

解度を確認するために、ワークシートを作成し、

生徒に提示する予定である。また、サンゴ保全活

動の重要性を科学的に示す手法を生徒が考えた

り、チームで考える機会をつくったりする予定で

ある。今年度、試験的に実施した結果、サンゴ生

態系の環境 DNA 分析を沖縄研修に取り入れるこ

ととなった。環境 DNA 分析とは、環境中に含ま

れる DNA を分析することで、生物の種類や数を

相対的に解析することのできる手法である。サン

ゴの保全活動がサンゴ生態系にどのように寄与

するのかを検討するために、魚類とサンゴの両方

の環境 DNA 分析を行い、サンゴ保全活動の意義

を科学的に証明していく予定である。 
以上の内容はオンラインでも実現可能である

ことから、今後何らかの要因で対面での生徒参加

が困難になった場合でも実施可能である。 
1) 沿岸域の環境・生態系保全活動の進め方

（暫定指針）P.10-11, 88-98, 107. 2007. 水
土舎． 

2) Reimer, J. D ., Yasuda, N., and 
Keshavmurthy, S. (2022). Editorial: 
Coral reef research methods. Front. 
Mar. Sci. 9, 1105688. doi: 
10.3389/fmars.2022.1105688 

内容・方法②：実験系のマニュアル化 
コロナ禍により対面での指導が困難になった

ことから、研究指導者による指導が実施できなく

なった。その結果、生徒の自発的な研究活動を臨

機応変に支えることが難しくなった。そこで、本

学で実施できる実験系をマニュアル化し、生徒が

いつでも閲覧可能にすることで、生徒が複数の実

験系を独自に組み合わせて主体的に実験できる

ような環境づくりを次年度に向けて行っていく。

また、マニュアルを提示するだけでなく、担当教

員とともに実際に一度実験を行うことで、より自

ら実験しやすい環境をつくる。加えて、実験系の

マニュアル化は教員間の引継ぎや他校への教員

研修にも利用することができるというメリット

もある。 

検証 
上記内容を OUTCOME シート、課題研究ルー

ブリック、主体性アンケートの 3 つを用いて生徒

の主体性評価を行う。 
[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
対象：高校 1 年～高校 3 年生履修希望生徒 
形態：課外活動 
指導体制：化学・生物・社会の教員 

教科 担当 

理科（化学） 論文指導・事務 

理科（生物） 研究指導・大学連携 

[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
上記にも示したが、本学で実施可能な実験系の

マニュアル化を現在進めている。これにより、教

員間での引継ぎの簡便化や他校での実施に利用

できると考えられる。したがって、内外の教師の

指導力向上につながると予想され、コロナ禍が開

け、行動制限が緩和された場合でも、必要性が高

いと考えられる。とともに、来月の研究予定も含

めて発表するため、主体的に次への活動を考える

きっかけとなる。質問することに躊躇している高

校 1 年もこの活動を通して変化が見られる。 
[Ⅳ、発表]と[Ⅴ、学びあい] 
 ルーブリック評価に基づき、学外の講演会や外

部発表、論文コンテストに参加するよう設定して

いるため自身の研究内容にあった学会や発表会

に生徒が積極的に応募し、学外からのフィードバ

ックを得る。自己効力感が得やすく生徒の課題研

究に向かう姿勢を向上させやすい。 
[[検検証証・・評評価価]]  

OUTCOME シートの、「サンゴの移植活動に携

わり、実際に生き物に触れるという経験から、生

き物に関わっていることを実感し、研究を深めた

いと感じた」「１つ実験をすると細かく条件を変

えたくなり、細かいデータが得られた」、「学外の

発表会で意見を交換できた」、「発表について大学

の先生や大学生、顧問から認めてもらったときに

私にもできるんだと実感した」、「同じ研究を進め

ている仲間と協力したことで難しいテーマに取

り組む意欲がわいた」などの記述から、主体性ペ

ンタゴンのそれぞれの項目が自己効力感を育み、

主体性育成に寄与していることが伺える。 
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❸❸－－③③－－DD⑥⑥  科科学学系系ククララブブ活活動動((課課外外活活動動))                      
～サイエンスクラブ、サンゴ部、ロボット部の取組と成果～  

【概要】 
 サイエンスクラブでは化学・生物・情報などの分野から各自がテーマを設定し課題研究を行っている。

数か月に 1 回経過報告会を行いお互いの研究について相互に理解しあうことも大切にしている。今年度

は情報分野の研究を行っている。サンゴ部では、生徒各自がテーマを設定し、課題研究を行っている。

サンゴの白化現象を通し、自然環境保護の意識を高め、サンゴが担う大切な役割を学ばせるとともに、

いかに効率的に、耐久力のあるサンゴを育成するにはどのような条件が必要か校内の水槽を利用しなが

ら課題研究で探っている。また、その白化現象が起こるメカニズムについても探っている。ロボット部

はレゴマインドストームと SPIKE プライム、および専用ソフトウェアを活用し、WRO、FLL などの大

会出場を目標とする研究活動が主となる。大会ルール攻略に向けて取り組むことが自ら PBL 型の活動

となるため、年間を通して主体的な活動姿勢を養うことができている。  
[[aa..仮仮説説］］  
主体性ペタンゴンの[Ⅵ、活動]を通して、自己効

力感を高めることで、主体性を育むことができる

のではないかと考え検証した。今年度は、[Ⅲ、リ

サーチ]の中で、専門家である大学教員の指導の機

会を得ることを目指し、国立情報学研究所グロー

バルサイエンスキャンパスに応募した。学校の教

員を通さず、直接大学の先生と意見を交換するこ

とで、生徒が主体的に研究する姿勢が成長するき

っかけとなることを期待した。さらに[Ⅳ、発表]
や[Ⅴ、学びあい]に該当する学外での論文大会や

学会発表による外部評価から自己効力感の向上

につなげる。また、社会貢献活動などの主体性ペ

タンゴンの[Ⅵ、活動]と[Ⅱ、触れる]からスタート

することで直接社会と触れ、社会とつながる場所

を提供する。学内の装置を用いて研究を推進[Ⅲ、

リサーチ]させ、専門家である大学教員とともに月

に 1 回～2 回実施する研究報告会で意見を交換す

る。さらに[Ⅳ、発表]や[Ⅴ、学びあい]に該当する

学外での論文大会や学会発表による外部評価か

ら自己効力感の向上につなげる。このサイクルを

繰り返し、主体性ペンタゴンを回すことで、生徒

の主体性が向上すると考える。 
  [[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
 課外活動として放課後や長期休暇などを利用

して❸-③-D⑤自由研究より深い研究を展開する。

また、大学や企業との連携を推進する。仮説の検

証にはルーブリックと主体性アンケートに加え、

コンテスト・発表会等での実績で評価する。 
[大学・企業・地域連携] 
慶応大学理工学部専任講師から「課外活動（サイ

エンスクラブ）」において研究指導を受けた。※情

報科学の達人「協調作業ロボットのモデル開発」

というテーマで、機械学習を利用した認知ロボテ

ィックスの研究を行った。 
北里大学客員教授から「SSH リサーチ（サンゴ）」

において毎週課題研究指導を受けた。 
沖縄県久米島町、沖縄県伊江島、鹿児島県南さつ

ま市および西松建設株式会社とサンゴの移植活

動に関する連携を実施。 

  

 サンゴ研修の様子 
  

 
 

 
JSEC の研究が新聞で取り上げられる 
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WRS 表彰式の様子 

≪全国規模の受賞≫※❹関係資料参照 
World Robot Summit 2020 世界大会(2021 年開

催)優勝、生活をテーマとする研究作品コンクー

ル優秀賞 1 件、東京理科大学坊っちゃん科学賞

入賞 1 件、ロボカップアジアパシフィック 2021
ジュニア優勝、高校生科学技術チャレンジ花王

賞 1 件→ISEF出場決定。日本学生科学賞情報技

術部門科学技術振興機構賞 1 件 
 主体性アンケートおよびルーブリック評価の

値が❸-③-D⑤自由研究より大幅に高い数値を示

しており、大会実績も全国規模での入賞が多く

みられる。科学系クラブ活動の生徒が、課題研

究をけん引していると考えられる。 
  [[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
サイエンスクラブ：小学 6 年生～高校 3 年生 
登録人数：9 名（中学 2 年生 1 名、中学 3 年生 1
名、高校 1 年生 3 名、高校 2 年生 2 名、高校 3 年

2 人） 
サンゴ部：小学 6 年 10 人、中学 1 年 4 人、中学

2 年 6 人、高校 1 年 3 人、高校 2 年 8 人 
ロボット部：合計 22 名（中学１年生 7 名、中学

2 年生 3 名、高校１年生４名、高校２年生４名、

高校３年生 4 名） 
形態：課外活動として実施 
指導体制：サイエンスクラブは物理・化学・生物

の教員、サンゴ部は化学・生物・社会の教員、ロ

ボット部は LEad Teacher Japan の資格を持った

英語の教員がそれぞれ顧問として指導にあたっ

ている。 
  [[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 
 毎年、物理・化学・情報・生物それぞれの分野

で全国規模の大会での入賞があるため、その年の

傾向や他校の実践などを共有して指導力の向上

をはかっている。また、代表生徒の発表の際には

専門分野に関わらず、それぞれの部活の顧問が協

力して生徒の指導に当たっている。これにより、

お互いがどのような指導を行っているか明確に

なり、自身の課題研究指導に役立てられる。加え

て、学会や研修会に参加することで、他校や他大

学の取組や実践を取り入れるよう日々研鑽を行

っている。 
※以下、参加した学会や研修会・講演の依頼など 
≪他校視察・連携≫ 
・7、12、3 月 東京都内 SSH 指定校合同生徒研

究成果発表会及び教員研修 参加 

・10月 Newstead Wood Schoolの教員とのZoom
による交流(教員・管理機関) 参加 
・10 月 多摩科技オンラインシンポジウム 参加 
・11 月 茗界からの報告(茗溪学園主催の公開シン

ポジウム) オンライン参加 
[[  gg..そそのの他他]] 
 今年度、サンゴ部において付属の小学生に取り

組みを普及する活動を実施した。小学部の教員と

協力して中高生の活動の見学から、実際に小学部

でのサンゴ水槽の立ち上げを進めている。SSH で

培ったノウハウを小学校にも普及し、理系人材の

育成に向けて活動している。 
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～サイエンスクラブ～ 
サイエンスクラブでは、生徒が各自テーマを決めて課題研究を行っている。本校では、今回のSSH

研究開発課題として「主体性を涵養する」ことを目標としている。クラブ活動の中で生徒の主体性を

最も感じるのは、生徒が自ら参考となる文献を探して読み、自分の研究の方針を提案してきたときで

ある。自ら仮説を立て、その研究方法をいろいろな文献を参考にして自ら考えることが主体性を涵養

することに有効であると考え、実験方法を自ら考え工夫させることに力を入れることとした。主体性

が伸びたことまでは今回は検証できていないが、日本学生科学賞で過去最高の賞（環境大臣賞）を受

賞するなど成果をあげられた。今後は、生徒が読んでいる文献の量が多いと、自ら適切な実験方法を

考えられるようになるかなどを検証していきたい。 
[[aa..仮仮説説］］  
主体性ペタンゴンの[Ⅵ、活動]を通して、自己効

力感を高めることで、主体性を育むことができ

るのではないかと考え検証した。今年度は、

[Ⅲ、リサーチ]の中で、専門家である大学教員の

指導の機会を得ることを目指し、国立情報学研

究所グローバルサイエンスキャンパスに応募し

た。学校の教員を通さず、直接大学の先生と意

見を交換することで、生徒が主体的に研究する

姿勢が成長するきっかけとなることを期待し

た。さらに[Ⅳ、発表]や[Ⅴ、学びあい]に該当す

る学外での論文大会や学会発表による外部評価

から自己効力感の向上につなげる。また、クラ

ブ内の研究発表で、卒業生の指導を受けること

で縦のつながりを生かした課題研究を行うこと

で、さらに主体性が高まることを期待して活動

を行った。  
[[bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
課題研究で自己効力感を高めるために、1. 自己

統制、2. 先輩からの刺激、3. 周囲からのサポー

トの３点を意識して指導方法を変えてみた。具

体的にどのようなことを行ったか説明する。 
（1. 自己統制を増やす工夫） 
自己統制を育むには、思考や行動のコントロー

ルによる成功体験が必要である。成功体験はこ

れまでも重要視していて、研究した内容をまと

め、論文コンテストに提出することや、ロボッ

ト大会に参加することなどを必修にして研究に

取り組ませてきた。しかし、必ずしも全員が成

功体験を得られるとは限らないため、まずは、

研究のステップを細かくし、小さな成功体験を

増やしていくように工夫した。また、いろいろ

なコンテストを探し、より多く挑戦するよう工

夫した。 
（2. 先輩からの刺激を増やす工夫） 
 先輩の成功体験を手本にすることで、自己効

力感は高まる。身近な先輩たちの活躍を見て、

また報告を詳しく聞くことで、自分たちにもで

きるという感覚を持たせるように工夫した。今

年は、高校３年生の生徒も多く、素晴らしい実

績を上げ見本となってくれた。また、研究の質

問も、まずは先輩にさせるように指導してい

る。このような体験を繰り返すうちに、自分も

やりたいという感じや、自分にもできるという

感覚を持たせるようにした。 
 

（3. 周囲からのサポートを増やす工夫） 
教員や仲間や先輩からの言葉によって自己効力

感が変わる。つまり自己効力感を高めるため

に、できるだけ多くの励ましの言葉を得られる

ように指導の工夫をした。具体的には、研究に

ついて中間発表などの場面をできるだけ増や

し、研究の良い点や期待できることを相互に評

価することを目指した。また、学会発表などへ

の参加も増やし、他の学校や大学の先生から研

究のアドバイスをもらうことも機会を増やすよ

うに工夫した。  
[[cc..  対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
小学5年生から高校3年生までを対象としてお

り、8学年の児童・生徒が一緒に活動している。 
教員は物理2名、化学1名、生物1名の合計4名で

生徒を指導している。  
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]]  
本校で主催している教員研修会でクラブでの活

動について他校の先生や教育関係企業の方等と

交流を行っている。また、積極的に学会発表等

への参加や生徒のコンテストに対する指導を継

続的に行っていることで、日本物理学会の物理

教育功労者賞や科学系コンテスト等で指導教諭

賞を受賞している。  
[[  gg..そそのの他他]]  
  
 

年間スケジュール    ＊印は全員が関わるもの 
月 活動内容（平成 30 年度） 

4 新入部員の勧誘 
新入部員のテーマ決め・基礎実験 

8  SSH 生徒研究発表会（神戸）発表・見学 
9 ＊読売新聞社主催「日本学生科学賞」論文応募 
10 World Robot Summit 2018 参加 
11 ロボカップジュニア神奈川・西東京ノード大会 

12 
ロボカップジュニア 関東ブロック大会 

＊SSH 東京都指定校合同発表会 
日本学生科学賞 中央審査 

3 
＊SSH 関東近県合同発表会 
日本化学会、情報処理学会 
ジュニアセッション ポスター発表 

 

 日本学生科学賞 中央最終審査・表彰式 
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【縦の連携を利用した課題研究の流れ】 
１，「情報の達人」に応募する（昨年の１月） 
２，メンターの先生の講座を受講（４～７月） 
３，与えられた課題研究を行う（８月） 
４，クラブ内の研究発表会で課題研究を大学生

の先輩に聞いてもらう（９月） 
５，課題研究に独自の工夫を加える（９月） 
６，情報の達人の受講者の研究発表会で自分の

研究を聞いてもらう 
７，研究内容を日本学生科学賞などのコンテス

トに応募する（１０月） 
８，メンターの先生に相談して、過去の自分の

研究へ、今回の研究を応用する方法を教えても

らう（１１～１月） 

９９，，後後輩輩のの研研究究へへ応応用用すするる方方法法をを考考ええ後後輩輩にに指指

導導すするる。。（（１１１１～～１１月月））  
10，後輩も「情報の達人」に応募（１月） 
11，情報処理学会などの学会で研究内容を発表

する（３月） 
 
【ISEF への出場】 
朝日新聞社と朝日テレビ主催の「第 19 回 高校

生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC2021）」に

おいて、玉川学園のサイエンスクラブ 11 年生で

ある松井了子さんが「花王賞」を受賞した。この

賞は、化学分野で全国 1 位の成績に選ばれたもの

である。この結果により、日本代表として世界最

大の学生科学コンテスト「国際学生科学技術フェ

ア（ISEF）」に出場することが決定し、玉川学園

からの出場は 5 年ぶりとなった。松井さんは、「熟

成梅酒が琥珀色になる理由」というテーマで研究

を行った。毎年、母親と一緒に漬ける梅酒を見て、

梅の実は青いのに梅酒は琥珀色になることに疑

問を持ち、研究を始めた。身近なテーマを化学的

に検証し、詳細な実験と原理が建設的に考察に結

び付けられている点が高く評価された。また、提

出した研究レポートや最終審査のプレゼンテー

ションは、分かりやすく、熱心な研究姿勢と楽し

みながら研究を行っている点が審査員から高く

評価された。ISEF は、世界 75 以上の国と地域か

ら選ばれた高校生が自分たちの研究を披露しあ

うコンテストである。先輩たちに助けてもらい、

大学の教員に論文の書き方などを添削してもら

い、フィリピンの講師と英会話レッスンを行い、

IB Programs Division（IB クラス）の先生方にプ

レゼンテーションなどを練習してもらった。実際

のプレゼンテーションでは、一回の審査が 15 分

で 13 回繰り返された。指導教諭は、彼女が 5 カ

月間にわたって準備を重ね、ISEF への出場を最

大限に活かすための努力を行ったことを認めて

おり、ISEF での彼女の英語力の高さに感動した

と述べている。彼女の経験は、今後の彼女の進路

や、サイエンスクラブの後輩たちにとっても素晴

らしいロールモデルとなる。 
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ロボット部 
４〜５月末：今年度は入部期間を前期中間テスト(５月末)までにするという条件を、新たに加えた。こ

のことにより、新入部員へのトレーニングプログラムをほぼ同じペースで進めることができるよう

になった。 
入部〜６月末：一人１台の LEGO Mindstorms NXT 基本セットを一人１セットでトレーニング。 
 経験者は WRO エキスパート競技課題に挑戦開始。 
 これ以外の活動として、EV3 を Python で制御することに新たに挑戦開始。 
６月〜８月上旬：トレーニング課題を終えた部員から順次、２〜３人のチームを作り、WRO ミドル競

技に向けたロボット製作に取り組ませ始める。 
８月：LEGO ロボット大会である WRO（ミドル競技、エキスパート競技）出場。 
Pepper プログラミング大会である WRS ジュニアスクールチャレンジ事前イベント参加。 
９月〜：高等部文化祭にて実演展示   FLL チーム活動開始。 
１０月中旬：WRS２０１８ジュニアカテゴリースクールチャレンジ出場。 
１２月中旬：FLL 東日本大会出場 
２月末：小学部学園展にて FLL ロボット及び、学園展用に開発したサッカーゲームロボットを出品 
WRO２年目の部員はエキスパートコースに挑戦するよう年度当初から提示してきた。競技コート製作

も自分達で行うことで、戦略を立てやすくなり、ロボット作りを１日も早く始めるため、競技コート作

りは短時間で終了できると予想していた。しかし、集中して取り組むことができなかった上に、設計図

を読み誤っている箇所があったことから、ロボット製作開始が大きく遅れた。また、失敗が続いても作

戦の効果的な見直しに至らず、偶然性に頼るロボットのまま試合に臨むこととなった。 
World Robot Summit (WRS)２年目の今年、Pepper のプログラムソフトである Choregraphe を用い

らプログラム開発が始まった。しかし実験的に作ったプログラム数個が揃った後は、それらでテストを

繰り返すものの、新しい工夫に欠けた。 
FLL では、今年度のテーマ、”Into Orbit”に関してチーム独自の問題点を見出しプレゼンテーションを

行うのだが、発見した問題点と解決策がずれているまま、修正に至らなかった。 
今年度、時間をかけたが結果に結びつかないケースが目立った。今後は部員数を絞り、指導の過程で部

員自身が問題点を意識できるようにすることを主眼に置いて、振り返りを念入りに行う予定である。  
[[仮仮説説］］  
新たな取り組みとして、部員各自が自分の取り

組みを定期的に振り返る機会を設けることで、継

続的で、効率的なロボット製作につながることを

狙いとして、毎週土曜日に A4 用紙１枚に１週間

の活動内容を記入する時間を取るようにした。具

体的な表記、イラストで説明も奨励した。最初の

うちは「ロボットを作った」という具合の簡潔す

ぎる表現になりがちであるので、「何を、どのよう

に」を記録するように伝え、書き直しをさせる。

これを一人ずつのクリアフォルダにまとめて保

存している。 
[[対対象象学学年年］］  
小学５年〜高校３年生の８学年を対象とする。現

在、男子部員のみである。中学１年生が最も多い

のは例年の傾向である。今年度は５年生と中１の

部員が大幅増となった。ロボット教室経験者が目

立ったのも、新しい傾向といえる。 

 
[[内内容容・・方方法法]]  
1 トレーニングメ

ニュー 
(1)内容・方法 
 新入部員全員に

NXT 基本セットを

渡し、個人作業とし

てトレーニングメ

ニューに取り組ま

せている。技術、参

加回数などがのちにチームを組む際のお互いの

目安になったり、競技会に出場しない生徒も、自

分のペースで継続的に作業を進めることができ

る利点がある。 
今年度は、昨年度紹介したトレーニングメニュ

ー(2)のライントレースに追加メニューを与えた。 
1. 昨年同様のライントレース（光センサー１個） 
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2. スタート位置に高さ 20cm 程の障害物を置き、

ここからスタート。障害物に接したら U ターンし

てスタート位置まで戻り、障害物に再び触れたら

停止（光センサー、タッチセンサー、２重ループ） 
3. 障害物の上に Duplo ブロック１個を置き、こ

れを持ち帰る。（光センサー、タッチセンサー、２

重ループ、３個目のモーター） 
(2)検証・評価 
ここまでの課題は新入部員達の興味を引き、ど

の部員も黙っていても自分の課題の続きに取り

組む姿が見られた。どの生徒も独自のデザインを

大切にしており、練習課題として有用であったと

感じている。 
このトレーニングメニューの分量は、夏休みの

WRO 地区大会ロボットを作り始める時期までに

終わるように調整されており、メニューを消化し

た部員から順次チームを組み、WRO ミドル競技

への作業に入る。 
2 WRS 参加記録 
(1)内容・方法 
 WRS２年目となる今年は、１０月１３日〜２１

日、東京ビッグサイトホール３つに渡る、日程・

面積ともに大規模に開催された。ロボット部から

は今年も Pepper のプログラミング技術を競う

「ジュニアカテゴリースクール」に中学３年生４

人＋２年生１人のチームでエントリーした。昨年

度研究が間に合わなかった、Pepper のタブレッ

トを活用したプログラム開発に重点を置き、歴

史・英語・生物クイズを画像や効果音、ボタンの

配置の工夫などを取り入れた、実験プログラムと

しては出来栄えの良いものが登場した。 
(2)検証・評価 
 しかし、いずれも選択肢形式の問題で、さらに

日本語のみであった。予選として書類審査があり、

英語で企画書を作る時期になったが、世界大会と

しての内容を想定することができず、企画書作り

に苦労した。その後もそれまでに完成したクイズ

を繰り返し楽しむばかりで、発展的なアイディア

を出したり、英語によるプレゼンテーション準備

の指導が思うように届かず、もどかしい思いをし

た。 
 「スキルチャレンジ」と呼ばれる課題が大会当

日に発表され、４日間で取り組む部門では、半分

より上位の成績になったと思われる。 

 
WRS スキルチャレンジの様子 

3 物理教材開発 
 中学３年生理科の「加速度」の単元用に、LEGO 
Mindstorms で車を作れないか、と理科教員から

依頼があった。高校３年生がこれに挑戦した結果、

独自に設計したロボット、初速・加速度を任意に

設定できるプログラムを用意することができ、実

際に授業で活用していただいた。パラメーターを

任意に設定できることから、動きを予測した上で

実験できる教材として用いられ、来年度にも活用

されることになっている。 
A) 自由研究との連携 
 高校生のうち４名は、個別のテーマを持ち、自

由研究活動としても研究を継続している。プログ

ラム言語 Python で LEGO Mindstorms EV3 や

SPIKE プライムを、画像解析、PID 制御やジャイ

ロセンサーを中心に動きをグラフ化する研究で

ある。日頃はプログラミングと実験を根気よく繰

り返しているが、Python でのレゴロボット制御

の事例がほとんどない新しい分野であるため、一

歩ずつ検証を積み重ねている。 
 小学部文化祭[Ⅲ、リサーチ]、[Ⅵ、活動]と[Ⅰ、

触れる] 
2019 年度末(1~3 月）に本学小学部文化祭に出品

する体験型ロボット制作活動を行なった。「小学

生に楽しんでもらう」ことを課題とし、ロボット

大会参加とは異なる視点での作品制作は、総合的

技術力とともに独自のアイディア、さらに小学校

低〜中学年生の目線を想定するリサーチ力が求

められる行事である。  
B) オンライン活動[Ⅳ、発表]と[Ⅴ、学びあい] 
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 ３月〜６月、新型コロナウィルスのためクラブ

活動中止となった期間、次の練習を行なった。 
1. レゴエデュケーションが発表しているレ

ッスンプランの番号を指定 
2. ロボット本体は私の自宅に用意、部員たち

は各自の自宅で基本プログラムを独自に

改良し、メールで私に送る 
3. 独自プログラムでロボットが動く様子を

私が撮影し、Google Classroom で他の部

員たちと共有 
実機でこの流れを練習するチャンスがなかった

ため、一部の部員のみの取り組みとなったが、自

宅学習期間の新たな試みとなった。 
C) FLL 大会 
 ファースト・レゴ・リーグ(FLL)に中学１年生〜

高校１年生まで８人チームで取り組んだ。エント

リーの９月〜予選会の１２月までクラブ活動が

行えたことは幸運であった。 
 今年のチームは、役割分担を明確にわけると部

員たちが決め、プレゼンテーション、ロボット本

体、プログラミングの３グループに別れた。FLL
チームとしては学年が高いことが、集中力、分析

力、意見のすり合わせなどに有利に働いた。例年

ほどの部活時間が取れない上に、扱い慣れない新

型ロボットセットと言う条件であったにも関わ

らず、約100チーム中３位と言う好成績を収めた。 
【【成成果果】】  
 導入した振り返りシートは、しっかりと記入し、

枚数が多くなる部員同士でチームを組み、目標を

持って活動するようになる流れが顕著であった。

夏休みになるころには、熱心に活動する生徒は絞

り込まれており、指導に目が行き届きやすくなっ

た。 
さらに今年度は、高校３年生になる部長が、ロボ

ット教材を通じて、いかに生徒を育てるかという

テーマで研究を行なっていることから、後輩の指

導にも大きな戦力となった。 
それにもかかわらず、WRO、WRS、FLL でいず

れも下位に近い成績となったことに問題を感じ

ている。 
WRO Japan, FUTURE INNOVASTORS 部門予

選会、1 チーム出場 →決勝大会進出決定 
WRO Japan, ROBO MISSION ミドル競技部門

浜松予選会、3 チーム出場 → 高校生部門第３位 
第 19 回 WRO2023 Japan 決勝大会  FUTURE 
INNOVATORS 部門 、１チーム出場 →入賞に

至らず 
FLL Challenge 東京予選会、1 チーム出場 → 
イノベーションプロジェクトプレゼンテーショ

ン３位、ロボット競技１８位、総合１１位、全

国大会進出決定 
FLL Challenge 全国大会、1 チーム出場 →コア

バリュープレゼンテーション４位、ロボット競技

１９位、総合２６位入賞に至らず 
アフレルスプリングカップ、1 チーム →3/26 出

場予定

 
～サンゴ部の取組と成果～ 

【概要】 
 サンゴ部では、コロナ禍の影響で「本物に触れる」教育が停滞してしまい、そこが大きな課題となっ

た。そこで、「触れる」ことを軸とするのではなく、今までの活動を発信する「活動」を軸とした学びに

切り替える新しい着想を考案した。本着想を実現するために、今年度は地域連携や企業連携に特に力を

入れ、その基盤を形成した。次年度は、本着想が今までの学びの仕掛けを成長させた新しい学びの仕掛

けになり得ると仮定し、生徒の自己効力感が上昇するかを検討していく。また、その際には、従来の

OUTCOME シートではなく、部独自の視点を取り入れた YD シートを利用し、生徒の変遷を評価して

いく。一方で、本活動を他校でも実現可能にするために、本校のサンゴ保全活動をマニュアル化してい

く予定である。実際に本校の小学部ではサンゴ水槽の導入に成功している。他校との連携を強めること

で、サンゴ保全活動をより発展させるとともに、生徒に対して新しい学びの仕掛けを提供し、自己効力

感を向上できるように努めていく。 
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[[aa..仮仮説説］］  
サンゴ部では、サンゴ保全活動を主軸として、

サンゴ生態系に生息する刺胞動物・魚類・棘皮動

物などの飼育、スノーケリングによるサンゴ生態

系の観察、そして、海洋学専門の研究者との交流

を通して、「本物に触れる」教育活動を意識した仕

掛けである主体性ペンタゴン[Ⅱ、触れる]を生徒

に提供してきた。そして、主軸から派生するよう

に、サンゴや共生藻（褐虫藻）などの特性を研究

することで[Ⅲ、リサーチ]を、その研究成果を学

会等で発表することで[Ⅳ、発表]や[Ⅴ、学びあい]
を契機として生徒の成長を促してきた。しかしな

がら、2020 年よりコロナ禍に入り、それらの活動

が制限され、別の切り口で生徒の自己効力感を伸

ばす仕掛けを生み出す必要が発生した。そこで、

サンゴ部では、今までの経験を活かし、サンゴ保

全活動を通して得た学びを発信することで、賛同

を得た地域や企業と連携することで相互にフォ

ローし合いながら保全活動を行うプロジェクト

を計画した。この計画を進めることで、今までの

[Ⅱ、触れる]を軸とした学びの仕掛けを成長させ

た[Ⅵ、活動]を軸とした新たな学びの仕掛けを形

成でき、生徒の自己効力感が今まで以上に上昇す

ると考えられる。そこで、新たに設計した[Ⅵ、活

動]を軸とした学びの仕掛けにより、生徒の自己効

力感が向上するという仮説を設定した。 

 
 
[[  bb..内内容容・・方方法法・・検検証証]]  
内容・方法①：地域連携 
〈伊江島海の会との連携〉 
コロナ禍に入り「本物に触れる」機会を生徒に

提供しづらくなったため、サンゴ部のこれまでの

サンゴ保全活動の内容とコロナ禍でも実現可能

なサンゴ保全活動への協力依頼を外部に発信す

ることにした。その結果、沖縄県国頭郡の伊江島

海の会の賛同と協力を得ることができた。伊江島

海の会は、2009 年より伊江島の海洋環境の保全

を開始し、教育委員会と連携して学校行事の一環

として島内の小学校 6年生を対象にサンゴの移植

活動を支援している。そのような背景もあり、

2021 年からサンゴ部と伊江島海の会との連携が

開始した。協力内容としては、伊江島で育てたサ

ンゴを玉川学園サンゴ部に発送すること、そして、

サンゴ部で育てたサンゴを伊江島の海に移植す

ることである。サンゴ部に輸送するメリットとし

ては、サンゴ個体を株分けすることで無性生殖に

より増やすことができること、水槽内は台風の影

響がなく水質が安定していることなどが挙げら

れる。本連携により、生徒がサンゴを水槽で飼育

することが可能となり、コロナ禍でも「本物に触

れる」機会につなげることができ、2022 年 1 月

に伊江島海の会の手によってサンゴの移植を達

成した。そして、今年度はコロナ禍が落ち着いた

こともあり、生徒が現地に赴くことができたため、

上記活動がより発展し、生徒自らが育てたサンゴ

を生徒自らの手で移植することに成功した。 

 
 
〈伊江村教育委員会・伊江中学校との連携〉 

上記連携に加え、今年度は伊江村の教育委員会

と連携することが決まった。次年度では、本学園

の小学部・中学部・高等部と伊江中学校で連携す

ることで、協働でサンゴ保全活動を行う予定であ

る。その際に、小学部の教室水槽と伊江島の海水

の水質をできる限り同質にすることで、サンゴの

育成に与える影響を調査するとともに、協働で学

会発表等を行っていく計画を立てている。 
 

内容・方法②：企業連携 
〈企業からの講演依頼〉 
サンゴ部活動の発信するにあたり、以前より連

携関係にあった西松建設株式会社より紹介を受

け、mecc（minato eco-conscious consortium; み
なと環境にやさしい事業者会議）が主催する「企

業と環境展（2022 年 11 月 11 日）」で生徒がサン

ゴ部の活動を発表した。また、その内容が評価さ

れ、ソニーミュージックからも講演依頼があり、

サステナビリティセミナー（2023 年 1 月 20 日）

にて生徒が講演を行った。 

 
 

〈水質管理や枝打ち手法の指導〉 
本年度も 2022 年 4 月に株式会社エムエムシー
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企画レッドシー事業部の方にお越しいただき、サ

ンゴの種類やサンゴの健全育成に欠かせない主

要元素の解説、水質チェック方法の指導をいただ

いた。また、ネオウェーブの阿久根直之氏よりサ

ンゴの無性生殖による養殖方法である枝打ちの

仕方を指導していただいた。 

 
 
内容・方法③：大学連携 
〈お茶の水女子大学服田昌之教授によるサンゴ

の生態に関する研修〉 
今年度もお茶の水女子大の服田昌之教授によ

る指導のもと、サンゴの生態に関する研修を行っ

た。当日はサンゴと同じ刺胞動物であり、サンゴ

のモデル生物として利用されるセイタカイソギ

ンチャクの観察を行った。 

 
 
〈琉球大学瀬底研究施設の施設見学と講義〉 
今年度は沖縄伊江島研修(7 月 26-29 日)を行う

ことができたため、その際に琉球大学瀬底研究施

設の熱帯海洋科学センターに伺い、研究施設見学

とサンゴ研究に関する講義を受けることができ

た。 
 
内容・方法④：チームデザイン 
活動に多様性が出たことから、主体性の高い生

徒がすべての活動に積極的に参加してしまい、そ

のような生徒への負担が大きくなってしまうと

いう課題が発生した。このような事態を解消する

ために、生徒の担当分野を明確にし、各分野でリ

ーダーを決めることで、生徒の負担の軽減を行う

とともに、チームで活動する協働性の育成に挑戦

し始めている。現在は、以下のようにチームをデ

ザインし、各分野の目指す方向性を決め、チーム

分けを行っている。ただし、チーム編成はサンゴ

部だけでなく、自由研究（生物_サンゴ班）と合同

で行い、サンゴ研究部としてチーム分けを行って

いる。 

 
 
検証 
コロナ禍以前は OUTCOME シートを用いて活

動の評価を行ってきた。しかしながら、コロナ禍

に入り活動が停滞したこともあり、OUTCOME
シートの内容をサンゴ部独自に精査することと

した。理由としては、OUTCOME シートは多岐

に渡る活動を評価するために汎用性をもたせて

いる一方で、部独自の活動に焦点を当てて評価す

ることができないからである。そこで、サンゴ部

の活動をより具体的に評価するために、YD シー

トを新たに作成した。今後は、YD シートを活用

して生徒の主体性評価を行っていく予定である。 
 
[[  cc..対対象象・・形形態態・・指指導導体体制制ななどど]]  
形態：課外活動 
指導体制：化学・生物・社会の教員 

教科 担当 
理科（化学） 水質管理・渉外 
理科（生物） 研究指導・大学連携 

社会 地域連携・企業連携 
 
[[  ff..教教師師のの指指導導力力向向上上]] 

サンゴ部では、サンゴの飼育等を学内だけでな

く他校でも実現可能にするため、手法のマニュア

ル化を始めている。これにより、指導教員の引継

ぎだけでなく、協働でサンゴ保全活動を行う他校

との連携を図りやすくなると考えられ、内外の教

師の指導力向上につながると予想される。 
 
  [[  gg..そそのの他他]] 
 前年度、本学の小学部の生徒や教員にサンゴ部

の活動の見学や講義を実施した結果、生徒や教員

から高評価を得た。そこで、助成金申請のしかた

に関してノウハウを伝えた結果、公益財団法人 
中谷医工計測技術振興財団より助成を受けるこ

とができ、小学部へのサンゴ水槽の設置が実現し

た。SSH で培ったノウハウを小学校にも普及し、

理系人材の育成に向けて活動する。また、生徒の

保護者にもサンゴ保全活動に参加できるような

企画をつくり、学校が基盤となって地域を活性化

する仕組みをつくる。 

68



 
 

10 

  
  [[ゴゴーールル]]  
①社会と繋がりながら、自分が信じていることに

対して主体的・協同的に行動を起こすことがで

きる生徒の育成。誰もがとりくめ、取り組んだ 
ときに何が得られるかを体感する。 

②課題研究を通し、玉川の丘で「耐久力があり、

成長が早く、変化に強い」サンゴを育成する。 
③サンゴの産卵に挑戦し、サンゴの幼生から、生

長に至るまでのサイクルを作り、定期的に移植

を行い、経過観察をする。 
【【１１年年間間のの成成果果】】 
■活動実績（研究活動） 
① 『Coral Research WORK NOTEBOOK』 

『Coral Research WORK NOTEBOOK』（自作

教材）を活用して個別学習、グループディスカッ

ションを行い、サンゴについての基礎知識、サン

ゴを取り巻く問題、サンゴに関する新聞記事やイ

ンターネットニュースについて理解を深めた。こ

の活動を通して自分なりの疑問点や発見をまと

めることで、研究テーマを絞り込み、調べ学習や

課題解決のための実験を行い、サンゴ図鑑や課題

研究ポスター等の形式でまとめた。 
 
 
 
 
 

 
 Coral Research WORK NOTEBOOK 
■活動実績（体験的・実践的な活動） 
① スノーケリング技術研修 
 フィールドワークに向けたスノーケルの技術

をプロのインストラクター（NPO 法人オーシャ

ンファミリー）から学んだ。今年度は玉川学園の

屋内プールで行った。 

 

図 3.スノーケリング技術研修 
② お茶の水女子大学サンゴ研修 

サンゴ研究の第一人者のお茶の水女子大学服

田教授の研究室で、様々なサンゴの生態、幼生の

成長、褐虫藻の培養・観察方法について学んだ。

課題研究のアドバイスもいただいた。 

 
図 4. お茶の水女子大学サンゴ研修 
③ 石垣島サンゴ研修 

石垣島の「エコツアーふくみみ」にガイドして

いただき、『何かを学ぶためには自分で体験する

以上によい方法はない』を合言葉にして、スノー

ケリング、マングローブカヤッキング、リバート

レッキング、サバニ体験、鍾乳洞探検、野底マー

ペー登山などを通して、サンゴやサンゴを取り巻

く環境について学んだ。サンゴの魅力や現状を伝

えること、温暖化とサンゴの関係、観光客がサン

ゴに与える影響など、今回の研修で学んだことを

今後の研究テーマにすることを決めた生徒も多

くいた。 

 

研研修修活活動動（（平平成成３３００年年度度））  

55 月月  ススノノーーケケリリンンググ技技術術研研修修  

77 月月  おお茶茶のの水水女女子子大大学学ササンンゴゴ研研修修  

77 月月  石石垣垣島島ササンンゴゴ研研修修  
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石垣島サンゴ研修 
①①久久米米島島ササンンゴゴ研研修修（（22001199 年年７７月月２２３３日日〜〜３３１１

日日））  
 玉川学園と沖縄県久米島町との包括提携を受

け、今年度からサンゴ研修の拠点を久米島に変更

した。はての浜でのスノーケリングや研究施設の

見学、サンゴ礁保全に携わっている方々との交流

会を行った。久米島町長、漁協の方、研究者、島

民のみなさんの前で、サンゴ研究活動のプレゼン

テーションをしたことで、研究に対する意欲の向

上や自己効力感を感じた生徒が多く現れた。 

久米島研修の様子 

②②おお茶茶のの水水女女子子大大学学ササンンゴゴ研研修修（（22001199 年年７７月月３３

１１日日））  
 お茶の水女子大学服田教授から毎年５・６月に

サンゴの幼生の提供を受けており、学内で飼育に

挑戦しているが、なかなか成果が上がっていない。

そこで、今年の研修では、幼生を受け取った後実

際の作業を丁寧に確認していただく研修活動を

行なった。お土産に着床しているサンゴをいただ

き、学内で成長させた。来年度いただく幼生を自

分たちの手で飼育することに自信を深めた研修

であった。 

 
お茶の水女子大学サンゴ研修の様子 
  ③③『『CCoorraall  RReesseeaarrcchh  WWOORRKK  NNOOTTEEBBOOOOKK』』((自自
作作教教材材))  Coral Research WORK NOTEBOOK を

用いて、個別学習やグループディスカッションを

行い、サンゴに関する新聞記事やインターネット

ニュースなどを通してに最新のサンゴのニュー

スについて理解を深めるとともに自ら主体的に

研究に取り組む姿勢を養った。この活動を通して

自分なりの疑問点や発見をまとめることで、研究

テーマを絞り込み、調べ学習や 課題解決のため

の実験を行い、サンゴ図鑑や課題研究ポスターや

研究スライドを作成し、玉川学園展などで発表し

た。 
振り返りのアンケートから、研修を経験したこ

とにより、研究に主体的に取り組むきっかけにな

っていることがわかった。 

 
図６.西建設国際サンゴ礁年オフィシャルサポーター 

 
図７.西松建設・玉川学園産学連携協定 
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❸❸－－④④  実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価                                
【概要】 
 記述式の OUTCOME シートと４択の主体性アンケートを１つの Google フォームに合体して作成し

オンラインで実施した。振り返りを言語化する OUTCOME シートの質的なものと４択の主体性アンケ

ートの量的なものがデジタルデータとしてリンクして取得できたので質的なものと量的なものの関連

を見ることが容易になり、適当な基準で数値化すると OUTCOME 値＝＜主体性アンケート値という関

係になることが分かった。これらの評価シートがどのような因果モデルとなっているのか、理科教育学

会の学会員の指導のもと、検証を行った。その結果、バンデューラの理論に基づく因果モデルを構築で

き、SSH における主体的な探究活動に影響する要因として「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」

の 3 点が明らかになった。  

[[結結果果]]  
主体性アンケートおよびルーブリック評価は

以下の通りである。学びの技(中 3)→自由研究全

体(高 1～高 2 文系生徒)→自由研究(高 1～高 2 理

系生徒)→科学系クラブ(中 3～高 2 対象生徒)の順

に主体性およびルーブリックの値が大きくなっ

ていることが読み取れる。ルーブリック「触れる」

の項目が全体的に低い傾向にあるのは、コロナの

影響で講演会などを聞く機会が少なくなってい

るためと考えられる。※詳細は❸－③－A①サイ

エンスキャリア講座を参照。「学びあい」に関して

も感染対策のために対面でのディスカッション

ができなかった影響が出ている。 
[[効効果果]]  
生徒：学外へのコンテスト・発表会・学会への参

加数が増加している。※❹関係資料参照。コロナ

禍において 2020 年以降は大会数が減少したが、

それでも今年度はコロナの影響を受ける前まで

より件数が増えている。大会が通常通り開催され

ていれば、例年以上の参加があったことが予想さ

れる結果となった。 
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教職員：生徒の活動の影響を受け、教職員の学会・

研修会の参加数が増加した。※❹関係資料参照。

教職員 36 名が参加した全国私立大学附属・併設 
中学校・高等学校 教育研究集会をはじめ、SJST
若手研究オンラインセミナー、第 7回生徒の資質・

能力の育成とその適切な評価の実現に向けて(主
催：IGS)、令和３年度 全国理科教育大会(主催：

日本理化学協会)、理科教育学会全国大会(群馬)、
探究学習を考える会(共催：河合塾・NOLTY プラ

ンナーズ)、東京都内 SSH 指定校合同生徒研究成

果発表会及び教員研修、Newstead Wood School
の教員との Zoom による交流(教員・管理機関)、
多摩科技オンラインシンポジウム、茗界からの報

告(茗溪学園主催の公開シンポジウム)に参加があ

った。これは例年と比較して 5件の増加となった。 
学校運営：このような状況から、教職員間での打

ち合わせの回数も増加した。学びの技の打ち合わ

せは週 1 回実施している。また、月 1 回の SSH
実行委員会や運営指導委員会に加え、他校向けの

教員研修会を 2 回実施することができた。これま

では研修を受けるだけであったが、教職員が講師

を務める機会が増えたことも主体性が育成され

た効果と考える。運営指導委員会においても検証

を進めている。※運営指導委員会参照 

 
  [[検検証証ととそそのの方方法法]]  
 これまで開発してきた主体性を育成する方法

について、理科教育学会の方に助言をいただき、

効果を検証することとした。その結果、バンデュ

ーラの理論に基づく因果モデルを構築すること

ができ、このモデルにより SSH における主体的

な探究活動に影響する要因として「他者からの受

容」「達成経験」「自己効力感」の 3 点が明らかに

なった。この分析に基づき、課題研究における主

体性の向上がみられた生徒および各担当教員に

対してインタビュー調査を行ったところ、生徒の

躓きとそれに対する教員の働きかけも明らかと

なった。 
[[追追跡跡調調査査]] 
 卒業生に対して独自のアンケートを実施した。

今年度は Google Forms によるアンケートととも

に教員からのメッセージ動画の URL を添付した。

これにより、現状の詳細報告を送ってくれる卒業

生が多くなり、SSH の運営に携わってくれると回

答してくれる卒業生も出てきた。※次項参照
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所属 玉川学園にSSHの課題研究がなかったとしたら、今のあなたはど
うなっていたと思いますか？

玉川学園の自由研究にかかわっ
てくれるものがあれば選択して
ください(複数選択可)

後輩達や先生方にメッセージがあればどうぞ！

大学1
年

理系に進んでなかったと思う。 卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）, イベント開催
のスタッフ

SSHをやっていたおかげで、大学受験や大学の実習にとても役立っています。特に実験器具
の操作や、自分の成果を発表することに慣れることができました。ありがとうございました。

大学2
年

意識的に物事の因果関係やつながりを意識したり、プレゼンテーショ
ンが形にならなかったと思う。

イベント開催のスタッフ 大変お世話になりました。
大学でも日頃の授業からプレゼンテーションがあり、文系ですが生かせていると思います。
ありがとうございました。

大学院
生

博士課程に進学しようとはあまり思わなかったかもしれません 課題研究補助（TA）, イベント開
催のスタッフ

大学2
年

　大学でのレポート作成・実験考察等において、「何をすれば良いの
か」「ポイントは何であるか」などを考える力が無い状態になっていた
と思う。与えられた課題に対し、ただ答えるだけの姿勢から脱却する
ことができず、能動的な学びを実践することができなかったと考えられ
る。

卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）, イベント開催
のスタッフ, 部外者が入校できる
のであれば、ちゃんと掃除しに行
きます。

　玉川学園では、SSHや学びの技などの活動が日常的に行われています。日常的な活動は、
その環境下では意義や価値を見出しにくいものです。しかし、一度その環境を離れると「玉川
の日常」が世の中ではとても大切なものであることを認識します。
　私は現在学部2年生です。大学においてとても感じることは、各学生が抱く「自身の活動に対
する考え方」が多種多様であることです。玉川学園の生徒は、難しいと分かっていることに対
し、何かしら自身の意見を持つことができると思います。では、世の中はどうか。それは自分
自身で確認してみてください。
　玉川学園には、自分自身と周りを成長させる要素が多いと言えます。「この環境が何を与え
るか」ではなく、「この環境で・に何ができるか」を考え、自身の成長を立体的に捉えながら生
活してほしいです。

社会人 物事の考え方・捉え方は狭まっていたと思います 卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）

SSHでの研究はとても楽しかったです。当時の研究で根気や考え方の柔軟性が培われ、大学
や大学院での研究に活かされたと思います。

大学2
年

物事の見えかたに対する考えとプレゼン能力が低くなっていた可能性
がある。

課題研究補助（TA）, イベント開
催のスタッフ

SSHでの学びは大学でも社会にでても大きな強みになると思います！自分の武器として磨い
ていってほしいです！

不明 SSHでは発表系の課題が多くあったので、そこで練習になったなと感
じています。現在の仕事でもカンファレンスや講習会など大勢の前で
発表をする場が多くあるので、その時の経験が役に立っています。

卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）, イベント開催
のスタッフ

先生方にご指導いただいた経験が今も役に立っています。また機会がありましたらお会いし
たいです。
ありがとうございました。

大学2
年

SSHの研究を行ったことで、自分が知りたいと思ったことを調べること
ができました。そして、研究内容に関するレポートや論文を作成する
機会もあったため、WordやPowerPointの使い方についても知ることが
できました。大学生になってからはほとんどパソコンでの学修となった
ため、SSHで学んだWordやPowerPointの使い方は、大学の課題やレ
ポート作成に役立っています。そのため、SSHの課題研究がなかった
としたら、大学の課題やレポートを作成することから困難であったと思
います。

卒業生講演 大学生活の中で、SSHで研究を行って良かったと思う場面が多くあると感じています。私は、
高校生のときに知りたいと思ったことを研究内容にしたため、研究内容が自分の将来に大きく
関わるわけではありません。ですが、研究を行って良かったと感じています。自分が知りたい
と思ったことを研究することで、研究内容以外にも、WordやPowerPointの使い方等、将来に役
立つことが学べるため、SSHで研究を行うことは良い経験になると思います。SSHにて、自分
の研究に携わってくださった方に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございまし
た。

社会人 大学進学や進路選択に大きな影響があったと思う。就職活動でも、仕
事の雑談でも、SSHの話はしています。
また、4月からテレビ局で働いているのですがバラエティ番組の研修で
SSHの企画を出したら通りそうです！褒められました笑

お役に立てることがあればなんで
も

先生のメッセージ動画面白すぎました笑
SSHで学んだことを活かして仕事をしているわけではないですが、元気に働いてます〜！また
何かあれば是非ご協力させてください😊😊😊😊

社会人 進路選択に影響して、現在の進路ではなかったと考えている。 課題研究補助（TA）
研究者 研究者をしていないかも 卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文

(執筆予定の書籍のお手伝い)
大学3
年

研究の進め方のイメージが湧いていないため、能動的に進める事が
難しかった。

課題研究補助（TA）, イベント開
催のスタッフ

大学4
年

今の大学にはいないと思う イベント開催のスタッフ, 研修のお
手伝い

玉川でしか経験できないことが多いので1日1日を大切に過ごしてください！

不明 たぶん、道端で野垂れ死にしていたと思います。 卒業生講演 SSHは玉川学園ならではの取り組みのひとつだと思うので、わりと積極的にかかわってみると
面白いんじゃないかと思います。

不明 研究職を目指そうとは思わなかったかもしれない 課題研究補助（TA）, イベント開
催のスタッフ

高校生のうちにたくさん自由に実験して、自然に触れて楽しんでください

大学1
年

発表や質問されること、することに不安しか感じない人間になってい
たと思う。

社会で有利になるかはまだわからないけど、大学で周りに差をつけることができる貴重な経験
なので是非頑張ってください。

社会人 SSHによってレゴやロボットの活動をさせてもらったので、少なくとも今
の仕事はしていないと思う。発表会等で他校の人たちと交流すること
で、他校の人たちの考え方やトレンドを知ることで刺激を受けつつ課
題解決に向けて取り組めた。

依頼があれば何でもします。 後輩の皆さん、結果が出なくて悩むこともあるかもしれませんが、気長に頑張ってみてくださ
い。
ふと目が覚めたら何か思いつくことあるかもしれません。気長に気長に頑張ってみてください。
応援してます。

先生方へ、お久しぶりです。お元気ですか。
私は日本信号へ就職し、今はJR東海へ出向し鉄道の保安システムの設計をしています。
また、コロナが治まったら伺います。

大学院
生

発表をすること、論文を書くこと、実験をすることのハードルをもっと高
く感じていると思う

休日にサイテック303の部屋で実験をしたり、プレゼンの練習をしたり、今ではすごくいい思い
出です！機会を与えてくださった先生方に感謝しています。

大学1
年

私はおそらく普通の大学生になっていたと思います。勉強もそこそこ
やってアルバイトやって、みたいに。究極的につまらない人生を送って
いるような気がします!

卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）, イベント開催
のスタッフ

本当に本当にお世話になりました。浪人時代も目標を失わず頑張り続けることができたのは
sshのおかげです。研究の基礎はもちろん、文章の書き方や人に伝える力、プレゼンの仕方な
どたくさんのことを学びました。大学の授業では積極的に教授や同級生と話すことができてい
ます。また、やっている当初はあまり意識していませんでしたがsshの研究発表会や講話を通
して好奇心も自然に備わった気がします。大学にいけばたくさんの人と喋り自分の世界が広
がります。どんな世界でも飛び込んでいき、同時に自身の見解を広げることができています。

　高校生活で研究に没頭して本当に楽しかったです（精神的に危なくなった時もありましたが
先生や同級生が支えてくれました）。全ての後輩にこうなるように求める訳ではありません。た
だ、誰でもいいから、少しでいいから、何かを追究するのはものすごく楽しいということに気づ
いてほしいです。私もまだ20を超えたばかりで高校生とほぼ同じようなものです。たくさん学ん
で将来の自分に繋げたいと思っています。

以下の文章で受験生を勇気づけてください。
共通テスト本番に国公立理系でも数学50点台をマークする人間がいます。けど猛勉強すれば
国立受かります。諦めないで欲しいです。一般受験は少数派かもしれませんが。

大学4
年

院に進学することを選んではいなかったかもしれない 卒業生講演, 課題研究補助（TA）, 
LaTeXの入門の手助けなどはで
きるかもしれません（Wordより 
LaTeX使った方がいい生徒は一
定数いると思います）

先生方へ
在学中は大変お世話になりました．お陰で今年から大学院に入ることになりました．
後輩達へ
本気で取り組めばそれが力や思い出になりますし，先生方はそれを全力でサポートしてくれま
す．やりたいことが沢山ある高校生活だと思いますが，ぜひ時間をかけて取り組んでみてくだ
さい！

大学3
年

コロナ禍で大学での実習・実験が思うようにできないので、実験器具
の操作などはSSHでやったことを思い出しながらレポートを書いてい
ます。SSHの課題研究がなかったら理系で実験をする際の基礎が身
についていなかったと思います。

課題研究補助（TA）, イベント開
催のスタッフ

動画でのメッセージありがとうございます。サイテックの教室が懐かしいです。
SSHのアンケート、毎回試験期間に来るのでしんどいです！！

大学3
年

SSHの課題研究が無ければ、理系の道に進むこともなく、根拠を基に
論理的に考えることができなかったと思います。
私のSSHの主な活動は、ロボット部においてロボットを製作する事でし
た。ロボット製作において、「失敗したことについて原因を究明しそれ
を解決していくことを繰り返し」、想定していたロボットを製作します。こ
の活動を通して自然に根拠や理由を基に論理的に考えられるように
なったと思います。

卒業生講演, 書籍執筆の寄稿文
(執筆予定の書籍のお手伝い), 課
題研究補助（TA）, イベント開催
のスタッフ

在学中はわかりませんでしたが、大学に行き玉川学園の環境が恵まれていることが分かりま
した。コロナ禍で制限がかかってしまいますが、ぜひ貴重な高校での生活を大いに楽しんでく
ださい。

大学3
年

現在は数学科に通っているが，別の学科で勉強していたと思う． 課題研究補助（TA） （課題研究補助について: ）活動する時間によっては，お手伝いできない場合があります．
（後輩に向けて: ）課題テーマの設定は，検証可能なところまで噛み砕くことが大切だと思いま
す．
（ご指導なさる先生に向けて: ）SSHの運営はご苦労も多いことかと存じますが，生徒を信じて
見守ってくださると幸いです．私は研究の右左も分かりませんでしたが，指導教員のサポート
もあり研究を円滑に進めることができました．生徒の研究の詳細は指導できなくとも，研究の
進め方などについては積極的に生徒に働きかけてくださいますようお願い申し上げます．

大学2
年

本当に自分がやりたいことを見つけることができなかったと思います。 書籍執筆の寄稿文(執筆予定の
書籍のお手伝い), 課題研究補助
（TA）, イベント開催のスタッフ

SSHを通して自分が今本当にやりたいことを見つけることができたのは嬉しいですし、見つけ
ることができてよかったなと思っています。
また、自分の興味のあることを気軽に話せる友達がいること、先生方と気軽に研究のことから
進路、勉強のこと、色々なことが話せる場でもあると思うので凄くありがたい環境だとも思いま
す。
私は文系のことはよくわかりませんが、理系だけがこのSSHという分野に取り組むのではな
く、色々な分野の人が取り組んだり、学べることでいろんな発見ができ、これからに役立つと思
いました。

73



4 
 

【バンデューラの理論に基づく因果モデル開発までの分析・評価の経緯】 
本校設定の主体性ペンタゴンによる主体性評価を裏付けるため、並行して主体性を評価するアンケー

トを実施した。既存のものがないため独自作成した。授業や課題研究の特徴を困難克服型と捉え、本校
における子どもの主体性の概念を 75 の文献より Rodgers の概念分析によって概念分析した札幌医科大
学の田畑久恵先生の研究を元にすることに決め、田畑先生から幼児と高校生という対象者のずれに関す
るご意見を頂いた。またアンケート作成にあたっては京都大学の楠見孝先生から尺度作成上の注意や既
存尺度との比較など詳細なアドバイスを頂き、正負あわせて合計３２の尺度と、本校が設定した主体性
の３項目の尺度正負合計６つ、関連する既存尺度２つの４０問のアンケートを作成した。プレテスト結
果を楠見先生に再度見て頂き修正をし、第１次テストを行いその結果について SSH 運営指導委員会か
ら様々なご指摘を受けアンケートの有効性を検討し最終改訂版を完成した。主体性ペンタゴンと主体性
アンケートや批判的思考力との相関関係など検証した。主体性アンケートから概念同士の因果関係が予
想され、次年度に「パス検定」および「交差遅れモデル」によって検証する。批判的思考力の育成を、
第２期の検証結果から課題研究のルーブリック評価と連動させることにして、ルーブリックを再検討し
批判的思考力テストを開発したベネッセの協力のもとルーブリック評価から批判的思考力を換算でき
るようにし、検証した。また、批判的思考力の能力値と主体性アンケートの相関関係も検証した。 

 
注：１０年＝高１生、１１年＝高２生 

  
 2019 年度までに、札幌医科大学の田畑先生の研究をもとに京都大学の楠見先生にご意見ご指導を頂
きながら作成した主体性アンケートの尺度を作成・実施・改良し、また本校併設大学の根上先生が作成
した振り返りの OUTCOME シートを主体性育成評価用に作り変え・実施・改良した。 
 主体性アンケートは、一つの概念に対して正・負 1対の尺度で質問し、「あてはまる」「ややあてはま
る」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の 4 択で回答する形式とした。ただし、1 対の正・負
の尺度は他の尺度とランダムに配置しアンケート用紙を作成した。 
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これを数値化するに当たっては、 

 
あてはま

る 

ややあて

はまる 

あまりあ

てはまら

ない 

あてはま

らない 

正の尺度 1.5 0.5 －0.5 －1.5 
負の尺度 －1.5 －0.5 0.5 1.5 
として、正負の尺度で平均をとり、その概念が低
い（－1.5）～高い（1.5）で表現した。 
 我々が採用した主体性は「先行要件」に対応す
る概念 6つ、「属性」に対応する概念 5つ、「帰結」
に対応する概念 3つから成り立っているので、こ
の構造を生かして主体性を数値化するため、「先
行要件」「属性」「帰結」ごとに－1.5～1.5 の概念
の数値を平均して合計することによって主体性
を数値化することにして「主体性アンケート値」
と名付けた。 
「主体性アンケート値」＝（先行要件の平均）＋
（属性の平均）＋（帰結の平均） 
各－1.5～1.5 の数値の合計なので、 
  －4.5 ＝＜主体性アンケート値＝＜4.5 
で表現される。 

2019 年度は、記述式の OUTCOME シートと
４択の主体性アンケートを１つの Google フォー
ムに合体して作成しオンラインで実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このためOUTCOMEシートと主体性アンケート
の結果がリンクした形で excel 上に得ることが出
来、質的要素と量的要素をつなげて分析しやすく
なった。2019 年度の高校 1 年生が 2020 年度の高
校 2年生になったので、高校 1 年次と高校 2年次
で主体性アンケートにどのような相関関係があ
るか調べた。 

  

この相関関係から、主体性アンケート値と元にし
た主体性の概念構成について以下のように評価
した。 
１．高校１年次の主体性アンケート値（＝先行要
件の平均＋属性の平均＋帰結の平均）は高校２年
次のほぼすべての概念に正の相関があった。した
がって、「主体性アンケート値」という指標の取り
方が妥当であると考えられる。 
２． 高校１年次の「先行要件」は、 高校２年次  
の「属性」と「帰結」の多くに弱い相関がある。
したがって、「先行要件」の概念に次いで「属性」・
「帰結」の概念という概念構成も妥当であると考
えられる。 
３． 高校１年次の「属性」は、高校２年次の「帰
結」や「先行要件」と弱いが相関はある。この弱
さは、高校１年次に「属性」まで備わっている生
徒が少ないためで概念構造と矛盾はない。 
４． 高校１年次の「帰結」は、高校２年次の「先
行要件」・「属性」ともに相関がない。これは高校
１年次の段階で探究学習において主体性の「帰結」
まである生徒がまだいないためだと考えられる
ので概念構造との矛盾ではない。 
５．高校１年次の「帰結」である「プラスの体験」
は、高校２年次の先行要件の「つながり」と弱い
相関がある。 
 次に、それを元に、主体性育成の効果的な指導
の在り方への手がかりを次にように得た。 

つつ
なな
がが
りり

承
認
感
/
尊
重
さ
れ
る

達達
成成
感感
//
でで
きき
たた
体体
験験

安
心
感

生生
徒徒
なな
りり
のの
理理
解解
//
イイ
メメ
--
ジジ

ああ
ここ
がが
れれ

先先
行行
要要
件件
のの
平平
均均

独
立
性
/
自
己
統
制
/
自
ら
の
判

断
で
対
処

主
役
と
い
う
感
覚
・
自
発
性

自自
らら
のの
ペペ
--
スス
でで
行行
動動

気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
-
ル

知
的
好
奇
心

属属
性性
のの
平平
均均

自
我
・
自
己
肯
定
感
・
自
尊
感
情

ププ
ララ
スス
のの
体体
験験
//
満満
足足
・・
達達
成成

手手
段段
保保
有有
感感
//
自自
信信
//
自自
らら
対対
処処

すす
るる
力力

帰帰
結結
のの
平平
均均

生生
徒徒
のの
対対
処処
をを
ササ
ポポ
--
トト

生生
徒徒
のの
安安
心心
・・
自自
由由
をを
促促
すす
場場
つつ

くく
りり

主主
体体
性性
アア
ンン
ケケ
ーー

トト
値値

つながり 00..55 00..11 00..22 00..33 00..33 00..33 00..44 00..00 00..22 00..33 00..11 00..22 00..33 00..11 00..33 00..22 00..33 00..22 00..22 00..44

承認感/尊重される 00..33 00..33 00..33 00..33 00..11 00..22 00..44 00..11 00..22 00..33 00..22 00..22 00..33 00..11 00..11 00..22 00..22 00..11 00..33 00..33

達成感/できた体験 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..33 --00..11 00..11 00..22 00..11 00..11 00..22 00..11 00..11 00..22 00..11 00..22 00..22 00..33

安心感 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..33 00..11 00..22 00..22 00..00 00..11 00..22 00..00 00..00 00..33 00..11 00..22 00..22 00..33

生徒なりの理解/イメ-
ジ

00..44 00..11 00..22 00..22 00..33 00..22 00..33 00..00 00..11 00..22 00..11 00..22 00..22 00..11 00..11 00..22 00..22 00..22 00..22 00..33

あこがれ 00..44 00..11 00..33 00..33 00..33 00..44 00..44 00..11 00..33 00..33 00..22 00..11 00..33 00..22 00..11 00..22 00..22 00..11 00..33 00..44

先先行行要要件件のの平平均均 00..44 00..22 00..33 00..33 00..33 00..44 00..55 00..11 00..22 00..33 00..22 00..22 00..44 00..22 00..22 00..33 00..33 00..22 00..33 00..44

独立性/自己統制/自
らの判断で対処

00..11 00..22 00..11 00..22 00..00 00..11 00..11 00..44 00..11 00..11 00..11 00..11 00..22 00..00 00..11 00..22 00..11 00..00 00..11 00..22

主役という感覚・自発
性

00..33 00..22 00..33 00..22 00..22 00..22 00..33 00..11 00..33 00..33 00..11 00..22 00..44 00..11 00..11 00..33 00..22 00..22 00..22 00..44

自らのペ-スで行動 00..33 00..00 00..22 00..22 00..33 00..22 00..33 00..11 00..22 00..22 00..11 00..11 00..33 00..22 --00..11 00..22 00..00 00..11 00..22 00..33

気持ちのコントロ-ル 00..33 00..11 00..33 00..22 00..22 00..22 00..33 00..22 00..33 00..22 00..22 00..11 00..44 00..22 00..11 00..22 00..22 00..11 00..22 00..44

知的好奇心 00..22 00..00 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..11 00..11 00..11 00..22 00..22 00..22 00..11 00..11 00..11 00..00 00..00 00..11 00..22

属属性性のの平平均均 00..33 00..11 00..33 00..33 00..22 00..33 00..44 00..33 00..33 00..33 00..22 00..22 00..44 00..11 00..11 00..33 00..22 00..11 00..22 00..44

自我・自己肯定感・自
尊感情

00..22 00..11 00..22 00..11 00..11 00..22 00..22 00..11 00..00 00..11 00..22 00..00 00..22 00..11 00..11 00..22 00..11 00..00 00..22 00..22

プラスの体験/満足・
達成

00..33 00..11 00..33 00..22 00..33 00..33 00..33 00..00 00..22 00..22 00..11 00..11 00..33 00..22 00..11 00..22 00..22 00..11 00..22 00..44

手段保有感/自信/自
ら対処する力

00..33 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..33 00..11 00..22 00..33 00..11 00..11 00..22 00..11 00..11 00..22 00..22 00..33 00..11 00..33

帰帰結結のの平平均均 00..33 00..22 00..33 00..22 00..22 00..33 00..44 00..00 00..22 00..22 00..22 00..11 00..33 00..22 00..11 00..33 00..22 00..22 00..22 00..44

生徒の対処をサポ-ト 00..33 00..11 00..33 00..22 00..33 00..33 00..33 00..00 00..22 00..33 00..22 00..00 00..33 00..00 00..11 00..22 00..22 00..22 00..22 00..44

生徒の安心・自由を促
す場つくり

00..33 00..22 00..33 00..44 00..33 00..33 00..44 00..22 00..22 00..22 00..22 00..22 00..33 00..11 00..11 00..22 00..22 00..11 00..22 00..44

主主値値 主主体体性性アアンンケケーートト値値 00..44 00..22 00..33 00..33 00..33 00..33 00..44 00..11 00..22 00..33 00..22 00..22 00..44 00..22 00..11 00..33 00..22 00..22 00..33 00..44

ササ

22001199

22
00
22
00

先先行行要要件件 属属性性 帰帰結結 ササポポーートト

先先
行行
要要
件件

属属
性性

帰帰
結結
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６． 高校１年次の「先行要件」の概念の中では、
「つながり」「達成感」「イメージ」「あこがれ」が
高校２年次の「属性」や「帰結」に弱い相関があ
る。したがって、高校１年次ではこれら（つなが
り、達成感、イメージ、あこがれ）を意識して指
導することが主体性の次の段階を育成するのに
効果的である。 
７． 高校１年次の「属性」の概念の中では、「自
らのペースで行動」、が高校２年次の「先行要件」
や「帰結」に弱い相関がある。したがって、高校
１年次には、生徒のペースで活動させることに配
慮することも主体性の次の段階を育成するのに
効果的である。 
８．高校１年次の「帰結」である、手段保有感（自
己効力感）は、高校２年次の「先行要件」や「属
性」と弱い相関がある。したがって、探究活動に
おける手段は最終的な到達目標なのではなく、高
校１年次になるべく早く探究活動における手段
を保有させる指導も主体性育成に効果的である。 
９．高校１年次に、「生徒の安心・自由を促す場」
つくりのサポートは、高校２年次の「先行要件」
に弱い相関がある。したがって、高校１年次に常
に生徒が安心して自由に活動できるようにサポ
ートすることは主体性育成に効果的である。 
  昨年度、全教員が担当している自由研究の研修
を行った。その際、上記のように、主体性育成に
は決まった入り口や出口はなく、先行要件を先に
そろえるのではなく、属性や帰結は目標なのでは
なく、それらを部分的に先取りする導入も探究活
動には重要であるという、これまでの物理・化学・
生物・環境・数学で先行開発してきたことを参加
者全員に共有できた。その効果を見るために、こ
れら先行開発してきた分野とその他の分野の主
体性アンケート値を、昨年度と今年度を比較した。 

2020 度は、物化生
環とその他の分野で
主体性アンケート値
にして 0.6～0.7 の差
が高校1年生も高校2
年生もあったが、今年
度はほとんど差がな
くなくなり、かつ全体

としても上昇している。したがって探究活動にお
ける主体性の育成は、決まった入り口やゴールは
なく、どこから入っても主体性ペンタゴンを回す
ことによって育成できるという教員研修は効果
的であったと考えられる。 
 高校 1年次の主体性概念の「先行要件」がその
後の主体性と相関が高いと分かったので、本校で
実施している中学 3年次の探究学習のスキルを身
につけさせる、総合的な学習の時間に相当する
「学びの技」の授業の効果を評価した。 

 
中学校 3 年次の「学びの技」の授業の効果は、

主体性の「先行要件」の概念中の「つながり」「承
認感」「安心感」「あこがれ」と「帰結」の中の、
「手段保有感」（自己効力感）に差をもたらしてい
ることが分かる。したがって、先の分析と合わせ
て「学びの技」を中学校 3 年次に行っていること
は、それに続く探究学習である「自由研究」での
主体性育成にとても効果的であることがわかっ
た 。オ ンラ イン で主 体性 アン ケー トと
OUTCOME シートを実施したため、この二つの
データがデジタルでリンクした状況で簡単に分
析できるようになった。昨年度、質的な分析に用
いるOUTCOME シートの定量化を行ったが、基
準を、ほぼ書いてない･･･0 点、ほぼ情報が無い･･･
1 点、情報はある･･･2点、詳しい情報がある･･･3
点としたが、やや曖昧であった。今年度はデジタ
ルデータなので文字数によって数値化をするこ
とにした。 

あありり ななしし

つながり 00..6699 00..5588

承認感/尊重される 00..6611 00..3388

達成感/できた体験 0.83 0.82

安心感 00..7711 00..4455

生徒なりの理解/イメージ 0.76 0.75

あこがれ 00..7711 00..4422
先先行行要要件件のの平平均均

  ((--11 ..55～～11 ..55 )) 00 ..7722 00..5577

独立性/自己統制/自らの判断で対処 0.47 0.46

主役という感覚・自発性 0.81 0.88

自らのペースで行動 0.77 0.74

気持ちのコントロール 0.66 0.60

知的好奇心 0.82 0.87
属属性性のの平平均均

  ((--11 ..55～～11..55 ))
0.71 0.71

自我・自己肯定感・自尊感情 0.85 0.84

プラスの体験/満足・達成 0.96 0.93

手段保有感/自信/自ら対処する力 00..7744 00..6666

帰帰結結のの平平均均
  ((--11 ..55～～11..55 ))

0.85 0.82

生徒の対処をサポート 1.07 1.00

生徒の安心・自由を促す場つくり 00..6611 00..3377

2.27 2.09

「「学学びびのの技技」」のの経経験験

主体性アンケート値

(-4.5～+4.5)

先先行行
要要件件

属属性性

帰帰結結

周周囲囲のの

働働ききかかけけ

年度 学年 分野 主主体体性性アアンンケケーートト値値

物化生環 11..99

その他 11..33

物化生環 22..22

その他 11..66

物化生環 22..11

その他 22..22

物化生環 22..44

その他 22..33

自自由由研研究究

1年

2年

1年

2年

2020年度

2019年度
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中中間間評評価価結結果果かかららのの改改善善状状況況  
【概要】 
 中間評価において、「1.カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一体化についての研究開発の具

体性がない。」「2.開発されたプログラムが汎用性を持つと言えない。」「3.理系の生徒数が少ない。」「4.数
学と SSH 活動との関係等が分かりにくい。」「5.数学分野のクラブ活動の後押しも期待される。」「6.サン

ゴ以外の課題研究における外部連携がない。」「7.成果の普及等に関して、今後一層の改善・充実が求め

られる。」といった指摘を受けた。これについて、現状の改善点について以下に記載する。 
  
[[11..カカリリキキュュララムム開開発発やや課課題題研研究究のの指指導導とと評評価価のの

一一体体化化ににつついいててのの研研究究開開発発のの具具体体性性ががなないい]]  
「学びの技」に代表されるように、独自に開発

した教材を基に、教科横断型の総合的な探究活動

をカリキュラムに組み込み、複数科目の学修によ

る学習成果評価を行っている。❸－③－D や❸－

④に記載したように、指導と評価の一体化につい

て、主体性アンケート・OUTCOME シート・ルーブ

リック評価と生徒の躓きと教員の指導を可視化

した。また、❸－③の［d．評価手法・教科連携］

においてカリキュラム開発に関する具体的な内

容を記載した。特に、総合的な学習(探究)の時間

にあたる「学びの技」、「自由研究」での取り組み

を、中学 3年生の英語および理科の授業に活用し、

双方向に理解が深まるよう教科連携を実施した。

また、理系の生徒は学びの技→自由研究→理系現

代文といった流れで、生徒の主体性と批判的思考

力を育成し、推薦入試を利用して大学へ進学する

ようなカリキュラム編成となっている。その結果、

今年度は 65％の生徒が課題研究の成果を利用し

て理系大学へ進学した。 

[[22..開開発発さされれたたププロロググララムムがが汎汎用用性性をを持持つつとと言言ええ

なないい]]  
 ❸-③-B③学びの技で述べたように、書籍化し

た成果物が、多数の高校等で活用されており、成

果の共有を行うことで、より汎用性をもつ教材や

プログラムの開発に努めている。さらに、開発プ

ログラムについて振り返りを行い、学的根拠に基

づいて汎用性を示すことができないか検討を行

った。❸－③－D で詳しく述べたように、バンデ

ューラの理論に基づく因果モデルを構築し、これ

の検証を行った。これをもとに教員研修会「探究

の方法」を開催したところ、高校・大学・企業な

ど多くの教育関係者の方々に関心を持っていた

だくことができた。この開発プログラムを来年度

は協力いただける複数校と連携して、汎用性が示

せるかさらなる開発を進める計画である。 
[[33..理理系系のの生生徒徒数数がが少少なないい]] 
 理系の人数が増加した。また、❸－③－D で述

べた玉川学園の総合的な探究の時間にあたる自

由研究は文理問わず好きな分野を選択できる性

質上、文系の生徒であっても理系の課題研究を行

っている場合がある。このような生徒は国際関係

の学部学科でSDGsを推進している大学を推薦で

受験する傾向にあり、理系の考え方を持った文系

生徒として大学から評価されて入学するケース

が増えてきている。 

 
[[44..数数学学とと SSSSHH活活動動ととのの関関係係等等がが分分かかりりににくくいい]] 
 数学は❸－③－D で述べた玉川学園の総合的

な探究の時間にあたる自由研究において数学科

の教員の指導の下研究を行っている。※詳細は自

由研究のテーマ一覧を参照。今年度は理科の課題

研究と同様に、科学技術チャレンジ、日本学生科

学賞の数学分野に応募し、科学技術チャレンジに

おいては敢闘賞を受賞した。 

[[55..数数学学分分野野ののククララブブ活活動動のの後後押押ししもも期期待待さされれるる]] 
 前述に加え、2021 年度は東京理科大学副学長

の秋山仁先生の数学体験教室や前電気通信大学

アドミッションセンター特任教授の柏木隆良氏
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による応用数学分野の研究についての講義など

を通して、数学分野の課題研究の充実を図った。

科学技術チャレンジでの成果などから今後はサ

イエンスクラブにおいて数学分野で研究する生

徒を増やせるような開発を展開する予定である。 

 

 
[[66..ササンンゴゴ以以外外のの課課題題研研究究ににおおけけるる外外部部連連携携ががなな
いい]] 
 2021～2022 年度にかけてサンゴの外部連携以

外に以下の分野で連携を行った。 
≪物理≫ 
・7、12、3 月 東京都内 SSH 指定校合同生徒研

究成果発表会及び教員研修 参加 
・11 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課

程履修学生に対する講義 
・株式会社 竹中工務店 
≪化学≫ 
・花王株式会社 
≪生物≫ 
・日本ポリグル株式会社 
・玉川大学農学部教授を招き、「SS 生物」におい

て授業連携を実施した。有泉先生 
・信州大学助教を招き、「SSH リサーチ（生物）」

において授業連携を実施した。 
≪情報≫ 
・10月 Newstead Wood School の教員とのZoom

による交流(教員・管理機関) 参加 
・慶応大学理工学部専任講師から「課外活動（サ

イエンスクラブ）」において研究指導を受けた。 
≪数学≫ 
・東京理科大学副学長 秋山仁先生を招いての数

学体験教室の実施 
・東京理科大学副学長 秋山仁先生による数学体

験バーチャルツアー参加 
・株式会社 steAm 
≪その他全般≫ 
・玉川大学脳科学研究所 中高生脳科学教室参加 
・東京都町田市 
・日本弁理士会関東会 
・発明推進協会 
・株式会社町田新産業創造センター 
・株式会社 Inspire High 
・ジェトロ（日本貿易振興機構）サンフランシス

コ事務所 
・NVIDIA 社 
・株式会社 NOLTYプランナーズ 
・ 奈良教育大学付属中学校 
・順天高等学校 
・神奈川大学附属中学高等学校 
≪教員の受賞≫ 
・日本物理学会 物理教育功労賞 1 件 
[[77..成成果果のの普普及及等等にに関関ししてて、、今今後後一一層層のの改改善善・・充充実実
がが求求めめらられれるる]] 
 成果の普及として年 2回の教員研修会を開催し

た。また、HP の充実とともに YouTube による生

徒の発表動画の配信、生徒が考えた課題研究のア

イディアの共有、紹介動画の作成などを行い、HP
で確認できるようにした。また、学びの技の書籍

の改訂版や研修会で実施した「探究の方法」に関

する書籍化に向けての計画およびバンデューラ

の理論に基づく因果モデルの論文化を進める。 
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❸❸－－⑥⑥「「校校内内ににおおけけるる SSSSHH のの組組織織的的推推進進体体制制」」ににつついいてて  
【概要】 
 玉川学園は幼稚部から大学院までを擁する総合学園としての特性を生かし、同一キャンパス内で独

自の一貫教育を展開している。教育効果を考慮して、幼稚部（年少～年長）、小学 1～5 年生、6～8 年

生（中学 2 年生）、9～12 年生（中学 3 年～高校 3 年生）という枠組みで教育活動を行い、それぞれの

学齢の特長を充分に踏まえたカリキュラムを設定している。また、玉川大学連携プログラムとして、

玉川大学進学予定者は大学の授業を大学生とともに受講することができ、玉川大学脳科学研究所で

は、中学生・高校生に向けて現在の脳科学について特別講義を実施している。 
 SSH 実行委員会の組織体制は下の図のように、理系以外の教科担当も参加しているだけでなく、縦

割りのそれぞれの校務を横断するかたちで実施している。管理機関である学園教学が SSH 運営指導委

員会を設置しており、地域連携・企業連携・高大連携・研究機関連携の支援を行っている。また、今

年度はコロナの影響により実施できなかったが、例年は成果の普及として地域の小中学校に対してプ

ラネタリウムの上映などを行っている。

 
組織図 

 SSH 教育研究プログラムは、理数教科だけではなく全教科の教員が関わり実施する。SSH 生徒研究

発表会では、自由研究（総合的学習の時間）を履修している各カテゴリーの代表生徒も発表に加わり、

理系文系を越えた発表会を展開している。今後は自由研究を履修している生徒全体を加えた発表会へと

発展させていくことも検討していく。また、「SSH 実行委員会」を開催し、本学園の SSH 教育研究プロ

グラムについてその進行状況や課題点、評価方法、実施計画を共有し、検討を行い、改善を図っている。

中学 3 年時に実施している「学びの技」授業では、情報科または司書教諭に加えて、各教科から教員を

派遣し、ティームティーチングを実施しており、授業だけではなく問題発見能力・探究スキル育成方法

に関しても情報共有が行われている。課題研究における教員の関わりについては、理科・数学担当教員

は主に課題研究指導、国語科教員は論文の文章表現指導を行っている。その他教科の教員に関しても、

自由研究における論文指導やプレゼンテーション指導、大学連携など役割分担し、学校全体で SSH の

活動を担っている。 
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❸❸－－⑦⑦「「成成果果のの発発信信・・普普及及」」ににつついいてて  
[[玉玉川川学学園園 SSSSHHホホーームムペペーージジのの充充実実]] 

本校 SSH 研究活動に関する 基礎的な知識、お

よび研究成果を広く国内外に web サイトを通

して発信する。理科を中心としたユニークな授

業実践および評価方法の研究成果を広報する

ことで、国内に科学技術教育に寄与できると考

えられる。 

・イベント情報（今後の発表会、結果報告）  

・成果報告（研究開発報告書、SSH 申請書 3 期

分、開発の成果と普及、生徒作成ｵﾝﾗｲﾝﾌﾟﾚｾﾞ

ﾝﾃｰｼｮﾝ、SSHリーフレット、書籍「学びの技」） 

・研究協力機関（玉川大学－玉川ロボットチャ

レンジプロジェクト、赤ちゃんラボ等） 

・オンラインプレゼンテーション(生徒の研究発表動画の掲載) 

[[GGooooggllee  CCllaassssrroooommのの活活用用]] 

Google のシステムを活用して、学内の生徒・保護者・教員に対して SSH の情報を

掲載。 

・【大会に関しての連絡件数】３０件、【講義・講

演・イベント案内件数】５９件配信 

[[教教員員研研修修会会のの実実施施]]  

※※内内容容のの詳詳細細はは❸❸--④④参参照照  

教員研修「探究の方法」を年 2 回(8 月、3 月)

開催。他校や教育関係者の

方にご参加いただいた。 

第 1 回(8 月)の参加者数：約 50 名、第 2 回(3

月)の参加者数：約 50名  

 

❸❸－－⑧⑧「「研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性」」ににつついいてて  

【【授授業業改改善善にによよるる主主体体性性のの育育成成】】  

≪問題点・今後の課題≫課題研究では有効性を実証できた主体性アンケートだが、授業を対象に行った

場合に尺度が適していない可能性が授業改善から示唆された。昨年度に引き続き、低く出た評価をいか

にして向上させるかについて指導方法を担当者で検討するとともに、授業向けの主体性アンケートの開

発と実施に取り組む。現時点においてもコロナの影響により対面での授業時間数が少なく、授業内にお

ける主体性育成の手法の開発と十分な検証ができていない。 

≪改善策≫課題研究においてはコロナ禍にあっても一定の成果を出すことができたが、来年度は授業に

おいても対面にとらわれない形式でいかに主体性を向上させるか考える必要がある。 

【【課課題題研研究究でで開開発発ししたた評評価価方方法法のの一一般般化化】】  

≪問題点・今後の課題≫限定的な調査対象や質問項目による単一時点の観察であり、知見の一般化には

慎重さが求められる。 
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≪改善策≫「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」といった要因への介入が実際に主体的な探究

活動を促進するかについて、研究知見を蓄積していく必要がある。来年度はバンデューラの理論に基づ

く因果モデルが、他校においても当てはまるか検証を行う。また、昨年度に引き続き批判的思考力と主

体性の関連性をみる分析を進める。これにはルーブリックの数値と OUTCOMEシートの数値との関連性に

ついて考える必要があり、新たなモデルの構築が必要である。開発した評価について他校を含め、広い

範囲でデータを取得するとともに、より深い分析が必要と考える。 

【【成成果果のの普普及及】】  

≪問題点・今後の課題≫オンラインでの有効な発表会の模索とともに、更なる外部発表会への積極的な

参加推進が必要である。 

≪改善策≫学内開催の SSH生徒研究発表会の中学生や文系も含めた規模を拡大しての探究型発表会・教

員研修会開催により成果の普及をさらに充実させていく。そのために、HP や SNS の活用方法の改善や、

SSH 活動で培った研究開発内容の論文化、SSH活動 14年間の活動ノウハウをちりばめた書籍の発行を現

在進めている。地域への成果普及としては、地域住民や玉川学園周辺の児童・生徒を対象に更なる社会

との共創を意識した取り組みの企画と実施を図る。地域や企業と連携し、児童・生徒、地域の市民対象

の科学体験プログラムの一環として知的財産に関する「発明体験教室」立ち上げの企画と実施を図って

いる。来年度は他校も巻き込み、成果の普及を行う。 

【【研研究究開開発発のの方方向向性性】】  

 ❸－⑤に記載したように中間評価での指摘に対して改善を行うと同時に、成果の普及・発信に一層力

を入れる。来年度は研修会の内容の充実を図り、他校や教育関係機関と連携をとることで、研究開発内

容の充実を目指す。5 年目において、充実した取り組み状況を構築し、研究開発を達成することで、さ

らなる発展ができるよう取り組んでいく。 

■■ささくくららササイイエエンンススププラランン  

[[  経経緯緯  ］］  

さくらサイエンスプランは、科学技術振興機構

(JST)が主催し、優秀なアジア・太平洋島嶼国の青

少年が、日本の最先端科学技術に対する関心を高

め、日本の大学・研究機関や企業が必要とする海

外からの優秀な人材獲得に貢献することを目的

とした事業である。事業のうちハイスクールプロ

グラムでは、アジアから最優秀の高校生を招へい

し、日本の最先端の科学技術やトップの科学者と

接するプログラムを実施している。玉川学園での

開催は 2 回目であり、今回は学生どうしの交歓、

共同での実験、文化交流などを行った。 

[[  対対象象人人数数］］  

SSH 課題研究    履修生徒(15 名) 

SGH の委員会    担当生徒(17名) 

中国、ラオス、コロンビア 海外生徒(32

名)  

[[  内内容容・・方方法法  ]]  

日時：平成 30年 7月 23日(月)12:30～17:30 

場所：玉川学園 植物工場、高学年校舎多目的室、

サイテックセンター 

内容：渡邊博之先生の案内で植物工場を見学。そ

の後、高学年校舎多目的室にて玉川学園生徒と共

に、ゲーム形式のアクティビティの中で自己紹介

を行った。サイテックセンターの実験室に移動し、

多面体の構造と強度に関する実験を共同で実施

した。この実験は第 2期目で開発した「科学英語」

の題材に基づいたものである。当日に向けた事前

準備では、SGH の生徒が主体となり、海外の高校

生と楽しくアカデミックに文化交流ができるよ

うなプログラムを企画した。参加者の緊張をほぐ

すアイスブレイクの内容や実験を円滑に進める

ための台本作成などである。一方で、SSH 課題研

究生徒は実験で使用する道具の作成および当日

の実験手順の計画を行った。ストローモデルによ

る多面体の強度を調べる実験では約 3000 本のス

トローを材料に、丈夫で大きさの揃った多面体

250個の作製を行った。 

  [[  検検証証・・今今後後のの課課題題]]  

当日、滑り出しのところでは海外生、玉川生と

もに緊張した様子だったが、互いの自己紹介など
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を通して打ち解けている様子だった。植物工場の

見学では、海外生は工場に興味津々で、質問も多

く出ていた。どの国も母国語が英語でない状況の

中、互いに積極的に交流をはかろうとする主体的

な行動が見られた。実験では、ときには静かにな

るほど集中して取り組み、活発な議論を交わし、

実験の質向上に向けて協働していた。終盤、実験

がうまくいった班に対して、全員から自然と大き

な拍手が沸き起こった瞬間には、プログラムがう

まくいったことを生徒とともに実感できた。国を

こえて交流を深める良い機会となった。 

今後もサイエンスを通じた国際交流を意識し、

このようなプログラムを実施していきたい。 

■■科科学学英英語語  

国際交流の一環として昨年度実施したサクラ

サイエンスプランでの海外生徒との共同実験を、

学内においてプログラム化することを目的とし

た取り組みである。2 期目において作成された科

学英語の教材を用いて、交換留学で毎年学園を訪

れる海外生と生徒が共同実験できるプログラム

を作り実施した。サクラサイエンスプランでは 60

名もの生徒・留学生を対象として大規模に実施で

きた一方で、入念な事前準備を要し、短い時間で

の交流となっていた。一方で、今回実施したプロ

グラムでは、数週間滞在する留学生と共に実験材

料の準備から行い、1～2日間の時間を設けてより

密な交流を実施することが可能となった。6 月に

プログラムを作り第 1 回を実施し、1 月には異な

る生徒が同様の内容で第 2回を実施した。 

  [[対対象象人人数数]]  

SSH 課題研究履修生徒(30名) 

留学生(オーストラリア、台湾、ブラジル、イギリ

ス、アルメニア、タイ、アメリカ)(11名) 

[[内内容容・・方方法法]]  

ストローモデルを用いて建築物の構造と耐久

力の関係について考える実験を行った。ストロー

で様々な多面体を作成し、どの多面体が最も耐久

力があるか、多面体に負荷をかけて調べる。これ

は 2期目で実施した科学英語の授業を活用したも

のである。当日に向けては生徒とともにワークシ

ートを今回の交流に合わせて改良し、英語科の教

員の指導のもと進行の台本作成を行った。留学生

が訪れてからは、実験材料の準備から協働し、多

面体ごとに強度を調べ、弱い構造にはどのような

補強をすればよいか考えるところまで至った。 

  

  

【【検検証証・・今今後後のの課課題題】】  

本プログラムでは学園の授業を体験してもら

うと同時に、留学生に対して自身の研究内容を伝

える機会にもなる。準備から一緒に行うことで、

生徒と留学生の間で活発な交流や議論が行われ、

互いに打ち解けている様子が見られた。この取り

組みを通して自身の研究を国を超えて伝えられ

るようになり、社会貢献につながると考える。  

  今後とも理系・文系問わず、幅広い生徒に向け

ての実施を考えている。ディスカッションに有用

な英語を学びながら、生徒の思考力・判断力・表

現力をさらに磨いていきたい。そのための今後の

方針として主に 2つ挙げたいと思う。 

 1 つ目は、海外生を対象とした交流会を継続さ

せながら、内容について考え、意見交換の機会を

さらに増やしていく。海外生のいる環境を最大限

に活用し、英語を使ったコミュニケーションの必

要性を実感してもらうことを目標とする。また、

授業内容は文系の生徒にも親しみやすいものを

適宜取り入れていきたい。例えば、「洗濯」という

身近な内容を取り上げ、汚れを落とす仕組みを科

学的に理解し、実生活においても得た知識・技能

を活用できるような取り組みを行いたい。 

 2 つ目は、英語の教科書で扱われている理系の

内容(例: 風車、生物の多様性、AI)について単に
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理解するのではなく、主体的に考え、意見交換を

していきたい。そのため、英語と理科の教科間連

携を適宜行いながら、理系の内容をより深く授業

の中で扱いたい。 

 これらを通して、英語で科学を、科学で英語を

学びながら、内容と言語の相乗効果を期待したい。 

来年度使用教材(案) 

■■学学会会発発表表  

[[  経経緯緯  ］］  

 玉川学園では教職員研修で資質・能力の向上に

努めている。例えば、教員の教科指導力向上のた

め、生徒対象の授業力アンケートを実施し、その

結果をフィードバックすることで教員個人ある

いは教科会毎に目標設定や授業改善を図る工夫

をしている。しかし、第 2期目の中間評価におい

て「教員研修の充実が全教員の意識改革につなが

っている。学会発表や論文化など、教員自身の研

究活動の可視化も期待される。」とある。そこで、

今年度より教育学会などに参加することで、教員

個人のスキルアップ及び教科への還元を目指す。 

[[  対対象象］］  

課題研究担当者 

[[  内内容容・・方方法法  ]]  

・理科教育学会(第 68回全国大会・岩手大学) 

・日本物理学会(第 9回物理教育シンポジウム) 

・科研費基盤研究 A” Understanding, measuring, 

and promoting crucial 21st-century skills 

:Global communication, deep learning, and 

critical thinkingcompetencies” (新しい時代

の教育を考える -21 世紀スキルプロジェクトか

らの提案-シンポジウム) 

 また、上記の学会に参加する意外にも、各開発

に関わる大学教授にアポイントメントをとり、開

発・実践内容に関するご意見を賜りに伺っている。 

  [[  検検証証・・今今後後のの課課題題]]  

今年度は理科教員の数名が学会に参加し、教育

に関する様々な取り組みについて知見を広めた。

他校の取り組みを学び、SSH の活動に活かすと同

時に、来年度は活動内容を学会で発表することで、

客観的な意見を頂き、SSH の開発につなげていき

たい。 

■■探探究究型型学学習習研研究究会会  

[[  経経緯緯・・仮仮説説  ］］  

 探究を自校で実施するには、どうすればよいの

か、どうカリキュラムを作り、どう指導教員を配

置し、どういう点に留意し、どう活動させ、どう

評価するのか。探究を始めるのには、まだまだ多

くの不確定要素があり、各学校で試行錯誤を重ね

ている段階である。 

 本研究会は 7回目を迎えたが、その都度テーマ

を替えつつも、上記の現状を踏まえ、基調講演や

実践報告を通して、有益な情報を参加者に提供し

てきた。 

 今年度は、統計的手法を活用して探究の精度を

高める試みというテーマを設定した。これには 2

つの理由がある。まずは、根拠に説得力を持たせ

るにはどうしたらよいのかという問題である。探

究の初心者は、放っておくと自分の勝手な思い込

みをもとに自分の意見に都合のよい情報を集め

て立論する傾向がある。そうさせない工夫をこれ

まで考えてきた。客観的な統計データの活用は、、

その思い込みを阻止できるという仮説を抱いた。

また、統計データの活用は、批判的思考を発動さ

せるということも考えた。統計データも使い方次

第で、自分の思い込みを助長させることにもなる。

批判的な思考のもと多角的な視点から複数の統

計データを活用することで、精度の高い探究が実

83



5 
 

現するという仮説である。 

[[  対対象象  ］］  

小学校教員、中学校教員、高等学校教員、大学教

員、大学院生、教育委員会、教育関係民間企業か

ら約 100名 

[[  内内容容・・方方法法  ]]  

日時：平成 30 年 10 月 27 日（土）13:00～16:50  

基調講演 

愛知教育大学准教授 青山和裕 

 「新教育課程における統計教育重視の背景と求

められる授業像について」 

実践報告 

愛知教育大学附属中学校 川井健司 

 「雨男っているの？（データの活用）」             

玉川学園 鈴木孝春（中 2数学） 

「統計的探究プロセスの実践から生まれる主

体性」 

玉川学園 後藤芳文（中 3学びの技） 

 「研究の精度を高める探究プロセスの開発」 

[[  検検証証・・今今後後のの課課題題  ]]  

参加者の感想から 

・社会の情勢なども踏まえて統計教育の価値をわ

かりやすく伝えていただけた。また、恣意的であ

ったり間違った分析をしているデータを出して

いただけたことで、こんごの教材研究、授業設計

に向けたヒントをもらえた。 

・統計教育の重要性がよくわかりました。数学だ

けではなく様々な教科に関わることだと思いま

すので、学校全体で共有したいと思いました。デ

ータが社会の中でどう活かされるべきか、この観

点をまずは教員が持つべきだろうと思います。 

・われわれ教員が伝えていきたい、なんらかの処

理をして可視化されたデータには意図があるこ

とについては、教員自身が勉強を積む必要がある

と自覚しました。教員のデータリテラシーが問わ

れますね。 

・実践が見えることで、では自分の学校でどうす

るのかを考える指針をいただけた。こんな学びを

する為に何が必要なのか深く考えさせられると

ともに自分の学校の生徒もこうなってほしいと

思えるものを見せていただけました。 

・ディスカッションやディベートをするにしても、

根拠のあるデータを元にすいることで、生徒たち

の探究、それに対する視点など様々な発想で取り

組めることを改めて考えるきっかけをいただき

ました。 

 

上は、中 3の発表練習の場面である。 

 
聞き手は、以下の評価用紙に記入し、後日、本

人に返却される。アドバイスを得て、研究の軌道

修正に活かす場合も見られた。  

 

保護者からのご感想を拾いたい。  

・日常何げなく体感している現象をよく考えてみ

ると何故なのだろうと感じることが多々ありま

す。 そのようなことに着目して深く堀り下げて

いくテーマ設定を興味深く拝見しました。  

・様々な視点で考察されている。 自分が気づかな

かった視点があっておもしろい。  

・目を引くテーマが多く、見入ってしまいました。 

同じようなテーマでも結論が違う 2 人のポスタ

ーかあり、調べ方が違うと違う結論になること
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に おもしろ味を感じました。ポスターの作り方

が上手だと内容も濃い傾向にあると思いました。  

・テーマ選定の着眼点がユニークでした。思いが

けない発見がありとても楽しめました。  

・受賞にかかわらずどの作品も良くていきていま

した。さすが上級生になると考察が深いものが

多くて見ごたえかありました。発表に関しては

少し環境が良くないですね。 

・将来の自分の夢につながるようなものになるこ

とを願っています。 

■■SSSSHH//SSGGHH生生徒徒研研究究発発表表会会・・成成果果報報告告会会  

[[  経経緯緯  ］］  

  玉川学園高等部中学部 SSH事業内容を学外の先

生方や保護者に公開することにより、SSH 研究成

果の普及を促進する。また、様々な SSH活動で課

題研究を実施している生徒同士が研究発表を行

うことにより、今後の仮説・方法などの設定の見

直しを行う機会を与えられる。その過程で生徒自

身が課題研究データを客観的に見つめなおし、次

のステップへ進むことも目的としている。 

今年度は、SGH(スーパーグローバルハイスクー

ル)課題研究生徒、自由研究課題研究生徒も同会

場で発表に参加した。 

[[  対対象象  ］］  

・SSH課題研究実施生徒 

 ・SGH 課題研究実施生徒 

 ・自由研究課題研究実施生徒 

 （玉川学園中学年、玉川学園高学年） 

[[  参参加加者者  ］］  

  ・玉川大学教員、玉川大学研究員 

 ・SSH 運営指導委員 

 ・学外教員、保護者、学外企業 

[[  内内容容・・方方法法  ]]  

日時：平成 31年 2月 16日(土)9:00～12:30 

内容：・課題研究口頭発表（12件） 

    ・課題研究ポスター発表（147件 177名） 

[[  検検証証・・今今後後のの課課題題  ]]  

SSH・SGH生徒研究発表会では高学年生徒に加え中

学年生徒も参加した。中高一貫で発表会を行うこ

とにより、中学年生徒は高校生の課題研究レベル

を意識することができ、高校生は中学年生徒にい

かに分かりやすく説明するかなど、自分自身を客

観的に振り返る機会となった。また、玉川大学教

員、研究員も参加し、科学者からの目線での質問、

アドバイスをいただき、生徒自身も課題研究デー

タを客観的に振り返ることができた。さらに、今

回は運営指導委員会を同日の午後に設定したた

め、発表会の運営や SSHカリキュラム開発を進め

ていく中での生徒の発表の様子を直接拝見して

いただいた。課題研究内容やポスター作成につい

ての改善点から発表会の運営についてのご指摘

まで幅広くアドバイスをいただけたことは大き

な成果であった。 

第 2期からの課題として「文系科目の探究活動

をしている生徒が参加する発表会に拡大するこ

と」が挙げられていた。今回は、新たに自由研究

生徒の「人文科学」「社会科学」「教育(体育)」「芸

術」の分野からの生徒も参加した。今後は、全生

徒の主体性育成に向けて、自由研究全分野への波

及も視野に入れながら検討していく。その際、課

題として課題研究全体の評価方法統一化の検討

や、教員間の連携、意思統一などがあげられる。 

  [[  内内容容  ]]  

探究型学力高大接続シンポジウムは、京都大学

大学院教育学研究科教授西岡加名恵先生がシニ

アアドバイザー、愛知県立大学教育福祉学部講師

大貫守先生が実施的なアドバイザーとして京都

市立堀川高校で SSH立ち上げ時から主で担当して

いる飯澤功先生と元滋賀県立膳所高校 SSH担当の

小池充弘先生の２人が主導して関西の SSH校８校

で行われた。高大接続に質せる課題研究ルーブリ

ックのスタンダードとその作成方法の研修会に

は文部科学省２名を始め全国２００校ほどの教

員が各校３名制限の中で集まり、堀川高校を会場

に行われた。ルーブリックの文面が使用者全員に

とってわかりやすく使用しやすいことが作成法

の特徴であった。内容を上中下に分類し、下にな

く中にあること、中になく上にあることを方略と

称し指導指針として掲載していた。 

理化学協会全国大会(高知)は、全国の高等学校

等の理科教職員、理科関係者が一堂に会し、講演、

研究発表、研究協議などを通して、学習指導要領

のもと、興味関心を喚起し、自ら生きる力を育む

魅力ある理科教育の在り方及びより良い指導法
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を探る大会であった。今年度は物理の授業改善に

関する内容を「観点別評価を利用した自己効力感

の向上と思考力の育成～受動的な学習から能動

的な学習をさせる試み～」というタイトルで研究

発表を行い、全国の様々な学校の先生方と交流し

することで、授業改善のブラッシュアップにつな

がった。 

理科教育学会全国大会(静岡)は、理科教育学会

が主催する理科教育に関する研究発表、講演、シ

ンポジウムを行う大会であった。ミネソタ大学 

STEM センター教授 Gillian Roehrig,Ph.D.氏に

よる「アメリカの科学教育改革の理論と実践；

STEM 教育改革」についての記念講演があった。 

経済産業省の「未来の教室」のなかの 1つのプ

ログラムとして企画された BenesseSTEAM ハッカ

ソンに参加し、他校の先生方から様々なアドバイ

スを頂き SSHで取り組んできた授業改善をさらに

拡張して、「本質をとらえる授業実践」という形で

授業を行い成果物を提出した。  

【【結結果果・・今今後後のの方方針針】】  

 様々な研究会や学会に参加したことで、SSH 取

り組んできた開発内容をブラッシュアップする

ことができた。特に、授業改善に関して研究発表

を行った理化学協会全国大会では、様々な先生方

から質問をいただき興味を示して頂くことがで

き、そのやりとりを会誌：令和元年度全国理科教

育大会第 90 回日本理化学協会総会高知大会第 90

回 2号に掲載していただいた。参加しただけの研

修会においても、多くの先生方と交流することで、

これまでの SSHの取り組みがどの立ち位置にある

のか再認識できた。 

来年度は授業改善だけでなく、課題研究改善、主

体性アンケートやルーブリック等による評価に

ついて学外で発表を行う。また、これらの経験を

活かして、本学園においても SSH の成果普及を推

進するために教員対象の研修会の実施を目指し

て準備する。 

  [[  成成果果・・課課題題  ]]  

上級生や同級生、保護者や外部の方が聞き手の

発表会は、発表者にとって大きな存在のようで、

スライド作りから頑張る姿が見られた。時間をか

けてスライドを作り、発表練習をし、最大 6回発

表をした生徒にとって大きな満足感と達成感を

もたらすようである。この経験が、このあとの探

究において、自信や手段保有感につながっている

ことは、OUTCOME シートに散見される。 

 ただ、生徒が書いた評価用紙を見ると、聞き手

からの質問の質を高めることが課題であると感

じた。普段の授業も含めた取り組みにしたい。 

■■教教員員研研修修会会  

幼稚園から高校までの教員の定期研修を兼ね

て SSH で開発した探究型学習の研修会を行った。

まだ先生方が興味関心や問いの発生にのみ意識

が向いていなかった中で、生徒の主体性が重要だ

という理解、主体性をいかに引き出すか、それに

よっていかに探究学習を成立させるか等を具体

的な評価結果である主体性アンケート結果と

OUTCOME シートを使い、グループワークを通した

研修を行って、その後の各先生方の探究方学習指

導に寄与できた。またこの結果の一部は年末の

SSH 情報交換会で発表され、各校と共有された。

今後は理科以外の探究学習でも一定の成果を確

認し学外対象の研修会開催へと発展させたい。

[[仮仮説説］］  

専門外の分野の探究を担当する場合、授業の標

準化によって教員の個性を制限するのではなく、

本校の SSHで開発した方法は、教員個人の特性を

発揮することで多様な生徒の個性的な主体性を

育成する仕組みにならないだろうか。生徒の評価

成果物をもとに問題点を整理し、グループワーク

で多角的に検討することで短時間で効果的な教

員研修ができると考える。 

[[対対象象学学年年  対対象象人人数数］］  幼小中高の教員 65名 

[[研研修修内内容容のの開開発発経経緯緯]]  

 札幌医科大学の田畑久恵先生の研究である困

難克服という状況を含む主体性の概念モデルと

本校独自の主体性ペンタゴンに基づき、主体性は

様々な段階を巡回的に巡ることで育成されると

いう考えがある。これより評価や指導も含め総合

的に探究のカリキュラムを改変して成果を上げ

ている取組を参考にし、生徒の主体性アンケート

と OUTCOMEシートを使って、探究には何が必要な

のかという研修を行った。まずその開発経緯から

述べる。 
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本校は幼小中高の総合学園で創立以来の自由

研究の歴史が長く、自分で研究課題が決められな

い、研究意欲がないなどの問題にも長く取り組ん

できたが、その成果は得られなかった。しかし SSH

以降理系の自由研究では急速に積年の問題が解

消された。そのキーポイントは２点ある。「１年間

に校外から２回以上のフィードバックを受ける

こと」という生徒のやる気と自己効力感を生じさ

せるしくみと「原則週に２時間は活動する」とい

う時間確保であった。これまでも論文を書いたり

ポスター発表などはあったが、外の実社会からの

視点に接しないために生徒の自己効力感にはつ

ながらなかった。「外でも通用する」というのは学

校に所属している日本の生徒の自己効力感にと

って非常に重要なことなのであろう。 

IB を参考にした独自のルーブリックを作成し

たが十分効果的というほどではなかった。それは

学問分野に探究という分野はなく、結果的に確か

な背景を持たずに生徒指導の現場に立つという

教員には非常に負担が大きいものだからである。

この際、教員は自分で切り開き積み上げた経験に

基づく職人気質になる。生徒が自分で見つけるま

でじっと我慢すべきだと考える教員もいれば、実

験よりも生徒に興味深い現象をヒントにしたが

る教員もいる。社会との繋がりや大学との連携を

重要視する教員もいれば科学には個人的な知的

好奇心以外なにもいらないと考える教員もいる。

すると互いに探究指導の際の教員の資質に関す

る不毛な議論が生じた。生徒の多様性を考慮する

とこれらの主張は全て「成立し」且つ「否定され

る」。他でも標準化を希求する動きもあるが現実

はどれもこれも特定の環境下で最適だったに過

ぎず、汎用性はないだろう。本校では、専門外の

探究の授業により教員は職人気質にならざるを

得ないことを認める。職人気質にとって最大限の

効果を上げるために、逆に探究活動の目的をその

学問への取組の育成としない。生徒の主体性育成

の一点に絞り、主体性育成には段階や順序は存在

せずただ循環的になるようにすることとして教

員が自分にあった循環の入り口から始められる

ようにした。それに伴い多様な指導体制でも互い

に信頼できるように評価基準も最大限の冗長性

を持たせた。 

[[  内内容容・・手手法法  ]]  

事前に「困っていること」と「手応えのあった

取組」のアンケートを取った。主な困っているこ

とは中学校では、能力差、モチベーションの低さ、

PC不足、学年差、テーマ設定、研究の深まり、高

校ではモチベーションの低さ、時間の少なさ、多

岐にわたるテーマであった。手応えのあった取組

は、中学では興味関心への刺激、リーダーの活用、

継続、外部大会、高校では外部発表会、論文コン

テスト、進路論文執筆、アンケート調査、等であ

った。 

研修では課題研究の目的を主体性育成に絞り

これが循環的であるという概念モデルの紹介と

その育成の実際を、特に入り口が課題設定段階一

つではないことを実例を交えて行い、その多様性

は教員にとっても必要であると同時に生徒への

対応力を広げる意味でも重要であることを強調

した。グループワークでは「興味・関心をもたな

い生徒に、どう探究活動をやらせるか」「生徒たち

に達成感を持たせるためにどういう仕掛けや働

きかけが有効か」という仮題を与え、経験による

見解の違いが存在することの相互理解や様々な

アイデアの共有を行った。 

本校の主体性育成は独自の主体性ペンタゴン

を元にしている。触れる、リサーチ、発表、学び

合い、活動の循環とそれらの言語化である。課題

設定から入る教員は「何をしていいか分からない

です…」という生徒に「私の研究じゃないんだか

ら知りません。自分で課題を見つけなさい」と突

っぱねる姿勢をとる。その結果生徒は「何度も実

験を重ねることで･･･頑張って良かった」「自分に

少しだけ自信がついた」など達成感だけでなく主

役という感覚や自尊感情や自ら対処する力がつ

いたと自覚していることがアンケート結果に出

ている。活動や触れることから入る教員は「外部

と色々繋がりのある研究で専門の先生からも指

導されます」という姿勢で、生徒は「思った結果

でなくても諦めず…」「他の人の実験に貢献でき

るから…」「何かに貢献できることで…」など承認

尊重される感や自発性や自己肯定感が強い。身近

な関心から課題を立てさせる教員は「好きなこと
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を研究していいけど、ところでここのところはど

うするの?、それはこの先輩から話を聞いてみて」

という姿勢で、生徒は「対応力が高まった」「失敗

から学ぶ」「好奇心が高まった」など達成感に加え

知的好奇心や安心・自由を促す雰囲気を強く意識

している。問いが明確な研究から入る教員は「こ

れ不思議でない？まだ誰も知らないと思うけど

やってみる？」という姿勢で、生徒は「諦めずに

根気よく…認められた」「難しいことも怖がらず

…認められた」というプラスの体験や自己肯定感

とサポート感を強く感じているという評価物と

セットで提示した。このように様々なペンタゴン

の回し方の教員のところにはそれに合った生徒

が集まり活動しているという事実と、それを可能

にしている評価基準の冗長性を提示した。評価に

おいては、明確に出来ることで作った評価基準は

明確に出来ることだけに偏重した不平等な評価

基準である、と考え、ルーブリックの詳細化を無

くし、「実証が非常に優れている」という観点には

①「データの処理・分析が的確で、研究課題にし

っかり焦点が合っている」または②「結論を述べ

るに当たってテータ数・実験回数・証明方法が適

切である」または③「実験・分析・証明などの結

果を理解した上で、次の実験・分析・証明などに

効果的に活用している」のどれを使っても良いと

いうような冗長な基準の作成を紹介した。 

  [[  検検証証・・評評価価]]  

振り返りシートから幼稚園の教員は「主体的な

学びに向かう姿勢を育てるためにどのような工

夫がされているか多くの観点から学ぶことがで

きた。特にその話し合いの中で"生徒達に選ばせ

る"(テーマや教員)という内容に関しては、午前

に見たポスターセッションと通ずるものがあっ

たように感じた。」小学校の教員は「《生徒の主体

性はぐるぐる回ることで育つ。そのため、触れる、

リサーチ、発表、学び合い、活動、触れるのどこ

から入っても良い》とあり、大変強く共感した。

たまたま体験したことが成功し、自信に繋がり、

それがきっかけで更なる興味関心に繋がること

もあると思った。」中学校の教員は「児童・生徒に

どのように興味・関心を持たせ、達成感が得られ

るのか改めて考えた。一番に感じたことは、発表

する場、そして自分の活動を認めてもらう、興味

を持ってもらう、伝える、という「実感」できる

場を設けることの大切さです。発表は聞くことで

も興味・関心の幅を広げていける。論文の先に何

を目標とするのか(発表・振り返り等)を考える必

要もある。」高校の教員は「主体性は「触れる→リ

サーチ→発表→学びあい→活動→触れる…」のよ

うにサイクル状に回り、入口はどこでも大丈夫と

いう体系図が印象的で勉強になった。また、生徒

にとって周囲の働きかけが不可欠であり、教員が

生徒のモチベーションを大きく左右することを

理解した。」「興味・関心」が先か「達成感」が先

かという話があったが、個人によってどちらが先

に来るか違うと感じる。個に応じた働きかけをし、

必要に応じて適切な足場を与え、成功体験を増や

していってあげたい。」等と概ね理解を得て効果

的であった。一方、「主体性を育む教育とは何か、

改めて考え直す機会となった。今回は、自由研究

における主体性の在り方、あるいはそもそも生徒

の主体性とはどのようなものかを、議論を通して

考えたが、単純な問題ではないと思われる。私自

身が、主体性というものの性質が腋に落ちなかっ

た。果たしてそれが能力なのか、態度なのか、果

たして伸ばせるものか、ゼロから身に着くのか、

誰もが同じように向上するのか。」という主体性

そのものに疑念を抱く意見もあった。「探究とい

うものに自然と向かってしまう人間の本性があ

りそのときにみられる人間の姿勢全体を「主体性」

と名付けたに過ぎない。今後は主体性という用語

はこうした注釈をつけて使う必要があると思わ

れる。  

【【１１年年間間のの成成果果】】 

高校の理科だけでなく幼小中高の全教科に渡

る探究活動に対して、SSH で開発した主体性育成

のカリキュラム（主体性育成の概念図と指導体制、

評価基準の冗長化、主体性アンケート、OUTCOMEシ

ート）の研修が行えたことは大変良かった。また

振り返りからも短時間の研修にしては効果的で

あったことが読み取れた。 

【【今今後後のの課課題題】】  

理科以外の分野における生徒が社会に対して通

用したという自己効力感を得られるしくみの検
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討が必要である。 

■■学学内内教教員員研研修修会会  

  [[  経経緯緯  ]]  

 K-12 全体研修は PD 研修のひとつとして毎年開

催される研修で、K-12 専任教諭及び常勤教員を対

象としている。今年度は「主体的・対話的で深い

学びの評価」をテーマとして 2日間にわたり開催

した。 

 SSH活動に取り組んでいる生徒の発表や、SSH活

動における評価方法についての発表、IBにおける

評価方法についての講演をもとに、新学習指導要

領においての学習評価をどのようにするかを各

教科で検討したうえで、その内容を教科の枠を超

えて共有することを目的とする。  

[[  対対象象  ]]  

K-12専任教諭及び常勤教員 

（幼稚部、小学部、中学部、高等部）  

[[  内内容容・・方方法法  ]]  

日 時 ： 令和元年 7 月 29 日（月）・30 日（火） 

場 所 ： 玉川学園 中学年講堂 他 

内 容 ： 

 ・SSH 生徒発表（高等部 3年生） 

  「SSHから学んだこと」 

 ・低学年教育活動発表 

 ・講演 

  「IB の評価の在り方と主体的・対話的で深い

学びの評価」 

 ・SSH 主任発表 

  「主体的な学びをどう評価するか」 

 ・教科会    

[[  検検証証・・今今後後のの課課題題  ]]  

 幼稚部から高等部までの全教員に向けて SSH活

動における評価についての取り組みを発表でき

たことは、全校への成果普及の良い機会となった。 

 学校種を超えた教科会では、SSH活動や IBにお

ける評価方法を参考に、児童・生徒の変容につな

げるために、学齢に合わせた探究活動をどのよう

に展開し評価していくかを考えることができた。 

 また、SSH 生徒発表で発表した生徒は幼稚部か

ら玉川学園に在籍しており、主体的に学ぶことが

できるように成長しているロールモデルとして

全教員に紹介できたことは SSH活動に限らず大き

な成果である。発表者本人も、教員を前にして発

表したことにより新たな自信を持つことができ、

次のステップへのモチベーションにつながった

と感じている。 

 今後も SSH活動の取り組みや成果の普及につな

げられるよう、学外はもとより、一貫教育体制を

取っている本学園の特色を生かし、積極的に学内

での発表等の場を設定することを検討したい。 

＜参加者の感想より＞ 

・幼稚部では「評価」はしないが、「成長記録」を

もとに、保護者面談で園児の様子を伝えている。

日々の活動記録を残し、成長や変化を保護者と

共有できるとよい。(幼稚部専任教諭) 

・SSH の評価方法は興味深かった。教員による評

価だけではなく、複数回の自己評価を行うこと

で自己効力感の上昇につながりやすくなる。自

己肯定感の低い児童が多いため、低学年でも発

達段階に合わせて応用できると感じた。(小学部

専任教諭) 

・K-12 の教員が一堂に会し議論することにより、

それぞれのディビジョンがどんな観点で評価し

ているのか、どのように生徒・保護者に伝えてい

るのか理解が深まった。(中学部専任教諭) 

・印象による評価を避けるため、ルーブリックを

活用した評価は必要。(中学部専任教諭) 

・主体的に学ぶ態度への評価基準を示すと、評価

欲しさの学習姿勢を養ってしまいそう。どう評

価するのが効果的か引き続き検討したい。(中学

部常勤教員) 

・主体性の評価は、学齢に応じた対応が必要。（高

等部専任教諭） 

・「主体性」をどのように捉えるか、教員も意識し

ていくことが大切である。（高等部常勤教員） 
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大会・研修名 形式 期間・日時 開催場所 参加した生徒のポスター・論文タイトル
賞の有・無

(賞名も記載)
指導教員

1 ロボカップジュニアジャパンオープン2022 大会 4/22（金）～24(日) けいはんなオープンイノベーションセンター [World League]レスキューMaze 1位 田原

2 Regeneron ISEF2022 オンライン発表 5/4(水)～13(金) オンライン 熟成梅酒が琥珀色になる理由 木内

3 RoboCup 2022, Bangkok, Thailand 大会 7/12（火）～17（日） タイ・バンコク・BITEC（国際展示場） 田原

緑茶の化学成分含有量の分析 木内

国産カブトムシの体色変異について 森

周波数と発芽率の関係性 森

金属球回転時の摩擦力の研究 矢崎

緩衝液中でのクモ糸の高強度化 森

5 第46回全国高等学校総合文化祭東京大会 口頭発表 8/2(火) 東京富士大学 青果食品の変色理由を探る 木内

7 高校生バイオサミットin鶴岡 ポスター発表 8/22（月）～8/24（水） 鶴岡 緩衝液中でのクモ糸の高強度化 森

8 文部科学大臣特別賞 訪問 8/25（木） 　文部科学省 熟成梅酒が琥珀色になる理由 文部科学大臣特別賞 木内

9 神奈川大学　理科・科学論文大賞 論文 応募締切8/25（木） 青果食品の変色理由を探る 優秀賞 木内

11 生活創造コンクール 論文 9/9（金） 「野菜くず」でおいしい出汁を取る 努力賞 木内

12 地域の伝承文化に学ぶコンテスト 論文 応募締切～9/9（金） 川の流れの速さから河川の伝統工法 「聖牛」「木工沈床」について考える 矢崎

14 第66回学芸サイエンスコンクール 作品 応募締切～9/22（木） 身の回りの食品、野菜の抗菌作用について 旺文社赤尾好夫記念賞（入選） 田原

15 パテントコンテスト・デザインパテントコンテスト 作品 応募期間～9/30（金） 骨伝導聴診器 矢崎

円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 入選 小林

アミノ酸による野菜切断面の変色の促進と抑制 入選 木内

17 電気学会みらい創造コンテスト 論文・ポスター 応募期間～10/24（月） 小林

人が音の前後を区別できる理由 小林

領域のノイズキャンセレーション 努力賞 小林

20 第25回日本水大賞 論文 応募期間～10/31（月） 小林

21 食のSDGsアクションプラングランプリ 口頭発表 11月12日 流通科学大学 株式会社セブン＆アイ・ホールディングスとして、農業での水資源の循環や発展途上国の衛生環境の改善に向けての取り組みについて 審査員特別賞 川越

22 第13回坊っちゃん科学賞　研究論文コンテスト 論文 2022/11/13（日） 東京理科大学 田原

研究発表会・表彰式 11/27（日） 東京ビッグサイト

陸上中長距離においてアフリカ人は有利なのか 矢崎

イモリの再生能力を人間の医療に応用するべきか 伊藤

海洋汚染によるベントスへの影響を少なくすることは可能か 白壁

水族館はなくすべきか 田子内

スポーツの試合でグラウンドによって勝敗は変わるのか 矢崎

統計学は試合の勝敗を左右できるか 後藤

金属球回転時の摩擦力の研究 矢崎

円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 小林

領域のノイズキャンセレーション 小林

人が音の前後を区別できる理由 小林

水面派の屈折に関する研究 矢崎

発酵食品は健康にいいのか 木内

陸上中長距離においてアフリカ人は有利なのか 矢崎

海洋汚染によるベントスへの影響を少なくすることは可能か 白壁

イモリの再生能力を人間の医療に応用するべきか 伊藤

水族館はなくすべきか 田子内

スポーツの試合でグラウンドによって勝敗は変わるのか 矢崎

試合の勝敗は統計学と関係があるのか 後藤

サンブルコードの解析 吉澤

26 TOKYO STARTUP GATEWAY コンテスト 2022/11/26（土） 障害を抱えた子どもがありのままの自分を好きでいられるように 河村

人が音の前後を区別できる理由 奨励賞 小林

呼吸器官の空気の流れについて 奨励賞 矢崎

口頭発表 人が音の前後を区別できる理由 小林

人が音の前後を区別できる理由 小林

領域のノイズキャンセレーション 小林

円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 小林

人が音の前後を区別できる理由 小林

領域のノイズキャンセレーション 小林

円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 小林

金属球回転時の摩擦力の研究 矢崎

コーヒー豆が焙煎過程で黒くなる理由 木内

緑茶の化学成分含有量の分析 木内

ベジブロスにおける効率的な野菜成分抽出法の検討 木内

飼育環境と繭づくりの関係性 森

緑藻の培養条件に関する研究 森

光源の違いによる褐虫藻の生育への影響 名取

養液栽培での野菜の高付加価値を目指した研究 森

迷路内を自動走行するレスキューロボット 田原

競技プログラミングにおけるAI_Programmerの有用性 田原

人が音の前後を区別できる理由 書類1次2次審査通過 小林

領域のノイズキャンセレーション 書類1次2次審査通過 小林

円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 書類1次2次審査通過 小林

34 日本森林学会大会「第10回高校生ポスター発表」 ポスター発表 3/26（日） オンライン

サンゴの無性生殖での増殖について 名取

サンゴに優しい日焼け止めの効果 名取
ドライフルーツに存在する酵母に関する研究 森
空気マグネシウム電池の作成 渡辺
洗剤と蛋白質分解酵素の効果 渡辺
おいしい酒粕甘酒の作り方 木内
セルロースナノファイバー 渡辺
ケルセチンの働きについて 渡辺
フッ素と卵 木内
コラッツ予想についての考察 吉澤
隕石はなぜ研究されるのか 樋泉
人が音の前後を聞き分けられる理由 小林
筋振動と肉体的疲労の関係性 矢崎
金属球回転時の摩擦力の研究 矢崎
「写角簡儀」の再現と実用化 矢崎
呼吸器官の空気の流れについて 矢崎
領域のノイズキャンセレーション 小林
物体によって音の反射の仕方はどのように変わるのだろうか 矢崎
ジェットコースターの構造について 矢崎
多角形の面積と外接円の関係 吉澤
唐辛子に抗菌効果はあるのか 木内
水深の変化による波の屈折の変化 矢崎
円運動と摩擦を利用した等速落下運動の研究 小林
AIにつながるPython 吉澤
養液栽培での野菜の高付加価値を目指した研究 森

田原
情報処理学会
第５回中高生情報学研究コンテスト

矢崎

田原ロボカップジュニア関東ブロック大会 大会 2023/1/9（祝）

2023/1/28（土）

12/18（日）

第62回東京都私立中学校高等学校
生徒理科研究発表会

2023/2/23（祝）
誌上発表

田原

田原電気学会 U-21 学生研究発表会 口頭発表 2023/3/11（土） オンライン

第19回日本物理学会Jr.セッション（2023） 口頭発表 2023年3月18日（土） オンライン

TSEF2023 2023/3/12

2022SSH大会結果一覧

東海フェスタ
オンライン口頭発表

Zoom Live
oVice

東京都立産業技術高専

オンライン

東京都立多摩科学技術高等学校

オンライン

明星中学校・高等学校

32

熟成梅酒が琥珀色になる理由 木内SSH生徒研究発表会 ポスター発表 8/3(水)～8/4（木） 神戸国際展示場

7/16（土） オンライン

応募期間～10/4（火）16

23

応募期間～10/24（月）・表彰式12/24（土）

11/13（日）

第20回高校生科学技術チャレンジJSEC2022 論文

4

6

24

25

第66回日本学生科学省（都大会） 論文

科学の甲子園
筆記・実技競技

オンライン全国大会

ポスター発表

東京都内SSH指定校合同発表会

口頭発表

18

第14回「集まれ！理系女子」科学研究発表交流会

29

30

31

33

35

ポスター発表 2023/3/4(土)
電気通信大学

(ハイブリット開催）

ロボカップジュニア・ジャパンオープン2023名古屋 大会 2023/3/24(金)～26(日) 名古屋市国際展示場

口頭発表
ポスター発表

関東近県SSH生徒研究発表会36
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高校生・化学宣言 14
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雑誌 Fravent 掲載

サンゴ部コーラルフリークス掲載
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